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<表紙解説>

サ イ バー ヒ ューマンの行うサーブの連続写真。  実際のプ

ロテニスコーチのサーブ時における手首、 1高、 1腰、足首な
ど各関節やラケ ッ ト 、頭部の動きを数値化してそのデ一 夕
を直接コンピュー タに送 り 、  C Gが再現したもの。
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人の1流動性機. .

義發萎富基議發擬富M 發・ 富議i

(株)ATR環境適応通信研究所

代表取締役社長 小宮山 牧兒

富義發議萎

ATRの組織の特徴の一つ と  して、  人の流動性があり ます。 研究者の大部分が出向者と客員研究員から構成
されているためです。  このことに加えて昨年から今年にかけて、  ATRグループ全体で上層部の相当数が入れ

代わったため、  特にその感を強く意識させられます。  設立当初から動務し続け、 ATRの歴史を肌で体験して

こ られた人が極めて少な くなってきたからかも しれません。 当研究所でも、設立後未だ1年半近くしか経つ

ていませんが、  設立のベースとなった光電波通信研究所から移籍した人は急激に少なくなってきています。

研究員の滞在期間は、 3年程度が多く 、大学のコー ス ド ク 夕 ー と同程度のローテシ ョンです。一方では、一

我々の研究は7年間のプロジェクト研究であるため滞在期間中の研究員のテーマをどのよ うに設定し、  かっ

研究の継続性をいかに保つかに工夫が必要で、難しぃところではあります。

少し削にな り ますが 、  以削滞在した こ と のあ る米国ボルダーにあるNIST(Nat ional Inst i tute of Standards

&Techno1o g y )を17年振りに訪間する機会を得ました。 こ こは 、時間 ・周波数標準等の国家標準を主と して _
研究している所ですが、  私の訪問したグループに限つて言 う と 、  その当時いた研究者の相当数が同じテーマ

にっいて第一線で研究し続けており、  世界のこの分野を リー ドする成果を上げているのに感銘を受けました。

このような分野の研究は、  蓄積された技術の上に新しぃ物理、  新しぃ周辺技術を取り入れながら確度、  精度

を向上させる手法をとるため、  核となる研究者の流動はむしろマイナス となるのでし ょ う 。研究の分野によ

り適した流動性の度合は異なってくることを示しており、A T R との対比は興味深いものがあります。

人の流動性のある組織の利点として、  出身母体、 研究経歴の異なる色々な人との交流が可能となることが

先ず挙げられます。  違つた観点からの考え方に触発されたり、  人 の ネ ッ ト ワー クが豊富になるからです。  し .

かし、  背景がそれぞれ異なっている研究者の集まりのため、  ある意味では共有する土壤、  文化が通常の研究

組織よ り少ないため 、研究分野が異なっていた りする と交流には時間がかかる こ と も事実ですし 、交流しや

すくするよ うな環境を意識的に作る必要があ ります 。  米国の学際的な研究をしているある研究所の建物は、

居室と実験室がわざと離れた所に配置されており 、  その間を行き来することによ り研究者同士が会う頻度を

多 く す る よ う に し 、  その間に設けられた談話コーナで話 し合い 、 議論がで き る よ う に設計 されてい る と ぃ う .

記事を読んだことがあります。研究者が、m e e t, talk, s h a r e を 、無意識の内にできるよ うにさせるためとのこ 、

とです 。最近は 、隣の部屋にいる人にでも メ イルで用をたす例が少な くな ぃので 、特にこのよ うな仕掛けが

必要に思えます。

折りにふれて、  交流の機会を增やすためもあり歓迎会、  送別会の類はまめに行つていますが、  会がお開き

にな る こ ろにやっ と談論風発にな る こ と が 、今の と こ ろ多い よ う に見受け られます 。先日 、  出向元に復帰さ .

れた室長の滞在中一緒に過ごした室員宛の短信に、  帰任する際の西大寺 一京都間の電車でこれまでのATRの

研究生活を思い浮かべて、感極まったとの言葉がありましたが、  い わ ゆ る “ 同 じ 釡 の 飯 を 食つ た 一 一 ” 的 な

人の繋がりを感じ、  強く印象に残つています。

一期一会ではありませんが、  面白い発想に出合い、 長 続 き す る 人 の ネ ッ ト ワー クへと展開したいものです。

国内的にも、  国際的にも。

ATR Journa1 29号 AUTUMN 1997 _Z



研究動向紹介

今 ,  「雑談」 がおもしろい
- 雑談に学ぶ身体性, 間身体性そして多声性 -
Why aren' t you interested in spontaneous chatting?

「伝えようとして伝わること 」  と 「結果として伝わること 」  と が あ り ま す .  これまでのコミュ
ニケーシ ー=1ン研究では 「伝えよ う として伝わること 」  について考えられてきました. 行為遂
行的な . 情報伝達的な視点からの研究です.  私たちは ,  圈常でのコミュニケーシ ョ ン を も う
ー つの視点から提え直したいと考えています.  それは 「結果として伝わる」 とい う側面であ
り , 「行為の結果として後から出現する」 とい う側面です .  ここでは私たちの目々のコミュニ
ケーションの方略について , 他要もない「雑言炎」から探る試みを紹介します .

0し1rcommunioation wlth artifacts has t)eenrestricted to use explicit codes to
convey o u r rnessages to artifacts and socialothers . However , there i s  another
strategy b a s e d  on tacit com rnun ication u s e d l n  oureveryday aotlvltles. We
propose here 'Ecologica lCorr1m unioation Soienoe' ln wh l c h  taoit socla1
behaviors arelearned from everyday spontaneous chatt lng.No explicit goals or
motivatlo rls. Rather , there is symbiosls emong hし1mans , artlfacts and nature .

1 .  雑談の目的 (1?)

私た ち が 「雑談」 にっい て 考 え る と き 、  「日々の
生活の中で雑談はどんな目的で、 何のためになされ

る の だ ろ う か」 と ふ と 考 え る こ と が あ り ま す 。 そ し
て 「あの時、 ど う し て あ ん な こ と をロに出してしま
ったのだろう…」 と行為の結果を後から眺めながら、

そ の 動 機 や 目 的 な ど を 辿 ろ う と し て し ま う ょ う で

す。 日々の行動や振る舞いは 「何かのためにやって

い る」 と い う  「目的ありき」 の視点で捉えられやす

く 、  「雑談」 もその例に漏れません。留守番電話に

素 直 に メ ッ セージを残せる人は少ないのではなぃか

と思います。  本当に伝えたかったこと 、・ それはおし

ゃべりの中から生まれて く る もののよ うです。

2 . 「身体」 が勝手に動く _
理屈つぼい人ほど車の運転の教習で苦労するよう

です。 前輪の回転角などを思い浮かべながらのハン

ドルさばきでは、  スムーズな車庫入れは期待できな

いでし ょ う 。 次のステ ップを考えながらでのダンス

がギ クシ ャ クす る よ う に 、次の発話を考えなが らで

は 「雑談」 にはなりません。何気ないハンドルの動
きにあゎせた外界の見えの変化が自分の行為をナビ

ゲー ト し て くれます 。自分の 「身体」 を動かしてい

るのは、 自分の動きに沿つた外界の構造的な「流れ」

なのです。車の運転を覚えるコツは、  頭の中で熟考

す る の で は な く 、  こ の自分 と環境 との間に備わ る

「情報」 に素直に従 う こ と の よ う で す 。  と 、 同時に
自分の行為の意味や価値は、 この行為の結果として

事後的に見い出されるもののようです。

私たちは自分の行為の意味や価値を見い出すため

に、不断の動きを続けています。この 「身体」 の何

気なぃ動きが次の行為の可能性と自分の行為の意味

を教えてくれます。勝手に動く  「身体」 を 「心」 が
後か ら追いかけ る と ぃ う 図式で し ょ う か 。 こ の 「身

体」 の勝手な振る舞いが 「雑談」 を成立させていま
す。

(株)ATR知能映像通信研究所

第四研究室

岡田美智男,鈴木紀子;石井和夫

3 .  トーキング - ア イ  (Talking Eye)
「身体」 の赴くままに、勝手におし ゃべ り を させ

た ら _。 私たちは 、二つの 「身体」 を向かい合わせ
る こ と で 、 様々なお し ゃべりを作り出す実験を進め

て い ま す 。 私 た ち が ト ー キ ン グ ・ ア イ ( T a l k i n g

E y e ) と呼ぶシステム ( 図 1 )  は、何気ない行為の意

味を他者との関わりの中で見い出しながら 、動き続

けます[1]。

私たちの発話には 「意味を伝える」 機能と  「意味
を与えあう」 機能とがいつも同居しています。  その

二つの機能の比重を変えることで、  様々な対話のモ

ードや雰囲気を出現させます。  電車の中から聞こえ

てくる女子高校生たちの楽しげな会話は、  その内容

は伝わらなぃまでも不快ではあ りません 。  「あのな

あ」 とい う発話は他者の  「なんやぁ」 と ぃ った反応
によって 、  その意味や価値を与えられます。

図 1 .  トーキ ン グ ・  アイ(Talk ing Eye)

こ う  した他愛もなぃや り 取 り に 囲 ま れ て い る と 、

なぜかほっとします。様々な 「声」の重なりの中で、

新たな意味や価値を発現させる発話は  「多声性を帯
びている」 といわれます。  一方、 お客の駅員に対す
る 「切符を一枚下さい」 と い う発話は 、新たな意味

2 ATR Journa1 29号 AUTUMN 1997



を発現させる余地を残していません。  こ う  した発話

は単声的であるとぃわれます。  行為遂行的な、 情 報

伝達的な側面を重視したコ ミュニケーシ ョンの研究

では、 そのや り 取 り が 「単声的であ る こ と」 を前提
と し て き ま し た 。

4 .  人工物との 「雜談」 的な関わ り
私たちの トーキング ・ ア イの研究では 、多声性を

帯びたコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 、  い わ ゆ る 「雑談」 を 追

及しています。そこでは 「他愛 も な ぃ こ と」 が本質

的です。 その典型は女子高校生たちのおし ゃべ り で

し ょ う か 。 あ る い は 「 ピング一語」 の世界かもしれ
ません。 単独で聞いたのでは、  ほとんど意味不明な

ピ ン グー語で も 、  子供たちはそ

の世界の中に入 り込む こ と がで

きます。同様の意味で、  ア プ リ

オ リ に 明 確 な 表 情 を 伴 う  「顔」

は単声的であり 、  ト ー キ ン グ ・

アイの目玉だけの表情は、多声

性 を 帯び て い る と い え ま す 。 静

止した目玉は何 も語 り ません 。

し か し 、 外界 と の関わ り の中で

様々な表情を発現させます[2]。

私たちは様々な人工物に囲ま

いう方略を無意識のう  ちに用いています。  お互いに

成り込みあって、二つの 「身体」 が一つに融合して

いく過程を 「間身体的な場を形成する」 とぃいます。
これは人と人 との関わ りの根底にある もののよ うで

す。日々の「雑談」 ではど うでし ょ うか 。私たちは、

共同想起対話などに頻出するユニソ°ン(斉唱)的な同

時発話の現象に着目しています(図2)。  これまで対話

とは、  聞き手と話し手とが交互に交代しながら、  お

互いの情報 を伝 え あ う も の と し て 提 え ら れ て い ま

す。 しかし、 このユニゾン的な同時発話の現象をみ

ると、過去の出来事を想起しあう過程で、お互いの

「身体」 が同調 し あ う こ と を 愉 し ん でい る か の よ う
です。

;i貴が.

5::i貴 が:

れています。  いつの間にか、 その人工物たちとの関

わ り が 「単声的な関わ り 」  に 偏 つ て き て い ま す 。

「目的あ り き」 でデザイン された人工物が多すぎる

よ う です 。 コ ン ピ ュー 夕 と の 私 た ち の イ ン タ ラ ク シ

ョ ン で も そ う で し ょ う 。 「 ピ ン グ ー の 世 界」 に逃げ
込む子供たちが増えているのは、  幼児期の母親との

多声性に富んだコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 り 戻 し た い

ためなのかもしれません。  思わず留守番電話にメッ

セージ を残す こ と を避けて し ま う ょ う に 、 人 と 人 と

の関わ りにおいて 、単声的な方略に偏つたコ ミ ュニ

ケー シ ョ ンは回避 され る よ う です 。私たちは 、人工

物 と の  「雑談」 的な関わ りにっいて真剣に議論する

時期にあるようです「3]。

5 .  他者の心の痛みを理解する

子供との関わ りはいつも愉し く感 じ られます 。同

じものを見て一緒に笑えます。  それだけで十分なの

です。 目の前の写真を一緒に眺めながら、  お互いに

ニヤ リ と視線を交す瞬間を考えてみま し ょ う 。 お互

いは独立に写真を眺めているだけではあ りません。

相手の視線が何を捉え、  ど う 感 じ て い る か を一瞬の

うちに見抜きます。

私たちは、他者の気持ちを理解しよう とするとき、

自分 の 「身体」 を他者の 「身体」 に成 り込ませる と

かを .. みて…
第のクチのなかを… 見てやるってみて

図 2 .  ユニゾン的な共同想起の例

一緒にダンスを踊る 。  テニスを愉しむ。  一緒にご
飯をたべる。  お互いの身体に成り込みながら、  お互

いの気持ちを理解しあ う 。人と人との関わりにおい

て、  こ う し た 「間身体的な場」 を媒介 と し た コ ミ ュ
ニケー ションの方略の存在、  その重要性が次第に明

ら か に さ れっつあります[4]。

私たちの発話や行動は、 い わ ゆ る 「身体」 に制約

される と同時に、  この身体を媒介として 、同一の身

体を備えた他者とのコ ミ ュニケーシ ョ ン を可能 と し

ています。私たちは 「雑談」 に学びながら、他者の

心の痛みまでも理解して くれる よ う な 、身体性を備

えた人工物の設計原理を明らかにしたいと考えてい

ます。

参考文献
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研究動向紹介

状況がわかれば聞きとれる

一 Even your ears need to know where they are. -

従来の書声認識装置は 「話の筋」 を考廠しないので、 頓珍漢な間違いをおかすことがよくあ

り ま す 。  私たちの研究室では 「話の筋」 を考慮して音声認識の誤りを減らすための研究をし

ています。

Ourdepartrr1ent is worklng on thereduct ion  of speechrecogn l t ion  errors by

t ak ing the  'context 0 r sltuat ionlnt0 aC00し1nt.

1 .  はじめに  

A T R音声翻訳通信研究所では、 話し言葉を聞き

と って翻訳するよ うな機械 (つま り通訳の機械です

ね)  を作ろ う と しています。機械が話し言葉を聞き

取 る よ う に す る こ と  ( =音声認識 )  は 、 人に よ っ て

声や話し方に違いがあったり 、  雑音や言い間違いの

間題もあってなかなか英確しぃのですが、 聞 い て い る

のが対話だとわかれば、それはそれで聞き取るヒン

ト の よ う な もの も得られるのです 。

人間でも ぃ きな り話 しかけられる と 、  何を言われ

たのかわか ら な ぃ こ と が よ く あ る も のです 。一方、

話の筋に関係ない聞き違いをするこ と もあって 、  そ

う ぃ う間違いをする人を頓珍漢などと呼んだ り しま

す。機械による音声認識は、普通、話の筋を考えに

いれたりしなぃので本当に 「頓珍漢」 な間違いをた

く さ ん起 こ し ます 。そ こで 、私たちが目指している

のは少しは話の筋も考えにいれて 「頓珍漢」 な間違

いを減 らす よ う な音声認識装置を作ろ う と ぃ う こ と

です。

2 .  話しているのはお客さん ?それ と も係 りの人 ?

話の筋 ( 状況 )  と し て 、  ど う ぃ う こ と を 考 え る か

と ぃ う と 、  一番簡単なこ とは誰が話しているか と ぃ

う こ とです。例えば、旅行者とホテルや旅行会社の

窓口との会話 ( A  T R音声翻訳通信研究所では旅行

での会話を主な題材にして研究をしています )では、

窓ロ側の人は言うかもしれなぃけれど、  まず旅行者
は言わないとい う表現があるものです。  例えば旅行

者は 「当ホテル」  と ぃ う表現はまず使わないので、

旅行者が言つたことの音声認識結果に  「当ホテル」

が含まれていたらそれは別の言葉  ( 例えば  「どのホ

テル」) の間違いではなぃか と疑つて見ても ょ ぃ こ

とになります。逆に窓口側の人はふっ う  「̃ し たい

のですが」 な ど と は言わないので 、  それは例えば

「̃ し た い のですか 」  と ぃ う 質問の聞き間違えなの

A T R音声翻訳通信研究所

第四研究室

荒川直哉  竹澤寿幸  森 元 違

か も  しれません。

3 .  こ と ば 「尻」 を と ら え る
ふっう話の筋とぃえば、  それまでに どんな こ と が

言われたか と い う こ と で す 。 そ こ で 、 私 た ち が さ ら

に注目したのは、すぐ前の発言の終りの部分です。

日本語では文の終りを見る と 、その文がどのよ うな

機能を持つかわかるからです。  例えば、 文の終わり

を見る と 、  それが質間を表 してい るのか ( 「か」 で

終 わ り ま す ) 、 依 頼 を 表 し て い る の か ( 例 え ば 「お

願いします」 で終わります )  などがわか ります 。 こ

こで音声認識に利用できるのは、  例えば、  すぐ前の

発言が質問ならば、  次の発言は依頼や質間などより

答えであ る こ と が多い と い う ょ う な こ と です 。 答 え

である こ とが多い とわかれば 、  音声認識装置は例え

ばその文が 「̃ で す」 で終わ る の が も っ と も ら し ぃ

のではないかと判断できるわけです。  実際の対話で

相続く発言の終わりの部分を調べて、多かった例を

挙げてみ ま し ょ う 。 「̃を 教 え て く だ さ い」 と ぃ っ

た発言の後には 「̃ で す」、「̃ で す ね」 と い っ た発

言の後には 「は い 、 そ う で す」、 「̃ し て く だ さ い」

とぃった発言の後には 「か し こ ま り ま し た」 と ぃ う

発言がよく現われています。ちなみに、会話が始ま

る と き に は 「もしもし 」 や 「̃ で ご ざ い ま す」 の よ

うな表現がよく現われますが、  こ う し た情報 も会話

の始めで頓珍漢な聞き間違えを防ぐために役立ちま

す。

4 .  何を話しているの ?  (話題の利用)

も う 1つ私たちが注目したのは、それまでに行わ

れた発言の中の単語です。例えば、すぐ前の発言の

中で、  「何日」 と い う 語が あ る と 、 次の発言の中に

は 「̃ 日 _1 といった日付を表わす表現があらわれる
可能性が高 くな るで し ょ う 。 同様に 「お い く ら」 と

い う 語 が あ る と す る と 、  次の発言の中には  「̃ 円」
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とぃった金額を表す表現があらわれる可能性が高く

なると考えられます。このよ うな場合に音声認識装

置が、金額に関する表現を含む認識候補 (仮説 )  と

含まなぃ候補 (別の仮説 )  を出力した とす る と 、 一

般的には金額に関する表現を含むような仮説を優先

し たほ う が よ い 、  と い う こ と が 言 え ま す 。 こ こ で 、

値段を聞く表現は 「お い く ら」 の他にも 「お値段は

どの く ら ぃ 」 な どい く っかあ り ますか ら 、 そ う し た

表現が出てきた場合は  『値段』 と い う話題が話され

て い る と 考 え る こ と も で き ま す 。 こ う し て い く っ か

の表現を話題にまとめ、例えば 『値段 』  と い う 話 題

が出てきた場合に金額表現が起きる確率を調べる、

とい う研究も行つています。

5 .  音声認識と  「話の筋」
こ こ ま で お話 し し て き た 「話の筋」 ( 状 況 ) の 情

報をどうゃって音声認識の結果に反映するかとぃ う

こ と にっいて少し説明します。音声認識装置は 「こ

れが正解だ」 というのを一つだけ出力するわけでは

な く 、正解かもしれなぃ候補をぃくっか出力するの

で、 その中から 「話の筋」 の情報を考慮して一番

「 も っ と も ら し ぃ 」  も の を 選 べば よ い と ぃ う こ と に

な り ま す ( 図 の 例 を ご 覧 く だ さ い ) 。  もちろん、  こ

の場合、 「話の筋」 の情報だけを使うゎけではなく 、

入力音声との合致度も計算にいれます。  こ こ で  「も

っ と も ら し さ」 は大量に集めた対話例から統計をと

って得た確率値を使つて計算します。  なお、 音声認

識装置の出力に対して後処理的に 「話の筋」 の情報

を用いるよ うに書きましたが 、音声認識装置自体に

「話の筋 _」 の情報を考慮する機能を持たせてしまっ
たほうが効率がよいので、  そうした組み込みの検討

も行つています。

6 .  ま と め

A T R音声翻訳通信研究所では音声翻訳システム

のプ ロ ト 夕 イ プ を開発 してお り 、  このシステムに、

音声認識結果をこ こで書いたよ う な 「話の筋」 の情

報を用いて再評価するモジュールを組み込んでいま

す。 また、 こ こでのアイデアを音声翻訳だけではな

く 、  機械 と 人間が対話す る  「音声対話シ ス テ ム」

( 例えば博覧会会場でお客さんに絵と言葉で案内を

するシステム )  に応用する研究も行つています。

今後も様々な話の筋に関する研究をしていきたい

と考えます。

図 1  文末表現による音声認識候補の並べ変え

直前の発言の最後の部分 「̃ を お 願 い し ま す」 から直前の発言

が情報を要求 し てい る こ と が わか り 、  それに対する応答のい く

つかの音声認識候補から文来が  「̃ で す 」  で終わ る候補を情報

の要求に対して最ももっ と も ら し ぃ応答と して優先します 。

図 2  話題との関連性による音声認識候補の並べ変え

直前の発言中に  「部屋のタイプ 」  と ぃ う 表 現 が あ る の で 、  次の

発言の普声認識結果では、  関連して出現しやすぃ、  部屋の タ イ

ブを表わす語 「シングル」 を含む音声認識候補を優先します。
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研究動向紹介

不如百聞一見 , 電脳庭球人間作成計画

See ing  and Believing the  Movement of CyberHumans

人をはじめ生き物は自分を取りまくものの動きに非常に敏感です。 私達は他者の動きを理
解し見分ける能力をもともと持つているらしいのです。  ところがこの優れた感覚が、 かえっ
てマルチメディア技術の応用場面 (例えば複雜な人間の運動のC G上での生成) において問
題を引き起こすことがゎかってきました。
私達の研究の:::l一ルは人間の運動の特性を理解することです, 自然で本物らしいと感じる
知覚のメカニズムを解明し、 入間の動きをコンピュータの中で再現する技術への応用を圈標
としています ,,

As humans , we are extremely sensltive to tl-1e movernents of those around us ,
Our ablllty to u rlderstand andldent l fy  these movements seems an intrlnsio part
of ourpsycho log ioa lbe lng . Thls  extreme sensitivity has proven to be a ma1or
obstacle to the qulck and efflclent deslgn of multimedla applloatlonslnvolvlng
complexlnteraction with synthetic human f o rms l n  rnotion. The goa1of  our
r e s e a r c h l s  to understand t h e  propertles of human movement wh i c h  are
essent la l to the peroept1on of
n a t u r a l a n d  bel ievable movement  a n d  to b e  ab l e  t o  direct ly  apply  t h e s e
tech rl l ques  to the  produotion of synthetic human moverrlent .

1 はじめに

近年,  イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ な マ ル チ メ デ イ ア 技 術 の

開発が盛んに行われるよ うになってきました 。その

結果, 研究所にある よ う な スーパーコンピュー タ の

中の仮想世界からゲーム セ ン ターに至るまで、  目を

見はる技術の質、  量の発展のあとを見るこ とができ

ます。 しかし驚異的に進歩を遂げたとはいえ、  まだ

まだ完全なものではありません。  依然残された課題

の一つが、 コンピュー タが作り出す世界の中のェー

ジ ェ ン ト に 、  いかにして素早く、  自然で、本物らし

い人間の動きを演じさせるか とい う ものです。 コン

ピュータ画面の中で人間のよ うに動くェージ ェ ン ト

( 以下サイバー ヒ ューマン と呼びます )  を簡単に、

かっ効果的に作 り出すこ とができ るな ら 、人 と コ ン

ピュー タの多様なイン タ ラ クシ ョ ンの実現が期待で

きます。 サ イ バ ー ヒ ューマンを生成する新しぃ方法

の開発は私達のプロジェク トのゴールであり、C  G、

生体の運動制御、 視知覚に関する研究成果を組み合

わ せ る こ と に よ っ て こ の ゴールにたど り 着 き たい と

考えています。

サ イ バー ヒ ューマンを実現するためには二つの研

究領域における知見が必要となります。一つは人間

の動きを効率良く作り出す運動制御のアルゴリズム

を開発する こ と 、 そ して も う一つは人間の運動のど

のよ うな点が リアルな動きの印象を与える鍵となる

のかを理解する こ とです 。 このレポー トでは第 2 の

ポイントである人間の運動知覚の特性にっいて詳し

く説明します。

2 サイバー ヒューマンプロジェク ト と は

「運動を作り出す方法」 と 「運動を知覚するメカ
ニズム」 を明らかするために研究対象として今回テ
ニスを選びました 。テニスボールを打つときのフォ

ーム は フ ォ ア ハ ン ド 、 バ ッ ク ハ ン ド 、 サーブな どに

(株)  A T R人間情報通信研究所

第三研究室

Frank E.Po l l i ck
( 訳 :渡選  洋)

限られます。  しかしボールの打ち方によってフラ ッ

ト 、  ス ラ イ ス 、  ト ップスピンなどの球種を打ち分け

る こ と がで き ます 。 テニ スは この よ う に色々な種類

の よ く 定 義 さ れ た動 き か ら 構成 さ れ て い る と ぃ う こ

とに加えて、  非常にポピュラーな ス ポーツ で あ る と

いう特徴を持つています。  したがってサイバー ヒ ュ

ーマンと様々なレベルのプレイヤーとの幅広いイン

タ ラ クシ ョ ン を研究する こ とが可能にな り ます 。

これまで私達のグループは、 人間の運動の生成と

知覚に関する研究を推進するための数多くのツール

を開発してきました。  こ れ ら の ツールの核 と な る も

のはC  G を111E使して仮想世界に作 り上げたサイバ

ー ・ テ ニ ス プ レ イ ヤ ー 、  テニスコー ト 、  そして私達

が サ イ バー ・ テ ニ ス プ レ イ ヤ ー と プ レ イ す る た め の

ラ ケ ッ ト で す 。 サーバー ヒ ューマンのテニスぶりは

本号の表紙に掲載された連続写真でご覧ください。

人間のサーブの 3次元情報をこのシステムを使つ

て記録し 、サ イバー ヒ ューマ ン に そ っ く り 同 じ よ う

に リ プ レ イ させ る こ と も で き ます 。 それでは連動に

対する人間の知覚の研究、 そして人間の動作特性を

探つた研究の結果をご紹介しま し ょ う 。

3 人間の運動の知覚

顔やその他の手がかりを得るこ とができなぃ状況

で他人が歩いたりスボーツ を し てい るのを見るだけ

で、 その動きの特徴から誰が何をしているのかを理

解する こ と がで きた と ぃ う 経験はほ とん どの人が持

っ て い る こ と で し ょ う 。  動きからその意味や目的を

理 解 す る こ と が で き る と い う こ と は 、  そ こ に な ん ら

かの情報が伝達されているこ とにな り ます 。他人の

運動に対する敏感さはコミュニケーションの原始的

な方法として進化してきたものと考えられます。  生

後 3 ヶ 月 ぐ ら いの赤ちゃんで さ え 、人間の動きに反

応することが発達研究からわかっています。  また運
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動を観察している人の脳の活動を調べてみる  と、  特

定の領域が反応し、 運動知覚の処理がそこで行われ

て い る こ と も 明 ら か に な り ま し た 。 こ の よ う に 他者

の動きに対する敏感さは人間の心理現象の重要な特

徴なのです。 したがって人間の運動知覚のメカニズ

ムを理解することが、  サ イ バー ヒ ューマンプロジェ

ク ト発展のための重要な要素となり う るわけです。

サ イ バー ヒ ューマ ンプ ロ ジ ェ ク ト の う ち 、  知覚面

を扱つた研究目標はサーブ時の動きがどのよ うに知

覚されているのかを調べ、  その知覚がサーバーあ る

いはサーブを見ている人の熱練度とどのよ うに関係

しているかを明らかにする こ とです 。先にも書きま

したが、  テニスのサーブ に は フ ラ ッ ト 、  ス ラ イ ス 、

ト ッ プ スピンの 3種類があ り ます 。 ラ ケ ッ ト と ボー

ルのあて方を変えることでこれらの球種を打ち分け

るのです。  ラ ケ ッ ト が ま っ す ぐ ボールにあたれば打

球の速度は早くなる し  ( フ ラ ッ ト ) 、  こ す る よ う に

ボールにあたればスピンやス ラ イ スが打てるわけで

す。テニスの試合中、相手がどのよ うな球種のサー

ブを打つか隠そ う と し て も 、 で き るだけ早 くそれを

見抜くことができれば戦略的に有利になります。

私達は一連の実験を通じて、サーブの識別能力と、

サーブをする人の違いあるいはサーブを観察する人

のテニス熟練度との関係を調べました。  これまでに

行つた心理実験では、 サーブの識別にあたって被験

者がおかすミスのパター ンや、 被験者の行つた判断

からどのよ う なカテゴ リーが心理空間の中で形成さ

れているかが明らかにされました 。

たとえばテニスの初心者と熱練者の判断の比較か

らは、予想されるように熟練者は初心者に比べて心

理空間の中に混同が少なく、  明 確 な カ テ ゴ リ ーを持

っ て い る こ と が わか り ま し た 。  しかも熟練者は実験

が始まる前から明確に定義された心理空間を持つて

いた こ と も示 されま した 。

こ の 違 い を 説 明 す る 原 因 と し て 考 え ら れ る こ と

は、 熟練者も初心者も同じ特徴を用いているけれど

も、 熟練者は単にそれらの特徴を解釈するこ とが う

まぃ、  あるいは初心者が注意を払つていない特徴が

存在する とい う ものです 。  しかしこの考え方では説

明 し き れ ないデ一夕も存在します。  サーブを観察す
る方向をさまざまに変えて実験を行つた結果、  あ る

特定の観察条件 (方向) においては熟練者の方が初

心者よりも成績が悪くなったのです。  ど う も 熟 練者

は初心者とは違 う特徴を使つているかあるいは、  熟

練者の持つ特定の特徴に対する高い感度が、 かえっ

て 、 新 し ぃ 状況に対 し て ( 既 存の ) 知識 を一般化す
る こ との妨げになったらし ぃのです。

また別の実験結果は、熟練者も初心者もともに異

な る サ ー バーの動きを一般化する こ と が苦手であ る

こ とを示しました 。  もし被験者がある特定のプレイ

ヤーのサーブを識別するよ うに最初に訓練されてい

た ら 、  あとで別のプレイヤーのサーブを識別すると

きにその訓練が邪魔になるわけです。  こ の よ う な 学

習の悪影響は、主にスラ イス と ト ップスピンの識別

時に見られました。

さ らに 、  数値化された人間の実運動デ一夕から特

徴を抽出する分析を行うと同じ球種のサーブを打つ

と き で も サーバ一間で違いがあ る こ と がわか り ま し
た。 そして実運動デ一夕から各サーブが構成するカ

テゴ リーを計算で求めた結果と 、  判断に関する心理

実験のデー タから求められた心理学的なカテゴ リー

を比較すると、  おおむね一致した結果が得られまし

た。

4 おわ り に

これまでの私達の研究で、  サーブの識別能力が、

サーブとい う視覚刺激を受け取る側  (観察者) のテ

ニス熟練度に依存するだけでなく、  刺激であるサー

ブの動作自体と も関連がある こ とがわか り ま した 。

リ ア ル な サ イ バ ー ヒ ューマンを作るために必要な、

様々な運動の知覚にとって何が大事な要素であるか

を理解するとっかかりができたわけです。

本物らし ぃサイバープレイヤー とは、  自然に見え

る けれど も同 じサーブ を判で押 し た よ う に行 う も の

ではいけません。  サーバによって個性の違いを出す

必要があるのです。

現在はまだ人間の運動に含まれるどのような情報

がその知覚にとって本質的なものであるのかを評価

し、 これらの発見をサイバーヒューマンを制御する

アルゴ リ ズ ムの開発に適用する こ と がで き る よ う に

なったばかりです。個性豊かなサーバー ヒ ューマン

達と私達が一緒にテニスをプレイできるまでにはま

だまだ課題が残つているといえます。

5 謝辞

本文はPo11ick研究員の草稿をもとに同研究室渡邊

洋研究員が日本語化したものです。 翻訳にあたって

最大の問題点は、訳者がまともにテニスをしたこ と

も 見 た こ と も な ぃ と い う こ と で し た 。 本 プ ロ ジ ェ ク

ト の プ ロ グ ラ ミ ン グ を担当 し 、  テニスそのものにっ

いても多 くの知見を与えて くだ さ った  (株) S C C

の向田茂氏にテクニカルな点だけでなくテニス用語

の使用法などにっい て ア ド バ イ ス を い た だい き ま し

た。 ここに記し深く感謝いたします。  ま た 夕 イ ト ル

はサ イバー感を出すためのでたらめ漢文です。  原題

は “ S e e i n g  a n d  Be l i e v i n g  t h eMo v eme n t  of

CyberHumans” で す ( 訳 者 ) 。
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'研究動向紹介

システムの性能をどこまでひきだせるか?
Reseroh on performancelimits in designing and
controlling of complex systems

一高次元ダイナミクスの自律的運動と応用一

Engineering and physics of Hamiltonian dynamics

多くの変数が自由に動く複雑なシステムのふるまい (高次元ダイナミクス )を解析した結
果、変数が豊律的にある方向に向かった連動を形成し、  また、その自律的連動は、運動の豊
由度を上げるほど加速されることが分かりました。  私たちは、  このメカニズムを応用して 、
複雑なシステムに所望の特性を持たせることのできる設計 制御法の研究を進めています,
ここでは、  これら研究の一端を紹介します,,

The  d y n am i c s l s  stud ied of the  Hamiltonian systems with rr1any degrees  of
freedom . 1t is founcl that asymmetric motlon takes p laces ;by  asymmetry.we
mean that the motlon ls  un ldlrectlonalto1owerthe ol:)jective functlon l r1 energy.
Thls  l:)roperty of the asymrnetrlc motio rl i s  used to exp1ore the rnethodolog les l rl
deslgnlng and oontrolling of tl-1e oomplex sys t ems .

1 はじめに

私たちの研究室では、 自然界の複雑なシステムの

動きを解析し、  情報通信をはじめとする人工の複雑

なシ ステ ムの設計 ・ 制御へ活用できる汎用的なデザ
イ ン 手法 を確立す る こ と を 目指 し て研究 し て い ま

す。

私たちの周りで、  液体状態のものを冷却して個体

状態にする と き 、  ゆっ く り冷却する と美しい結晶を

形成するものが多くあ ります。これは、粒子が複雑

に運動し、  システムとして安定な状態を作り出すか

らです。このような粒子のふるまぃを解析した結果、

粒子間の相互作用が強く、  粒子運動の自由度を上げ

るほど、  粒子から構成される全体  ( システム )  が自

律的にある方向  ( たとえば、  エネルギーの低い安定

な方向 )へ向かう運動をすることがわかりました。

この粒子からなるシステムを人工のシステムに置

き 換 え る こ と を 考 え てみ ま し ょ う 。 通 信の ネ ッ ト ワ

ー ク を は じ め と し て 、  動きの複雑なシステムほど 、

多くの要素から作られています。  私たちの研究の目

的は、  それらの要素の動きを解析し、  「速 く」 あ る
い は 「安 く 」 など所望の特性を持つシステムを設
計 ・制御する技術を確立する こ とです 。

2 高次元アルゴ リ ズ ム っ て ? ? ?

私たちは、  自由度の高い、  相互に影響しあう多く

の粒子からなるシステムの連動を解析することから

始めました。

解析の詳細は別の機会にゆずり、  こ こ で は 、 解析

によ り得られた主な結果を図 1に示します。  システ

ムを構成する任意の粒子の運動に着目します。 その

粒子は、 他の粒子との相互作用や外部の力から作ら

れ るェネルギー (図中の目的関数) を受けた中で運
動することになります。その結果、長い時間で粒子

の位置を観測すると、  局所的ではなく大局的な安定

点 ( 図中の目的関数の低いところ )  に存在する時間

が長 くな り ます ( 図中の分布関数が大き ぃ と こ ろ ) 。

さ ら に 、  自由度の数が多くなる  (高次元) ほ ど 、 そ

の特徴が顕著に現れることもわかりました。

個々の粒子をシステムの制御すべきパラメ 一夕、
目的関数をシ ステムの評価のための関数 と考え る

目的関数
(例 -えばェネルギーの低さ)

分布関数
(存在する時間)

(株)  A T R環境適応通信研究所

第2研究室

山田順一  新上和正

l 自由度の次元が

図 1  高次元空間の自律的運動

と 、  この メ カニズムは 、  所望の特性を持つようにシ

ス テ ム を設計 - 制御するための計算に利用できま
す。 このよ うな自律的運動のメカニズムを用いた計

算法を、私たちは 「高次元アルゴ リズム」 と呼んで
います。

3 ど こ に ?  使えるの ?

私たちは、 高次元アルゴリズムの効果を広く確認

するため、  複雑なシステムの設計制御に応用する研

究を進めています。

このアルゴ リズムは 、  多くの変数があるシステム

への適用に効果があると考えています。  また、 変数

間の相互の結びっきが弱く、  局所的な安定点へ動き
やす ぃ と き も 、  強制的に相互作用の効果を入れて、

大局的な安定点へ向かわせるこ と もできます。
変数の動きを粒子の連動ととらえるため、その運

動を方向づける力をぃかに導入するかが、  このアル

ゴ リ ズ ム を使用するポ イ ン ト と な り ます 。設計あ る

いは制御したいシステムの変数相互の関連を、  明確

に数式または論理式で表現できることが必要です。

詳細は避けますが、  目的関数や変数の動きを拘束す

る条件が非線形でも計算できます。  従つて 、  システ

ムの経済化を目指す条件に、 構成要素のコス トや料

金体系なども使えます。

それでは、 非常に多い変数の複雑な動きをするシ
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起点

ステムにおける高次元アルゴ リ  ズムの適用例を紹介

し ま し ょ う 。

4 急がば回れ (ルーチングへの応用)
自動車で移動すると き 、  通常は近道を選びます。

しかし 、近道に交通渋滞が発生しているとき 、遠回

りの道を選んだ方が速く目的地に着くこ とがあ りま

す。 これを通信の世界で考えてみましょ う 。

複数のル一 夕 (交差点に相当) を接続した通信の
ネ ッ ト ヮー クは 、道路網と似ています。  も し 、 道路

を短時間で通行でき、 交差点で待つ時間が大きぃと

す る と 、  起点から終点までに要する時間は、  交差点

が異常に込んでない限り、  交差点が少ないほど速く

な り ま す 。 こ こ で は 、 パ ケ ッ ト  (道路上の自動車に

相当 ) の通信時間 (遲延時間 )  はルー タでのみ遅れ

ると仮定した簡単なモデルを考えました。

ルー タの通過数が同じルー トが複数ある と き 、 そ

の中のどれか一つのルート決めます。  これが、  通常

使われている近道で 1ルー ト ( こ こ で は S  R と 呼ぶ )

のルーチ ン グ ( 図 2 ( a ) ) で す 。

私たちは 、近道の 1 ルー ト だ けではな く 、 遠回 り

のルートも含めた複数のルー ト を利用する  ( こ こ で

は B  S R と呼ぶ。図 2 ( b ) )  と 、 時間 も あ ま り かか ら
ず多くの通信量を処理できるのではないか、  また、

その限界はどこにあるのかと考えました。

図 3 に 示 し た 4 8 ル ー タ か ら な る ネ ッ ト ワー ク で

は、 S R では 、 4 8 x 4 7 = 2,256のルー トを選べば良

い こ と に な り ま す 。  しかし、 B S R では 4 つのルー

タまで遠回りを許しただけで 8 4,0 9 0のルートが存在

し ます 。 さ らに 、  どのルー ト に ど の よ う に パ ケ ッ ト

を振り分けるか考えなければなりません。  非常に多

くのルー ト の振 り分け割合をど う決めるかが問題で

終点 起点 終点

(a)近道で1ルー ト(SR) (b)違回りも入れた複数ルー ト(BsR1

図 2  遠回 りのルー トの利用

(〇eはルータ (交差点 ) 、一0・は経路)

図 3  ネ ッ ト ワ ー ク の 例

8a

拡大

» l

2 4 6

入力トラ ヒ ッ ク

図 4  通信容量拡大の可能性

(図中数字の0、  1 、  4は、B S Rの最大違回り数 )

す。

私たちは、 どのルー ト に ど れ だ けパ ケ ッ ト 振 り 分

けるかを計算するために 、  「高次元アル ゴ リ ズ ム」
を使用 し ま し た 。 こ の と き 、 で き る だけ多 く のパケ

ッ ト を 通 信 で き る こ と  (通信容量の拡大) と で き る

だけ早 く到着する こ と  (平均遲延時間の低減) を評

価の基準としました。

計算の結果 ( 図 4 ) 、 遠 回 り をせず複数のルー ト

を利用 (図中 0 )するだけで通信容量は增加します。

4 まで遠回りを許すと、平均遅延時間を增加させず

に、通信容量を 1 . 5 倍ほど拡大できるこ とが分かり

ました 。 これは、  ルー タの性能の差が無く、通信線

での遅れを無視したモデルの計算結果ですが、  こ れ

らの影響を含めた計算も可能です。  現在、 異な る ネ

ッ ト ワークで 2 0万近いルー トの振り分けにっい て も
検討しています。

多 く のルー ト ( 変 数 ) か ら な る ネ ッ ト ワ ー ク の 通

信容量をどこまで引き出せるか、その限界を探求す

るために、高次元アルゴ リズムを応用している研究

を紹介しました。

5 おわ り に

こ こでは 、  A T Rが開発した  「高次元アルゴ リズ
ム」 と 、  それを利用してルーチングのフロ一制御の
性能限界を探求してい る研究の一端を紹介 し ま し
た。変数が多く複雑で、  これまで最適化をあきらめ

て い た よ う な シ ス テ ム の 設計 ・ 制 御 に 、  「高次元ア
ルゴ リ ズ ム」 によって最適計算の道が開けるものと
考えています。現在、  コジェネレーシ ョ ンシステム

の設計、 固有値計算の高速化、画像符号変換などへ
応用する研究も進めています。

「高次元アルゴ リ ズム」 に興味を持たれときは 、
ご一報下さい(jun1@acr.atr.co.jp)。
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ATR Monologue

皇室とA T R (その2)

一 秋篠宮、皇太子両ご夫妻 一

(株)国際電気通信基礎技術研究所

顧 問  葉原 耕平

⑥ 秋篠宮。同妃両殿下のご来訪 - こ れ も ラ ッ キーな タ イ ミ ン グ
皇室 と A  T Rの二度目の係わりは19 9 3年4月秋篠宮・同妃両殿下のご来訪です。  こ れは A  T Rの向かぃに
完成した  「け ぃはんなプ ラザ」 のオープニングセレモニーのご来賓として両殿下がご来訪になられた機会に
実現したものです。  この時は多少は時間に余裕がおありだったのか、  オープニングセレモニーの前日にA  T
R に お運び頂 く こ と が で き 、 そ の日は 「けぃはんなプラザ」 に隣接のホテルに第1号の宿泊客としてお泊り
になられました 。  この時も 、主体は 「けいはんなプ ラザ」 でしたから 、  もし時間的な余裕がなければA  T R
へのご来訪は実現しなかったかも知れません。

⑦ 再び 3 D眼鏡のこ と  - 臨場感通信の実験をお目にかける決断
前回、 両陛下のご視察に際し 3 D眼鏡のよ うに何かを身にお付け頂

くのはど うゃら御法度らしぃこ とを述べました。両殿下のご来訪に当

たってもご視察項目の選定に当たってこのことが頭にあり 、  それ と な

く 打診 して貰つた と こ ろ 、  今度は絶対に困る と ぃ う程ではな さそ うだ

と ぃ う感触を得られ 、  それではと両陛下の時は断念した臨場感通信に

向けた立体表示技術をご覧頂くこと としました。  と は い う も の の 、 や

はり気掛かりでしたので、耳におかけ頂かなくても 、お持ちになって

お使いになれるよ うに 、弦を切断した眼鏡も用意しま した 。  こ れ な

ら ( 本当は少し持ちに く ぃのですが ) 髪型を崩すとい う こ と も あ る ま

い と い う 考 えです 。

本番に当たってはテーブルの上に普通の (つま り弦のある )  眼鏡と弦を切断した眼鏡とを置き  「妃殿下に
おかれましては、  どちらでもお使いにな りゃすぃ方をご利用下さい」 と申し上げたところ弦のない方をお持
ちになられました。  弦を切断したのは、  どうゃら正解だったようです。蛇足ですが宮殿下は位置検出センサ

ー と コー ドの付いた眼鏡をお掛けになられました。

ご視察項目にこの臨場感通信の実験を選定したのには、私なりの考えがありました。それは、折角の機会

ですからなるべく生のご体験を頂くのが本当の歓迎ではないか、  そして、  皇族の方々も内心ではそれをある

程度望んでいらっし ゃるのではないか、  とぃ う感触からでした。実は私事ですが、  その前年の秋、 横浜で電

子交換国際会議が開かれ、 開会式には高円宮殿下、 同妃殿下にご臨席を頂き、  私は 1時間ばかり殿下の隣で

各国代表のキー ノ ー ト ス ピーチにっいて、説明やら解説を申し上げました。その時、両殿下の大変気さくな
お人柄と相俟つて、  機会ある度にお楽しみにな られたい と ぃ う ぉ気持ちがおあ りだ とい う こ と をひ しひ し と

感じた、  と い う こ と を経験していたか らで した 。

⑧ 下半身のない合成人物像
ご視察そのものは、  対象そのものが結構面白いので十分お楽しみ頂けたものと思つています。  余談ですが、

あの技術をご覧になった方はご記憶と思いますが、  ス ク リー ン上の人物像はコンピュー 夕 ・ グ ラ フ イ ク ス で

合成したもので、  それが見る人の視点の位置に従つて変化するというのが最大の特徴の一つです。 つまり 、
高い位置から見れば頭の上から1現き込むように、  し ゃがめば下から見上げる よ う に見え る よ う にな っていま
すが、 テーブルを隔てて対面しているという場面設定ですので、  人物像は実際にはテーブルより上に出てい

る上半身部分しか作成してありませんでした。

と こ ろ が 、  ご視察の折りには殿下が大変ご興味を持たれ、  体を左右に動かされたまではよかったのですが、

ぐ っ と し ゃがみこまれ 、下半身が作つてなぃのがばれそ うになって し まいま した 。 「あ、 も うその辺で。下
の楽屋が見えてしまぃますので ・  ・ ・ 」 と 、実演の岸野室長と も ど も ぃ さ さか慌てま したが 、内心はこ う ぃ
う生のご体験を頂けてむしろ良かったのではなぃかと思つております。  両殿下も大変にこやかだった よ う に

お見受けしました  (苦笑であったかもしれませんが ) 。

⑨ マッキン ト ッ シ ュ
ここはアップル社の宣伝をするのが目的ではありません。  も う一つは日本人が苦手とする英語の R と Lの

聞き分けに関する基礎実験で、  担当の山田伶子研究員の実演と合せて、 これ も大変興味深くご覧  (お聞き )

頂きました 。その後廊下を歩いてご案内している時に、殿下から 「ア ップルでしたね」 とご下間があ り 、  図
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ら ず も パ ソ コンにもご造詣が深いことを知 りました 。  まだパソコンがあま り普及してなかった 5年近く  も前

のこ とですから驚き といえば驚きでした 。翌日は 「けぃはんな」 内の情報セン夕一 「 イ ン フ ォザール」 で ご
自身でいろいろ と端末を操つておられた との こ と で した 。

⑩ 皇太子殿下と雅子妃殿下 - 絶大な皇室人気
皇室との話題の最後は1994年9月京都での I T  U (国際電気通信連合) 全権委員会議に並行して開催され
た電気通信展での皇太子 ・同妃両般下のご視察です。  こ の I  T U全権委員会議はアジア太平洋地域で初の開
催ということもあり、郵政省初め関係機関の力の入れ様は並大抵ではありませんでした。この電気通信展に

は A  T Rは最初から全面協力で京都国際会議場とA  T R内の二個所計三個所をN  T Tの INS  N E T  1,500で繋
ぎ、 実時間で臨場感通信会議のデモを行うことで諸準備を進めました。  しかし実際にはこの電気通信展は当

初必ずしも高い人気とは言えなかったように見受けられました。  その主な理由はこの場所が本会議場と少し

離れており、  会議参加者が忙しぃ中をわざわざ見学にくるだろうか、  とい う危惧であったと思います。  その
ためか 、最初 A  T Rの独壇場に近いような印象さえ持つておりました。

と ころが、一旦皇太子 ・ 同111i両殿下行啓の報が入るや否や、  われもゎれもと展示の希望が增え、その煽り
で A  T Rに与えられる時間は日ごと 、  時間ご と 、  そして最後は会場内でのご視察中にまで削られる始末にな
り ま した 。何日も何日も前から 、それも直接ご体験頂こ う と準備に励んできた研究者にそのこ とを伝え、デ

モのシナリオを急きょ変更短縮するのは忍び難いことでしたが、  やむを得ませんでした。  それでも、  最初の

い き さっもあ り 、  全体のスケジュールの中でのA  T Rの時間は最大で、 事情を知らない周りの人からは、  A
T Rがいかにもがめっく時間を取つたのではないかというゃっかみまで聞かれる始末で、  失礼ですが何とも
浅ましぃ光景を見る羽目となりました。

⑩ モデルに御神與を

と こ ろ で そ れ ま で の A  T R内でのデモでは対象物体に自動車
や ス ペー ス シ ャ ト ル な ど を用いてい ま し たが 、 電気通信展への
出展に際し、  シ ャ ト ルに直接かかわってない国々 も あ る だ ろ う

し、 特定の国の クルマのモデルに似ている とい う誤解を招いて

も困るとい う担当の岸野室長らの卓見で日本的な御神與を題材

と し 、  その時以来社内でのデモでも広 く ご覧頂いてお り ます 。

この御神與は地元の清水広司さんとおっし ゃ る 宮大工 さ ん を煩

わせて実際に模型まで作つて頂いたものでした 。

(11i21 皇太子殿下の真摯な眼差し
こ こ で 当 日 の こ と に ち ょ っ と だ け 触 れ て お く こ と と し ま す 。

上記のよ うに時間は随分短 くな り 、岸野室長ら待望の直接ご体

験頂 く こ と は出来ませんで したが 、  両殿下には臨場感通信会議

デモをお楽しみ頂いた上にその意義・仕組みなども十分ご理解頂けたものと自負しており  ます。 それは、 説
明をお聞きになっていらっ し ゃるご表情から十分察せられたこ とでした 。

こ こ で 私 に と っ て 、  あ りがたいやら困つたやら と ぃ う こ と がひ と っ起こ り ま した 。それは皇太子殿下があ

ま りに も立派な紳士でいらっし ゃ る と い う こ と を 目の当た り に し た こ と で 、 私が ご説明申 し上げてい る間 、

ずっ と私の目をご覧下 さ っていた とい う 、  まさに国際センスを絵に描いたよ うな出来事であ りました 。その

ために、  私は雅子妃殿下のご様子を伺うべく目をそらすなどとい う こ とはとても出来ず、  雰囲気から殿下同

様 よ く ご理解頂いてい る こ と を感 じ る に と ど ま り し た 。

間題はご視察の直後です。私は大勢の、皇室番というのでしょ うか 、マスコ ミの皆さんに囲まれ、代表者

(社)  か ら質問を受け る こ と と な り ま し たが 、 それは も っば ら雅子妃殿下のご様子に関する こ と で し た 。 で

すが、 上記のよ うな次第でっぶさに拝見したわけではないので、  本当に的確に答えたかどうかは自信はあり
ません 。それで も 、 マ ス コ ミ の皆 さん も大体納得されたよ う で 、やれやれではあ り ま した 。 さ らに驚いたの

は、その後、首都圏を含む何人かの知り合いからテレビで見たよ、  と ぃ う こ と を 言 われ た こ と で し た 。 そ し

て、 普段われわれがお世話になっている科学技術番組とは視聴者層が随分違うものだとい う こ とを改めて知
る こ と と な り ま し た 。

(i3) 三たび 3 D 眼鏡の こ と
臨場感通信会議といえば 3 D眼鏡がっき も の だ と い う こ と は 、  何度も述べました。
皇太子殿下と雅子妃殿下の場合も内々のご了解が得られ、  秋篠宮殿下と紀子妃殿下

の場合と同じ よ う に眼鏡を準備した と こ ろ 、両殿下と も弦のない方をお持ちになら
れました。

それ以来、 A T  R見学の方々に 「今、何人かの方は弦のない眼鏡で使いにくかっ
たかも知れませんが、  これは雅子様と紀子様がお使いになったものです」 と ぃ う こ
とにしておりました。皆さん必ず驚かれます。その反応が楽しみで、  これは見学が

終わってか ら言 う こ と に し てい ま し た 。
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.短信

砂被りにて

奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 助教授

(元ATR人間情報通信研究所 第六研究室 研究員)

石井 信

私が、  自らの念願が叶つてA  T Rへの出向を命ぜられたのは平成6年春のことです。  当時、 企業の研究所

でニュー ラ ルネ ッ ト ワ ー ク な どの研究を し ていた私には 、  内外に名高いA  T Rでの研究に参加させて頂きた

いと思う気持ちはとても強かったのです。

妻は動めておりましたので、  単身赴任でした。  横浜から一人で車を夜通し運転して、  幾度とな く道に迷つ

た後で、朝もゃの中でA  T Rの角張つた建物を発見した時を昨日のように思い出します。以来2年半の間、

A T R人間情報通信研究所にお世話になり、  複雑系やニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クの数理的研究に従事させて頂

きま した 。

まだそんなに昔のことではあり  ませんので、 当時と今の雰囲気は余り変わらないように感じます。  外国人

研究者が多く、  彼らは概してにぎやかでした。  会議などはほ とんど と ぃ ってな く 、  その代わりに所内の至る

と ころで活発な議論がなされており 、  感心するばかりでした。  海外から日本を訪れた研究者も東京からわざ

わざ足を伸ばして、京阪奈の地に立ち寄ることにも驚かされました。

そ う  した雰囲気に影響されて、  元来怠け者の私も限られた期間での研究に専念しよ  う と思いま  した。 しか

し、 A T  R は京都 ・ 大阪 ・ 奈良 とい った魅力的な観光地の中心 ( と い う ょ り 重心 ? )  にあ り 、誘惑には随分

負けました。  ともあれ、東倉前社長を始め研究所の皆様の温かいご指導とご支援を得て、  自分な りに 一l一分に

満足して、再び関東に戻つたのが昨年の秋でした。その前には、暫く訪れる機会もなぃだろ う と大阪などを

急いで見て回つたものでした。

と こ ろ が 、  一旦覚えた研究の面白さでしょうか、  まほろばの地に心安らぐものがあったのでしょ うか 、  再

び舞い戻つて参りました。  この春よ り 、  A T R か ら 4 キ ロ ほ ど 西 、  関西学研都市高山地区にある奈良先端科

学技術大学院大学にお世話になる身となり 、再び箱根の山を越えました。今度は勝手知りたる道で、迷うこ

とな く 、最後の交差点 「光台」 をまっすぐに西に通り過ぎるだけでした。

大学での生活はまだ半年にもなり  ませんが、 企業の研究所との違いは感じます。  シーズ指向とニーズ指向

と言つてしまえば簡単ですが、  問題意識は大いに異なります。  企業の研究所では会社の将来事業への貢献が

主目的ですが、  大学では社会貢献が主目的で、  両者はやは り相補い合 う存在なのでし ょ う 。  企業研究所では

上層部へのアピールが不可欠ですが、 大学では社会と共に学生へのアピールも重要です。 一方で、 妙 な こ と
が似ています。  大学に来て一番驚いたのは、  その書類の多さでした。  そ う 考 え る と 、  A T R の よ う に そ れ ら

の中間にあるにも関わらず連営上身軽な研究所はやはりュニー クです。  人の入れ替わりが多いため、  研究者
のモティべー シ ョ ンが高 く 、  ア ク テ ィ ビ テ ィ も 持続で き ます 。  また、研究費的に大学でできず、  また内容的

には企業研究所でできなぃテーマに挑戦できます。  少ない書類と明瞭な意志決定も素晴らしい点だと思いま

す。 良い点は大学の身の回りでも採り入れていければと考えております。

こ う し て 、  またちょ  く ち ょ  く A  T R に伺える身 となれたこ と を喜んでお り ます 。  研究面でも今尚非常に多

くのご支援を頂いております。最近では私ばかりか学生までも丸抱えでお世話になっております。  ど う ぞ 今

後とも宜し く ぉ願い申し上げます。最後になりましたが、  A T Rと研究者各位の今後の尚一層のご発展をお
祈り申し上げます。そして、そのご発展を砂被りにて拝見できる光栄を心より喜ぶ次第です。
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l 9 9 7年7月3日および4目の2日間、 A T R人間情報通信研究所主催の 「ATR Workshop on Human

Visua1 Perception」 を開催しました。  第一線で活躍している国内外の視覚心理およびディスプレイ関係

の研究者など l 4 7人が参加し、  活発な議論が行われました。

今回のワー ク シ ョ  ツ プは基礎研究と応用研究とのイ  ン 夕 ー ラ ク シ ョ  ンの場を提供するために企画されま  し

た。 A T R人間情報通信研究所では 「人の優れた機能に学んだヒューマ ン イ ン ター フェースの要素技術の確

立」 を目的に基礎研究を行つています。  私たちの進めている基礎研究が学際的であると同時に、  技術的な応

用に結びっ く こ と も必要であ り 、今回のワー クシ ョ ップのよ う な分野を越えた議論の場をもっこ と が重要 と

考えています。  今回取り上げたテーマは  「立体と運動」 であ り 、  視覚心理の分野では古くて新しぃテーマで、

工学応用の分野から見てもV  R(V i r t ua lRea l i t y :人工現実感)や立体ディスプレイなどの開発に関係の深いテー

マです。 こ の よ う に テーマをしぼった上で、  最新のヒューマンメカニズムの研究と 、  自然視に近いデ ィ スプ

レイを実現するためのヒューマ ン フ ァ ク ターの研究にっいての議論の機会を得ました。

講演者は第一線で活躍している視覚心理系と工学系の研究者13名で,  その うち 6名を海外から招待しまし

た。セッションは ( 1 )立体視( 2 )奥行き運動知覚( 3 )運動視( 4 )ディスプレイのヒューマ ン フ ァ ク 夕一の4部構成で、

V Rや立体デイスプレイの開発で重要とされる立体視と運動視のヒューマン メカニズムに関する講演と議論

の後、  立 体 デ イ スプレイの現状と技術的な問題点にっき議論を行いました 。 ( 1 ) の セ ッシ ョ ンでは 、 P r o f .

Howa rdが 「垂直視差による奧行き知覚」 にっいて話題を提供しこれを中心に議論されました。 ( 2 ) のセッシ

ョ ンでは、  両眼視差以外の奧行き知覚の要因にっいて、  例えば、 物の影の付き方と奧行き知覚の関係が議論

され 、 ( 3 ) のセ ッシ ョンでは、運動知覚とは何かをテーマにM A  E(Motion After Effe c t )を用いて議論されまし

た 。 ( 4 ) の セ ッシ ョ ンでは 、立体ディスプレイの現状とデ ィ スプレイ開発に必要な ヒ ューマ ン フ ァ ク 夕一の議

論が行われました。視覚の研究発表であるめ、眼に訴えるプレゼンテーシ ョ ン も 多 く 、  ス テ レ オ メ ガ ネ を 装

着して実際に立体知覚を確認したり、  コンピュ一夕やVTRを使つた実験も会場内で行われました。

心理学者と工学者間の議論にはまだまだ隔たりを感じるものの、  こ の よ う な試みの第一歩 と し て注目 され

る ワ ー ク シ ョ ッ プ で あ り ま し た 。  また、個々の研究内容にっいては テーマをしぼったことで深い議論ができ、

有意義なワー クシ ョ ップだったと参加者からの評価も得ました 。

Ian P .H ow a r d教授 大頭  仁 教授
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1 9 9 7年 8月 3 ̃ 8目の間、  アメリカの口サンゼルスでコンピュータ グ ラ フ ィ ク ス  (CG) に関して世
界最大規模の国際会議であるS IGGF-1A P H ( シーグラフ )が開催されました。  S1(llGRAP1-lは、論文発表
の他に、技術展示、 アー ト展示、 CG作品の上映、さらには最新のグラフィクス機器展示など、 CGとイン
タラクティブ技術に関する全分野を包含する大規模な会議です。  ATR知能映像通信研究所は、 その設立

( l 9 9 5 年 )  ょり積極的にこの会議に参加してきました。 今回も 、  チュー トリアルコースのオー ガナイズ
( 1 件 ) 、  コースの講師 ( 3件 ) 、技術展示への出品 ( 2件 ) 、シ ョー トぺーパーの 発表 ( l 件 ) を 行 な い ま
した。会議の様子を、 コース、技術展示、論文などを中心に概観いたします。

[会議の概要]

S IGGRAPHは学会ACMのS IGの1つで、 正式にはAssociat ion for  Comput ing  Mach ina ry ' s Specia1

I n te res t  Group on Computer  G r a p h i c s という組織名です。年1回開かれるこの国際会議の正式名称は

InternationalConference on Computer Graphics and Interactive Techniquesですが、” SIGGRAPH” が そ の

まま会議名として用いられ、その会議規模は世界最大級です。今回の参加者は、  4 万 9 千人 と の こ と で し た 。

会議の構成は、 チュー ト リ ア ル ・ コース : 3 5件、技術展示 : 4 3件 ( 7 2件の応募 ) 、  アー ト展示 : 13人で51作

品、 ぺー パー : 4 8件(応募総数265件)、  うち日本からは論文 : 2件 (東大 ,  日立中研)、 シ ョ ー ト ぺ ー パー :

1 0 0件 ( 2 1 5件の応募 )、CG上映 : 5 9件 ( うち日本からの作品 : 1 1件 ) 、展示 : 3 5 8件でした。なお、会場のサ

イズは、 シ ョ ー ト ぺーパーと コース:400席弱、Pape r : 2000席強でした。

[コース]
コース は い わ ゆ る チ ュー ト リ ア ル の こ と で 、  オー ガ ナ イ ザ の プ ロ ポーザルを評価して採否を決定します 。

初級、 中級、 上級にクラス分けし、  また全日、 半日のコースを用意するなど、  多彩な講義を提供しています。

今回は多くの日本人の参加を見込んで、初めて、  い く っかのコースで日本語同時通訳のサー ビスがっきまし

た。

ATRは昨年、” Believable, Life-1ike, Communication Agents” と い う コースを企画 ・開催して好評を博し
ま し た 。今年は 、将来の メデ イ ア と し て有望な イ ン タ ラ ク テ ィ ブ映画の コ ンセプ ト 、 技術内容など を広 く知

っても らお う との考えの元に ” Interactive Movies:Techniques, Techno1ogies, and Contents” と ぃ う コ ー ス

を企画しました。中津良平/ E d w a r d  A l t m a n ( ATR ) 、K r i s t i n e  S a m u e l s o n ( スタンフォード大 ) 、 S c o t t

Wat son (デイズニー)、Dona l dMa r i n e 11 i / S co t t S t e v en s (CMU)、土佐尚子(ATR )  (以上発表順、敬称略)

を講師として 、  イ ン タ ラ ク テ ィ ブ映画の コ ンセプ ト 、 制作す るために必要な映画作 り の ノ ウハ ウ ・ 技術、 イ

ン夕ラクティブ映画実現に向けた実用化レベルおよび基礎研究レベルの研究例などを網羅した幅広い講義を

行ないました 。  ロサンゼルス とい うハ リ ウ ッ ド を控えた土地柄もあ り 、多 くの人の関心を集め、 4 0 0 人収容

の室が立ち見が出るほどの盛況でした。 また、 今春ATRを離れたArm i n  Bruderl in (現SONY Imageworks)

が ァ ニ メ ー シ ョ ン の コースでも講師となりATRでの仕事を中心に講義を行つていました。

[技術展示(Elect r ic  Ga r d e n ) ]

技術展示は、 最新のイン夕ラクテ ィブ技術を実体験できる機会を提供するもので、  大学や企業が研究およ

びプロトタイプレベルのデモを実演しています。今回、AT Rは 「インタラクティブ万華鏡: I am a s c o p e 」 と、

「手操作による仮想シー ン生成 :Direct manipulation for scene creation」 をデモ展示しました。

「イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 万 華鏡」 は、 自分自身の姿、動きをカメラで取り込み、画像処理により 、万華鏡の映
像を作り出すもので、分りゃすく 、  ま た楽 しめ る イ ン タ ラ ク テ ィ ブシ ステ ムです 。 1,000名以上の多くの観客

を魅了し楽しませ、  体験した観客の多くから、  「今回のSII;GGRAPHでBestだ」 「家に一つ欲しぃ」  と ぃ う コ メ
ン ト をいただきました 。 また 、車橋子の人や子供らにも実際に体験しても ら う機会があ り ょ ぃ評判を得まし

た 。 さ ら に 、 博 物館や ギ ャ ラ リ ーなどで展示したい とい う引き合いも多 くあ り ま した 。

「手操作による仮想シー ン生成」 は、複数カメラを用いた手振りの認識技術を用いて、手をマウス代わり
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にして 3次元の絵を描 くデモであ り 、  これも大変面白いとい う感想をいただきました 。  また、 自 動 車 メ ー カ

からの見学者が、  自動車のイン夕 ラ ク テ ィ ブな 3 次元設計システムへの適用性にっいて、  かな り興味をもっ

た よ う です 。  また、 ゲー ム メ ー カ も 、 本シ ステ ムの素手に よ る イ ン タ フ ェースに大変興味をもっていただい

た よ う です 。  さ ら に 、  デ ィ ジ タ ル アー ト の ミ ュージアムから、展示の可能性の打診がありました。

今回のElectric Gardenは企業の研究所が活躍したのと、 日本からの展示が多かったことが特徴といえます。

ちなみに、ATR2件の展示のほか、  ソ ニー、 日立、束工大、筑波大、東大、  さ ら に マルチ メ デ ィ ア の コ ン テ

ン ツ をっくっている会社などからも積極的な参加がありました。技術としては、V Rのほか、  ジェスチャ認識

と 、  ヒ ューマ ン イ ン夕 フ ェ ー ス 、  映像処理などを用いたものが多くありました。  も う少し幅が欲しぃ と ぃ う

感想を持ちました。

[アー ト展示  (Fine Art Gallery) ]

今回のアー トの展示は、 オーソ ド ッ ク スなデ ィジ夕ル絵画が主体でした 。それらの表現も画一的であ り 、

S I G G R A P H全体との関りゃコンセプ トがわかりに く く感じられました 。  また、  イ ン タ ラ ク テ イ ブ ア ー ト の 展

示が殆どなぃこ とに不満が聞かれました 。ただ 、幸いなこ とに 、来年の案内を見る限り 、今年締め出された

イン夕ラクテ ィブ物が来年は主流を占めると思われます。

[論文セッショ  ンおよびテク=力ルスケッチ]
論文 セ ッ シ ョ ン は 、 バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ 、  ア ニ メ ー シ ョ ン 、  イ メ ージベース レ ン ダ リ ン グ 、  ハー ド 、 照

明、 形状、 テ ク ス チ ャ & デ ザ イ ン 、  などCGに関する幅広い領域をカバー しています。  1000人以上収容可能な

会場におけるプレゼンテーシ ョンは、研究者にとってはまとまった成果を披露するはれ舞台です。  また、 テ

ク ニ カ ル ス ケ ッ チ は 1 ページのシ ョ ー ト ぺーパーを発表す る テ ク ニ カルセ ッ シ ョ ン で あ り 、 新規性のあ る ト

ピ ッ ク ス は こ ち ら で 発表 さ れ る こ と が 多 い よ う で す 。  フルぺーパーに比べれば小振りですが、  100名前後の

聴衆を集めることができるのも S I G G R A P Hの大きさならではです。今回AT Rからは、 I n v e n T c l と ぃ うイン

夕 プ リ タ 型 オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 グ ラ フ イ ッ ク ラ イ ブ ラ リ を 発 表 し ま し た 。

[CG上映(Electronic Thea t e r ) ]

Electronic Theaterは、 C Gの映像作品の応募の中から採録されたものをもシアターで上映するもので

S I G G R A P Hの 1つの名物になっています。特徴として、 ( i ) 目本のゲーム メ ー カ の アーテ ィ ス ト の 作品がい

くっも採録されていました。 ( i i ) i m a g e-based r e n d e r i n gの作品が増えました。 ( in ) 相 変 わ ら ず 、  Digita1
Domain, Walt Disney, Pixar, Sony Pictures Imageworksなどの一流のプロダ ク シ ョ ンか らの作品がた く さ ん

あ り ま し た 。 大手プ ロダ ク シ ョ ン が時間 と リ ソ ー ス と数で押 し切つてい る面が強 く な り 、 大学や研究所によ

る技術ベースの作品をTh e a t e rに通すことは非常に困難になっています。  ただし、  徹底的に技術にかけて論

文と一緒に通す、  アイデア一発勝負とい う手は残つているよ うに思います。

来年のSIGGRAPH98は、 1998年7月19日̃24日の期間、 デ ィ ズ ニー ワ ー ル ド の あ る フ ロ リ ダ 州 オー ラ ン ド で

開催される予定です。  第2 5回を記念して新しぃ企画が用意されているようです。
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平成 9年 9月 l 日 、  A T Flは中国科学院との間で、 音声翻訳などの分野で研究協力の覚審を締結しまし

た。

A T Rは、  米、 独、 韓の各国とコンピュータによ る話し言葉の翻訳技術にっいて緊密な研究協力関係を結

んでおり 、  アジアの主要言語である中国語にっいても基礎研究協力の道を模索してきました。  中国側にも同

様な意向があり 、  このような両者の関係を正式な協力関係に発展させるために、本年3月北京でA  T R 一 中

国科学技術院研究協力準備会を開催しました。

こ の 会 合 で ( 1 ) 言 語 翻 訳 ( 2 ) マ ル チ モー ダ ル ( 複 数 感 覚 )  イ ン タ フ ェー ス (3)  自然性の高い音声合成

(4) 発声モデルとニューラル情報処理、  などの研究テーマを取り上げ、  それらの研究協力にっいて基本的な

合意が得られました。  これを受けて協力の前提となる  「研究協力覚書」 の締結に向けた作業を事務レベルで

進めてきました。

その結果、 A T Rと中国科学院自動化研究所及び声学研究所との間で 「研究協力覚書」 の調印の運びとな

り ました 。調印式は、 1 9 9 7年 9月 1日 A T  Rにおいて行いました。中国側を代表して中国科学院自動化研究

所 馬 額 徳 ( マ ・ ソ ン デ ) 所 長 が 、  A T R 側 は酒井  保良副社長が署名され覚書を締結しました。馬  所

長の方から  「中日の研究所がこの分野で協力するのは、  私が知る限り初めて。両研究所とも実績、  伝統があ

り協力の成果を期待している。」 と コ メ ン ト さ れ ま し た 。

当面研究協力は、 A T R音声翻訳通信研究所と中国科学院自動化研究所との間で音声翻訳にっいて 、  また

A T R人間情報通信研究所と中国科学院声学研究所との間で、  中国語には日本語にない多くの母音、  子音が

あるこ とから発話器官の運動モデル化とぃ う分野で :商の運動モデル化を中心に基礎研究を進めることにして

おります。今後、順次研究対象分野、関連研究所を拡大していくこ とにしております。またこれらの研究の

ため、 数名の研究員の交換も行う予定です。

〇中国科学院自動化研究所

「所長」 馬 類徳

「規模」 3 研究部  3技術開発セン夕一

研究員 約400名

「研究分野」 認識科学、音声認識、漢字認識、

画像処理、人工知能等多数の分野

〇中国科学院声学研究所

「所長」 李 属虎
「規模」 14研究室 1 技術センター

3 支所  総員  約800名 t
「研究分野」 水中、電気、音声、環境等の音響学医  富

療超音波、超音波エレク ト ロニ クス等

多数の分野
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[会議の概要] I JCAI-97 (Fifteenth International Joint Conference on Art通cialInte11igence:第1 5回人工知
能国際会議)が名古屋市の名古屋国際会議場で19 9 7年8月2 3日̃ 2 9日の7日間開催されました。  I JCA]1-97は
(社 )  人工知能学会、 人工知能国際会議評議会が主催の、 人工知能の分野で最も重要な国際会議の一つと言

えます。 I JCAI-97は、 学術会議とェキシビジ ョンから構成され、  学術会議は招待講演と論文発表 (本会議お
よ び ワー ク シ ョ ッ プ )  と チ ュー ト リ ア ル か ら 、 エ キ シ ビ ジ ョ ン は ” ザ ・ 新世界博 ” 、 A I 学 術研究展示 、  ロ ボ

カ ッ プ一97、 コンピュータ囲碁大会、書籍展示からそれぞれ構成されていました 。以下に、. ATRが参加した

催しを報告します。

[学術会議] 本会議のテクニカルセ ッシ ョ  ンでは216件のフルぺーパー  (採録率25%)  と116件のポスター発表

が採録され、各セッシ ョンに分れて発表 ・討議が行われました 。招待講演やComputers and Thought賞受賞
者の請1演などが行われたメイン会場は常に大盛況でした。本会議のセッション構成はオー ソ ド ッ ク ス で し た

が、  ワー クシ ョ ップでは音楽や擬人化エー ジェン トのテーマが取り上げられ 、 A I の新し ぃ潮流を感じる こ と

ができました 。  ATR知能映像研究所はコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 支 援 と イ ン タ フ 、工一スェー ジ ェ ン ト に関 し て 、  テ

ク ニ カ ル セ ッ シ ョ ン  ( ポ ス 夕 ー ) と ワー クシ ョップで論文発表するなど積極的に参加しました。  ATR音声細

訳研究所は多言語対話翻訳技術に関する論文 ( フルぺーパー ) 発表をすると共に、  対話システムにおける協

調と対立に関するワー ク シ ョ ッ プ を主催 し 、音声言語コ ミ ュ ニ ケー シ ョンの在 り方にっいて実 りあ る議論を
行いました。

[ ザ ・新世界博 ]  「サ イ バ一〇〇.」 と い う 未来を予感 させ
る テ ーマ名がっい た 5 つ の ソ ' ー ンが設置され 、  製品やそれ
に近いものの展示が、  内容に従つて各ゾー ンに分けて行わ

れま し た 。主催者 ( ザ ・ 新世界博実行委員会 )  に よ る と 、

3 日間で約 1万人の入場者があ り ま した。 出展は、 A T R
知能映像通信研究所を始め、 企業、 大学から合計34件あり

ました 。  ATR知能映像通信研究所からは、  仮想変身シス

テ ム と ” Painting Process in Another Brain” を出展しま
し た 。新作 ” Another Brain” は11l、1g1のオブジ ェ を触 る こ と
によ り C G絵画が変化するアー ト的作品で、体験した人の

わかった よ う なわか らない よ う な顔が印象的でした 。  全体

的には、観衆参加型のバーチ ャ ル リ ア リ テ ィ 関 連 の 展 示 が

多 く  の人を集めていたのが印象的でした。

[A l学術研究展示] 大学と公的研究機関および企業の研究 町R音離
一 、 _ 、  - 。 、 - 、。  、 1'' -,,・,一基資所力中,し、になって、エキス .1、ー ト ンス 、7一ム、エ ー ン ェ ン ト 、 ', ,--
言語処理、 ロボッ ト と ぃった人工知能の分野における様々  一一
な テーマのデモンス ト レーシ ョン 4 2 件が公開されました 。

A T Rからは、A T R音声翻訳通信研究所が自然発話音声  ・1
認識 「ATRSPREC」、マルチ言語マルチ話者音声合成シス  .
テ ム  「CHATR」、 多言語話し言葉翻訳システム  「Chat

T r a n s l a t i o n 」のデモンストレー シ ョ ン を 行 い ま し た 。 合  一一
成音声では日韓英独のほか中国語の合成音声も示し、  外国 三
からの多くの参加者に好評でした。  また、話し言葉翻訳に  務富 基

ついては、旅行会話に関してパソコン間で日韓、  日英双方 富
向で自由にや り取 り がで き る いわゆ る多言語チ ャ ッ ト を 展  整 ,_
示し、 日本語や英語の入力のほか、韓国語も自由に入力し

て も ら い 、  その精度を確かめてもらいました。  実用化の計画などにっいて参加者の多くから質問を受け、  多
言 語 チ ャ ッ  ト な どへの関心の高さが聞かれました。
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第57回 9 7 年 9 月 2 日  (人間情報科学第46回)

講演題目: 中国科学院自動化研究所におけるコンピュ一夕ビジ ョ ン と 音声認識

の研究動向

中国科学院自動化研究所におけるコンピュ一夕 ビ ジ ョ ン と パ ター ン認識の研究

の リ ーダーであり、所長の馬公買徳( S o n g  De  M a )博士に、  自動化研究所におけ
る R & D活動全般とコンピュー タビジョンと音声認識の分野における最近の研究

活動の概要にっいてご講演をいただきま した 。  と く に 画像デー タベース検索に関
する基礎研究の成果として、  パ 夕一 ンからの形状情報の抽出とその類似性尺度の
算出に有効と期待される新しぃ手法をご紹介いただきました。

E特許紹介

特願平05-005394 No.25927556
文字切り出し装置およびこれを用いた文字認識装置

本発明は、 特に手書き文字を入力し、  その文字デー タから文字を切り  出しその結果を出力する文字切り  出

し装置およびその切り出された文字を認識する装置であり 、従来技術と比較して、判定時間を早くすると同

時に処理過程を簡素化することを可能にした装置です。具体的には、入力手段 ・誘導場推定手段 ・ 検 索 範囲

推定手段・文字切り出し手段 ・認識手段及び出力手段で構成し、生理学、心理学的な知見に基づいて、文字

画像に含まれる複数の文字がっくり出す視覚の誘導場を推定し、  ポテンシャル分布の変化から二次元的な存

在領域を推定するこ とで 、文字の切り出しが可能とな ります。 ま た 、  この方法により認識処理過程を簡素化
する こ と がで き ま し た 。

特願平06-120013  No.2627487
像の実時間認識合成装置

本発明は、 送信側の像モデルを 3 次元 ワ イ ヤ フ レームモデルにカ ラーテ ク ス チ ャ ーマ ッ ピ ン グ し た も の に

よ り像モデルデ一夕を配置し 、受信側デイ スプレイに像の動きを再現し、立体表示する装置です。本装置は、
従来技術では困難とされていました像の微妙な変化の再現を可能とし、  かっ送受信側の処理情報量を少なく

しました。  具体的には、 予め格納している像モデルデータと像モデルの動作等に基づき検出した動きパラ メ

ー タを合成し、  第 1 画 像 デ ー タ を作成 し ます 。次に 、像モデルデー タ と 検出 し た画像デー タ を合成 して第 2

画 像 デ ー タを作成します。  こ う し て 作成 し た 第 1 画 像デ一夕 と 第 2 画 像 デー タ を 合成 し 、  第 3 の 画 像デー タ
を生成します。 こ の第 3 の画像デー タに基づき像モデルの動きを再現します。
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☆電子情報通信学会 論文賞 ( 1i 997年5月17日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

面間の動的拘束を用いた仮想

物体の操作補助法

仮想環境における物体の配置操作を、 自然

にかっ高精度 ・効率的に遂行させるこ とが

できる仮想物体操作支援方法を提案した。

実時間衝突検出によって物体の接触面を動

的に決定し、  操作物体の視覚的な連動の自

由度を自然に拘東する。  複雑な作業ほど提

案手法の効果が大きぃことを、現実世界の

作業と比較する こ とに よ り確認した 。

北村  喜文

Am y  Yee

岸野  文郎

ATR通信システム研究所
知能処理研究室 研究員

知能処理研究室 滞在研究員

知能処理研究室 室長

☆ アーツ ア ン ド  サ イェンス フ ァンデーション ロレアル賞 ( 1 9 9 7年7月17日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

人間と  コ ンピュー タが掛けあぃで詩を朗読
す る と い う コ ン セ プ ト に 基 づ い た イ ン 夕 ラ

ク テ ィ ブ な シ ス テ ム / アー ト で あ る 。音声

認識技術、感情認識技術、 C G に よ る キ ャ

ラクタの表情生成、背景映像生成など技術

と アー ト を組み合わせた新しぃコンセプト

の作品である。

イ ン 夕 ラ ク テ イ ブ  ポェム
中津  良平

土佐 尚子

ATR知能映像通信研究所
代表取締役社長

第六研究室 客員研究員

☆電子情報通信学会 情報システムソサイェテ ィ  パターン認識 ・ メ デ ィ ア理解研究会
パターン認識 ・ メデ ィア理解アルゴ リズム優秀賞 ( 1 9 9 7 年 9月 4日 )

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

ス テ レオグ ラ ムか ら奥行き を求めるアルゴ

リズムを提案した。  視差の異なる画像ぺア

か ら一致する領域を求め、  各々のピクセル
を含み、  領域に含まれる最大円の半径を一

致度として算出する。 一致度が最大とな る

視差を奥行きとする。  形状の複雑なステレ

オグラムに対しても精度よ く立体像を復元

す る こ と が で き る 。

ス テ レ オ グ ラ ム か ら 立 体像 を

復元するアルゴ リ ズ ム
大塚  尚宏

ATR知能映像通信研究所

第一研究室  研究員
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E,学研都市あれこれ

<ノ 、lイェル藥品中央研究所>

今回はハーモニー ヒルズ木1l' ( 木 1-l l 町州見台 )  に1995年5 月にオープンしたノイェル薬品中央イ1f f究所にお

例い し 、  三 1 11 -和?総i努・研究情率l11サ ー ビスマネジャーに研究環境等にっいていろいろお間きしました 。  こ ち

らの研究所は、 地上 5 階地下1階の研究手東を中心に3標の建物と素1l1' 1らしぃl l本座l,jl1からなり 、  その外観は

立体感ある回通i式11本1延同や、  ふんだんに使われた自然石素材、  あ る い は1111行機の1iを思わせ るチ タ ン の1年

4長などがあぃまって、  原iii観との調和の中にも・'l1:新のtl、nl111を 感 じ さ せ る も の と な っ て い ま す.

〇研究所にこの場所を選ばれた理由

は ?

研究が盛んである大学や研究所が多

い関西圏内であり、  本社のある大阪と

工場のある滋賀県甲賀町それぞれから

1 時 間 く ら ぃ と ぃ う 中 間 に位置 し 、 利 1

戸から原料を運ぶにも使利であ り 、  ま

た関西文化学術研究都市構想の趣旨へ

の賛同と関西経済発展への貢献との意

味もありこの地が選ばれました。

〇研究所ではどのよ う な こ と を されて

いるのですか。

バイェル薬品では、  3大マーケ ッ  ト で あ る ア メ  リ カ 、  日本、 ヨーロッパのそれぞれに研究所をおいていま

す。 ドイッでは循環器疾患、  ア メ リ カ で は血液製剤 、  日本ではアレルギ一系疾患の研究を優先にしており、

この研究所では主に薬剤開発の最初の部分である有効な物質を探すこと  ( ス ク リ ーニング )  を し てい ます 。

ス ク リーニングは人の手で実験をするのではな く 、  ロ ボ ッ ト が全 て を行い 、  この結果をコンピュー ターで デ

ー タ処理するとぃ う人間をほとんど必要としなぃものを目指しています。

〇所員数 。 構成は ?

所員数は約100名、 いろいろな国藉の研究者が働いており 、  会議や報告は英語で行つています。  また、 各

研究室には名前だけの表礼が掲げられています。  以前はD r .やP h dなどの称号が付いていましたが、  現在は止

めています。  実力が大事という  こ と です 。

〇動務時間。体日は ?

体日は土曜日 ・ 日曜日で、 平日はフレ ッ ク ス制度が充実していま

す。 フレックス制度でのコアタイムが金曜日は正午まで、  月曜日は

午後から、  火曜日から木曜日までは10時から15時30分となっており、

上手に使えば金曜日の午後から土曜日 - 日曜日を挟み月H程日のお昼
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までの丸3  日間を休みとするのも可能です。  また、  飛び石連休での体日に挟まれた平日は全て休日 と な り  ま

す。

〇大学などとの連携は ?

アレルギーの基礎研究にっいては京都大学にバイェル薬品の冠講座ができています。

〇素晴しいお庭がございますが

正面玄関 ( B I F )  から階段を昇ると広い回遊式日本庭園が目の中に飛び込んできます。  滝や池もあり、  池

には役員の名前が付けられた鯉が放たれています。  ドイッ人は日本庭園が大変好きで、  ド イ ッ ・ バ ン クーゼ

ンにあるバイェル薬品本社にも社員皆が気に入つている日本庭園があり、  日本から ド イ ッに転動する者に灯

籠や鹿威 ( し し お ど し )  な ど を持 ち帰つて も ら う こ と も あ り ま す 。

〇ハーモ=ー ヒルズはいかがですか ?

1995年に研究所がオープンした時には、  バイェル研究所と民家 1 1ifのみだったのですが、  現在は周り  にシ

ョ ッ ピ ン グセン夕ーや数多 くの住宅 も建つて きてお り 、 街 と し ての様相を表わして きています 。通動の際 、

近鉄奈良駅から ラ ッシ ュ時には 1時間 4本以上のバスも運行されてお り 、  また第 2阪奈道路が開通したこ と

によ り遠 くか らの車通動も便利にな り ま した 。

大
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E所員往来

平 成 9 年 7 月  1 日 よ り 、  9月30日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( ただし、  6 ヵ月以上滞在の方のみ掲載)

採用 年月日 ATR 所属 氏 名 出向元

H9 , 7. 1
H9.7。 1
H9 。 7.23
H9. 7.25
H9 , 7.30
H9 。 8. 1
H9.8. 1
H9 , 8. 1
H9.9, 1

(映)第四研究室研究員
(人) 第四研究室研究員
(音)第一研究室研究員
(人)第三研究室研究員
(音) 第四研究室主任研究員
(映) 第二研究室研究員
(音) 第四研究室主幹研究員
(環)第三研究室室長
(映)第二研究室研究員

小野 哲雄
束倉 洋一

Li Deng
春野 雅彦
田中 英輝
門林 理恵子
横尾 昭男
水口 芳彦
藤田 邦彦

NTT
Univ.ofWater1oo(カナタ 、、)
NTT
NHK

NTT
KDD

退職 年月日 復 帰 先 氏 名 ATR 所属

H9.7, 2
H9 , 7. 6
H9.7.11
H9.7, 18
H9.7, 25
H9. 7, 29
H9.7.31
H9.7.31
H9, 7.31
H9 , 7, 31
H9.8, 29
H9 , 8 。31
H9.9, 8
H9, 9, 26
H9 。 9.30
H9.9, 30
H9.9.30
H9 , 9 , 30
H9. 9, 30

StephenEubank
WinifredStrange
FransVerstraten
JariVaario
NicholasCosten
加藤 直人
宮田 裕之
LaurelFai s
藤田 俊史
唐沢 好男
高橋 一裕
吉 宇
多賀 史江
FrederiqueGarcia
安藤 真一
増田 有 l3代
渡邊 洋
関口 高志
土居 義晴

(音)第三研究室
(人)第一研究室
(人)第五研究室
(人) 第ノ六研究室
(人)第二研究室
(音)第四研究室
(映)第五研究室
(音)第四研究室
(人)第三研究室
(環)第三研究室
(音)第一研究室
(環)第三研究室
(環)第三研究室
(入)第四研究室
(音)第三研究室
(人)第一研究室
(人)第三研究室
(環)第三研究室
(環)第三研究室

Univ.of South Florida
Utrech-aJniv ,
NTT
Univ 。 ofManchester
NHK
NTT

ソニー
KDD
日本電気

日本電気
松下電器産業
大阪工業技術研究所
三菱電機
三洋電機

Eイベン ト 力レンダー

開催日 名 称 場所 問い合わせ先

11月5日(木)

̃ 7日(金)

11月28日(金)

第10回 ATR研究発表会 ATR
ATR企画部

8 ( 0 7 7 4 ) 9 5  1177

一 A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所

公 ( 0 7 7 4 ) 9 5  1011
I EEE東京チャプ夕一講演会 ATR
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E外部発表状況

(平成9年4月から平成9年9月末における学術論文 ・学会発表等一覧。 ただし、 一部前回未記入を含む)

A T R知能映像通信研究所

1.岩室(大阪大),門林,塚本(大阪大) ,西尾(大阪大) : 推論機構によ
るグループの動的構成手法を用いたメール分配システム ;人

工知能学会論文誌Vo1.11 No.5(96.9)
2.Sommerer,Mignonneau :GENMA -Genetic Manipulator;
Ars  ElectronicalFestiva196-Memesis The Future of
Evolution(96.9)

3.Sommerer:Zusammenspielvon Kunst und Wissenschaft-
Co11aboration between Arts and the Sc iences ;Ars

ElectronicalCenter-Museum of the Future(96.9)
4.Sommerer:MEMESIS-The Future of Evolution - ;Memesis
Symposium(96.9)
5.Bruderlin,間瀬 : “Runs ” ANIMATION;Internationa1
Symposium on Electronic ART '96(96.9)
6.深山,井上: フ イ ー ドバック操作と自律分散アーキテクチャを

利用した動物体追跡;1996年電子情報通信学会ソサイェティ
大会,D-405(96.9)
7.岡田,猪口:マルチモー ダ ル ・ イン夕ラクションにおける情報

統合と協調計算 ; 日本 ソ フ ト ゥ ェ ア科学会第 1 3 回大会

(96.9)

8.宮田 :聴覚障害者のための単語了解度試験用単語リストの評

価;日本音響学会 平成8年度秋季研究発表会,2-6-17(96.9)
9.猪口,鈴木,岡田 :Situated Agentに基づいたマルチモー ダ
ル ・ イン夕ラクションにおける情報統合;日本音響学会 平

成8年度秋季研究発表会講演論文集1-3-9(96.9)
10.Bruderlin:THE CREATIVE PROCESS 0 F  ANIMATING

HUMAN MOVEMENT;LEONARD and(or)Knowledge-
Based Systems(96.10)
11.Bruderlin,間瀬 :Interactive, Rea1-time Animation of Human
Locomotion;Life-1ike Computer Characters ' 96(96.10)
12.岡田,鈴木,猪口: 複数の心との対話:仮想生物との対話におけ
る間身体的関係;第1 2回ヒューマンイン夕一フェースシン
ポジウム(96.10)
13.岡田 : 日常的な対話における間身体的な関係にっいて;人工
知能学会研究会資料 言語・音声理解と対話処理研究会(第

15回),SIG-SLUD-9602(96.10)
14.大塚大谷:Recognition of FacialExpressions Using HMM
with Continuous Output Probabilities;R0-MAN ' 96(96.11)
15Moubaraki,大谷:Realistic3D Mouth Animation Using a
MinimalNumber of Parameters;R0-MAN' 96(96.11)
16.Sommerer,Mignonneau:A-Volve:art通cielevolution;
Tidsvag:Goeteborg IT  Co11ege(96.11)
17.Sommerer,Mignonneau:Interactive Computer Systems
intergrating ArtificialLife;Santa Fe Co11oqium Ser ies&
Workshop(96.11)
18.宮田 :Evaluat ion method uti l izing subjective MTF
measurements for speech perception ability of hearing-
impairedlisteners;The3rd Joint ASA/ASJ Meeting,(96.12)
19.西本,角,間瀬 :Enhancement of Creative Aspects of a Daily
Conversation with a Topic Deve1opment Agent;As ian
96Post-Conference Workshop:Coordination Techno1ogy
for Co11aborative Applications(96.12)
20.大橋(ATR人間),仁科(放送教育開発セン夕一 ),不破本(国際科学
振興財団),河合(国際科学振興財団),田中(三菱電機),前川 : 脳渡
を指標とする映像情報の生体計測 ;テレビジョン学会誌

Vo1.50 No.12(96.12)

21.野間 :ACM SIGGRAPH ' 96速報、 DigitalBayou参加報告;
日本バーチャルリアリティ学会誌Vo1.1No.1(96.12)
22.犬童小磯,下嶋,岡田,片桐:映像を介したコミュニケーション

の特徴分析;電子情報通信学会技術研究報告 ヒューマンコ

ミュニケーション基礎研究会 HCS96-42Vo1.96No.470(97.1)
23.土佐,中津:感情に反応する自立型バーチャルアク夕一 と仮想
世界の生成;日本バーチャルリァリティ学会論文集Vo1 . 2

No.1(97.2)
24 .中津,土佐 : インタラクティブ映画構築に向けて  -Inter
Communication Theaterの基本概念と構成例 一 ;電子情報通

信学会画像工学技術研究報告IE96-113Vo1.96 No.507(97.2)
25.高玉(ATR人間研),羽尻,野村(ATR人間研),岡田,下原(ATR人間

研) :Learn ing  Mode l f o r  Adaptive Behaviors as an
Organized Group of Swarm Robots;Proceedings of the
Second InternationalSymposium on ArtificialLife and
Robotics(97.2)

26.Sommerer,Mignonneau:The application of artificia11ife to
interactive computer insta11ations;AROB II(97.2)

27.角,堀(東京大)大須賀(早稲田大) :Computer-aided thinking by
mapping text -objects into metric spaces;Arti f ic ia1
Inte11igence Vo1.91No.1(97.3)
28.海老原,相沢,大谷,中津 :V i r tua lKabuk i  Theater--Human
Metamorphosis System-- ;ACM97Exposition(97.3)
29.朴,井上 : A  hierarchicaldepth mapping algorithm from
mult iple cameras ;  Journa1 of Korean Society of
Broadcasting Engineers(97.03)
30.増田(奈良先端大),河原(ATR人間),山田(ATR人間),大概 : 音程
知覚学習が発声に及ぼす影響;日本音響学会平成9年春季研

究発表大会(97.3)

31.大塚大谷 : 時系列表情画像の解析処理に基づく表情変換法の
検討;電子情報通信学会技術研究報告パター ン認識 ・ メ デ イ

ア理解 PRMU96-202Vo1.96No.599(97.3)
32.灰塚,井上 : カ メ ラ ワー ク生成に関する一考察;電子情報通信
学会 技術研究報告PRMU96-201(97.3)
33.岩澤,海老原大谷,森島(成匯奚大学) : 熱画像を用いた人体姿勢の
実時間推定の検討;電子情報通信学会 技術研究報告 ヒュ

ーマンコミュニケーション基礎Vol.HCS96No.49(97.3)
34.宮里,野間 :大画面表示による仮想空間構築と共存共有臨場感

の実現の研究;電子情報通信学会MVE(マルチメディア・

仮想環境基礎)技術研究報告MVE96-76(97.3)
35.Pinhanez(MIT),間瀬,Bobick(MIT) :IntervalScripts:a Design
Paradigm for Story -Based Interactive Systems ;
Proceedings of ACM CHI97(97.3)
36.井上 : 立体物デー タベース;日本情報考古学会第3回大会
(97.3)

37.岩澤,海老原大谷,森島(成長奚大):熱画像からの人体の姿勢推定

の高度化の検討;1997年電子情報通信学会総合大会(97.3)

38.山口,海老原,大谷,岩田(大阪大),岸野(大阪大) : 視点に追従した
背景画像切り出し表示法に関する一検討;1997年電子情報通

信学会総合大会(97.3)

39.羽尻,岡田小川(立命館大) : 漸次的発話生成における言い間違
いの分析;言語処理学会第3回年次大会(97.3)

40.中津 : アー トと工学の融合をめざした画像・音声処理;画像
ラボVo1.8No.4(97.4)

41.片桐 :SocialAgents and Meta-Communication;ATR MIC
Workshop on SocialAgents:Humans and Machines(97.4)
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42.間瀬 :Meta -Mus e um ;ATR  MIC Worksyop on Socia1
Agents:Humans and Machines(97.4)
43.志和,宮里:A New HMD Causing NaturalAccommodative
Changes;SID ' 97DIGEST(97.5)
44.井上: イ メ ー ジ表現と感性処理 ̃ 統 合 メ デ ィ ア 操 作 環 境

COMI&CS(Computer Organized Media Integrat ion&
Communication System)̃ ; きんき ' 97放送と技術フォ ー ラ
ム(97.5)

45.井上,石若 ,田中,灰塚:イメージ表現と感性処理;きんき ' 97

放送と技術フォーラム(97.5)

46.中津 : マルチメディアネットワー クとェージェント ;日本ロ

ボット学会誌Vo1.15No.4(97.5)
47.灰塚,井上 : カ メ ラ ワー クにおける感性情報解析;映像情報メ
ディア学会  マルチメデイア情報処理研究会(97.5)

48.井上,井上:自然画像を対象とした色味の印象に及ぼす効果;

映像情報メディア学会  マルチメデイア情報処理研究会

(97.5)
49.田中,井上,井上:画像注目領域からの印象推定に関する一考
察;映像情報メディア学会 マルチメデイア情報処理研究会

(97.5)
5 0 .中津:ヒューマンイン夕フェースの社会・心理 ・芸術的側

面;第41回システム制御情報学会研究発表講演会(97.5)

51.片桐 : 終助詞とイントネーション ;文法と音声,第12章くろ
しお出版(97.5)

52.海老原,相沢,坂口,大谷 : バーチャル歌舞伎;きんき ' 9 7  放
送と技術フォーラム(97.5)

53.井上 ,井上REPRODUCTION 0 N  A CRT 0 F  COLORS
TAKEN UNDER DIFFERENT LIGHT SOURCE

COLORS;The8th Congress of the InternationalColour
Association(97.5)
54.中津.土佐 :Toward the Realization of Interactive Movies-
Inter Communication Theater:Concept and System - ;
IEEE InternationalConference on Multimedia Computing

and Systems(97.6)
55.Fels,西本,間瀬 :Mus iKa l scope :A GraphicalMusica1
Instrument; Internat ionalConference on Multimedia

Computing&Systems(97.6)
56.Healey ,McCarthy(University Co11ege Cork) :Positioning
the Organisation:A Conversation Analytic Approach to
Work Organisation;The Language/Action Perspective;
Second Internat ionalWorkshop on Communication

Modeling(97.6)
57.森(大阪大),内海,大谷,谷内田(大阪大) : 多数カメラによる人物
位置・姿勢検出;計測自動制御学会第43回ヒューマ ン ・ イ ン

タフェース研究会(97.6)

58.大橋(ATR人間),前川 ,佐山(東京大)上野(岐阜大) :プログラム
された自己解体モデルによる進化システム ;第13回ファジィ

システムシンポジウム(97.6)

59.羽尻,岡田小川(立命館大) :漸次的発話産出に基づく言い直し
の生成モデル;人工知能学会 言語・音声理解と対話処理

60.宮里,中津 :小型ディスプレイによるシー スルーハンドの実

現;計測自動制御学会ヒューマンインタフェース部会 HI研究会(97.6)

61.朴,井上:多限カメラを用いた奧行き抽出とその映像表現への

応用;第三回画像Sensing Symposium(SII' 97)(97.6)
62. 中津 : 仮想環境社会の今後;情報処理学会連続セミナー

97(97.6)
63.竹内,片桐 :人間 一機械イン夕ラクションにおける互恵性にっ
いて;日本認知科学会第14回大会(97.6)

64.羽尻,岡田,小川(立命館大) : 漸次的発話生成における言い間違
い・言い直しのパ夕一 ンとその生成モデル;日本認知科学会
第14回大会(97.6)
65 .中津:インタラクティブ映画構築の試み;CG/Mul t imed i a

Osaka97シンポジウム(97.6)
66.宮田,渡辺(NTT),天野(NTT),近藤(NTT) : 聴覚障害者のための
単語了解度テスト用単語リストの検討;日本音響学会1應覚研

究会(97.6)
67.井上.井上:観視環境に適合したCRT上での色再現; 電子情

報通信学会ヒューマン情報処理研究会(97.6)
68.中津,土佐 : In ter  Communication Theater - Toward the
Realization of Interactive Movies - ;The  First IEEE Signa1
Processing Society Workshop on Mult imedia Signa1
Processing(97.6)
69. 田中 ,井上,石若 ,井上 : A , Method for Extract ing and
Analyzing “ ” KANSEI” ”  Factors from Pictures;IEEE
Multimedia SignalProcessing(97.6)
70.羽尻,岡田,小川(立命館大) :EXA -NA:行為と環境の相互作用
の蓄積による柔軟な行動選択モデル;1997年度人工知能学会

全国大会(97.6)

71.犬童,小磯,下嶋,岡田 ,片桐 : ス ク リー ンごし対話におけるあぃ

づちのタイミング調整;1997年度日本認知科学会全国大会

(97.6)

72.石井,岡田 : 行為の身体化とその精系致化リハーサル;1997年度
人工知能学会全国大会(97.6)
73.岡田石井,鈴木:共同想起対話とその構成的なモデル;人工

知能学会第11回全国大会(97.6)

74.中津:Media Integration for Human Communication;IEEE
SignalProcessing Magazine Vo1.14No.3(97.6)
75.杉原,宮里: 自然な立体視を可能とするHMDの研究開発:一焦点

調節補償機能を有する立体視デイ スプレイ3DDAC(3D

Display with Accommodative Compensation)の開発一;産業
開発機構(株)平l1、映像情報インダストリアルVo1.29No.13(97.6)
76.中津:Hyper-Communication:Toward the Creation of New
Media for the Information Network;IEEE Internationa1

Conference on Multimedia Computing and Systems(97.6)
77.岩澤 ,海老原,大谷 ,森島(成長奚大) :Rea l -time Estimation of
Human Body Posture from Monocular ThermalImages;
IEEE Computer Society Conference on Computer Visi ・
and Pattern Recognition(97.6)
78.小磯,下嶋,片桐:対話における情報境界と発話速度;認知科

学会第14回大会(97.6)
79.鈴木,石井,岡田: ピングー語における日常的な対話の抽象

化;1997年度人工知能学会全国大会(97.6)

80.山田,海老原,大谷:実時間人物全身像動き検出手法;映像情

報メデイア学会マルチメディア情報処理研究会ネットワー

ク映像メディア研究会(97.7)

81.Sengupta,坂口大谷 : ステレオ画像からのアフイ ン座標系に
基づく任意視点からの見え方生成の検討;情報処理学会C V

I M研究会(97.7)
82.中津 : 情報ネ ッ ト ワー ク時代の新メディア構築に向けて;
JTT Vo1.20(97.7)
83 一志一和,宮里: 自然な焦点調節をともなうHMD式立体ディスプ

レイ; 3次元画像コンファレンス ' 97(97.7)

84.間瀬,長谷川(電総研) : ディべー ト : 「仮想ネットワー ク社会に
自律擬人化エージェントは必要か」 の主旨と論点;情報処理
学会ヒューマンイン夕フェース研究会(97.7)

85.中津: 自律性を持つたァニメーションキャラク夕 ; デジタ
ル&アニメーション1997(97.7)

24 ATR Journa1 29号 AUTUMN 1997



86.中津 :エージ .・I;. ントによるマルチモーダルインタフェース  ;
1997年映像情報メデイ ア学会年次大会(97.7)

87.田中,井上,井上 : 感性に訴える画像注目領域の抽出 一誘目性
評価関数の改良 一 ;映像情報メデイア学会1997年映像情報メ

デイア学会年次大会(97.7)

88.前川 ,仁科(放送教育開発セ ンター ),不破本(国際科学振興財団),,

大橋(ATR人間),中津:精細度の異なる静止画像の生理 ・心理
評価;映像情報メディア学会1997年年次大会(97 .7 )

89.中津 : 知能映像情報通信の基礎研究;KEY -TECE News
Vo1.34(97.7)

90.中津 :Integration of Art and Techno1ogy for Realizing
Human -Like Computer Agent ;NSF  Workshop Final
Report(97.7)
91.角,西本,問瀬 : 協同発想と情報共有を促進する対話支援環境
における情報の個人化;電子情報通信学会 論文誌D 一「
Vol J80-D-I No.7(97.7)
92.間瀬 : ヒ ューマンイン夕フェースのための画像処理;画像ラ
ボ(97.7)

93.西本照井(豊橋技科大),角,間瀬 : 即興演奏における協調作業を
支援する音楽C S C Wシステムの提案 ;情報処理学会

DiCOM0ワークショップ(97.7)
94.門林,西本,角.間瀬 : 学芸員と見学者を仲介するエージェント
による博物館展示の個人化;情報処理学会DiCoMoワークシ

ョップ(97.7)

95.Fels,間瀬 :Iamascope(万化鏡) ;NTT東海支社Planetオー
プン一周年記念行事(97.7)

96.前川 : 視環境の本来性と画像精細度;情報処理学会情報メデ
イア研究会(97.7)

97.Fels,Esser ,Bruderlin,Mase: InvenTc l : Interpret ive3D
graphics using Open Inventor and Tc1/[incr Tcl];USENIX
Conference TCL/TK Workshop(97.7)
98.灰塚,井上 : 感性情報に基づくカメラワー ク生成;映像情報メ
ディア学会 1997年映像情報メディア学会年次大会(97.7)

99.松井,朴,井上 : 多眼カメラ映像から任意視点映像生成手法;
映像情報メディア学会 1997年映像情報メディア学会年次大

会(97.7)
100.井上石若 ,田中,朴:イメージ表現環境IE  Roomの検討;映像

情報メデイア学会  1997年映像情報メデイア学会年次大会

(97.7)
01.大塚大谷 :オプティカルフロー を用いた実時間表情認識に

関する検討;映像情報メディア学会 1997年映像情報メデイ

ア学会年次大会(97.7)

102.井上(束放学園),井上,井上:B GMによるカラー画像から受け

る印象の変化;映像情報メディア学会 1997年映像情報メデ

イア学会年次大会(97.7)

103.石井,鈴木,岡田,Campbe1l(ATR音声) :漫才の生成とその創発

的計算;情報処理学会音声言語研究会(97.7)

104.片桐 :中身と外見;自然言語処理 巻頭言Vol.4No.3(97.7)

105.海老原,相沢,坂口,大谷: 仮想変身システム; 1[JCAI-97(97.8)
106.Fels,Reiners,間瀬 :Iamascope:An Interactive Kaleidoscope;
SIGGRAPH '97TechnicalExhibition visualProceedings(97.8)
107.Fels,間瀬,Reiners:Iamascope:An Interactive Kaleidoscope;
HCI InternationalAbridged Proceedings(97.8)
108.角,西本,間瀬 :Personalizing Shared Information in Creative
Conversations;15th Internationa1 Joint Conference on

Art通cialInte11igence, Poster Session(97.8)
109.角,西本,間瀬 :Personalizing Shared Information in Creative
Conversations;IJCAI-97Workshop on SocialInteraction
and CommunityWare(97.8)

110.中津,Altman:Interactive Movies-Techniques, Techno1ogies
and Content- ;SIGGRAPH97Course(97.8)
111.中津 :Interactive Movies as Future Media;SIGGRAPH ''

97(97.8)

112.小磯 ,下嶋,片桐:Informat iona lPotent ia ls  of Dynamic
Speech Rate in Dialogue;Nineteenth AnnualConference
of the Coginitive Science Society(97.8)
113.中津,井上 : ネットワークを用いた統合番組制作配信環境;
多チャンネル時代のコンテンツ制作(97.8)

114.中津,井上 : 統合番組制作配信環境の課題と方策;多チャン
ネル時代のコンテンツ制作(97.8)

115.前川,橋本(NTT),浜田(NTT),仁科(放送教育開発センター ),不破

本(国際科学振興財団),大橋(ATR人間):脳波を指標とする人

工静止テクスチャの生理的評価法 ;テレビジョン学会誌

Vo1.51No.8(97.8)

116.間瀬 :Aspects of Interface Agents:Avatar, Assistant and
Ac t o r ; I JCA I-97Work shop  on Animated Interface
Agents(97.8)

117.今井 ,田尻(NTT):Dia1ogue System Spondia:An Interface
between Robot Actions and Indefinte Utterances;

Proceedings of IJCAI '97(97.8)
118.Bruderlin,Fels,Esser,間瀬 :HierarchicalAgent Interface for
Animation;IJCAI' 97Workshop on Animated Interface
Agents(97.8)
119.間瀬 :表情の自動認識;映像情報メデイア学会誌Vo1 . 5 1

No.8(97.8)
120.大村,志和,宮里 :焦点調節補償型立体表示装置とその立体画

像観察への影響;画像電子学会誌VoL26No.4(97.8)

121.内海,棚沢,大塚大谷 :Direct Manipulation Scene Creation in
3D:Es t imat ing  Hand Postures f rom Mult ip le-camera
Images;SIGGRAPH' 97Electric Garden(97.8)
122.山田.海老原,大谷:実時間人物全身像動き検出手法の検討;

電子情報通信学会ソサェテイ大会(97.9)
123.Sengupta,坂口大谷: アフイン座標系に基づく任意視点画像
生成法を用いたCGと実写画像の融合の検討; 日本VR学会第

2回大会(97.9)
124.西本,角,門林,問瀬,中津:マルチェージェントによるグループ
思考支援;電子情報通信学会ソフトゥェアェージェント特集
シンポジウム(97.9)

125.中津 :Research Activities in ATR-MIC -Toward the
Creation of New Media for the Information Network- ;
MultimodalHuman Interface Workshop(97.9)
126.宮里,中津:A11owable Delay Between Images and Tactile
Information in a Haptic Interface;VSMM '97(97.9)
127.井上,石若,田中 ,朴 : A n  Image Expression Room;VSMM ''
97(97.9)

128.前川,大橋(ATR人間),宮里: フラク夕ル生成による自然景観

合成手法;日本バーチャルリアリティ学会第2回大会(97.9)
129.野間 ,宮里: 仮想空間におけるハプティクス;映像情報メデ

イア学会 ヒュ ー マンインフォ ー メ ー ション研究会(97.9)
130.野間,宮里 : 協調仮想物体操作のための仮想拘束感覚の提示
手法;日本VR学会第2回大会(97.9)
131.灰塚 ,井上: 「能」 における基本的動作を対象としたカメラ
ワーク解析;映像情報メディア学会 ヒューマンインフォメ

ーション研究会(97.9)
132.角,江谷,間瀬 :Context-awareなモーバイル ・アシス夕ン ト ;
情報処理学会第55回全国大会(97.9)
133.鈴木,井上 : ス ク リ プ ト を用いたマルチ メデ ィア ・ モンター

ジュ;情報処理学会第55回全国大会(97.9)

ATR Journa1 29号 AUTUMN 1997 25



134.灰塚,井上:人の動作、 感情の変化を考慮したカメラワー ク

自動生成;情報処理学会第55回全国大会(97.9)
135.内海,大谷: 最適視点の選択による手形状認識の安定化;

1997年電子情報通信学会 ソサイェティ大会(97.9)
136.Sengupta,坂口大谷: アフイン座標系に基づく任意視点から
の画像生成の検討;電子情報通信学会 ソサイ ェティ大会
(97.9)

137.内海,制沢,大塚,大谷:多数カメラによる実時間手振り推定装

置を用いた対話的シーン生成;日本バーチャル リ ァ リ テ ィ学

会 第2回大会(97.9)

A T R音声翻訳通信研究所

1.0stendorf(Boston Univ.),S inger :HMM Topolpgy Design
Using Maximum Lokelihood Successive State Splitting;
Computer,Speech and Language(97.1)
2.平井 ,岩橋(ソニー ) ,樋口,匂坂:Automat ic  Extraction of
Fundamenta lFrequency ControlRules by Statistica1
Analysis;Systems and Computers in Japan(97.3)
3.飯田 : A T R音声翻訳通信研究所第三研究室;AAMT

Journa1(97.3)

4.Lepage安藤,飯田 :The Snow-ba11Effect of Ana1ogy;言語
処理学会 第3回年次大会(97.3)

5 .Black,Eubank,柏岡 :The Non-Dictionary:Description and
Evaluation of a Dictionaryless Semantic and Syntactic
Tagger for Unrestricted English Text;言語処理学会 第3
回年次大会(97.3)

6.隅田,飯田 : 統計的な抄録法を使つた情報検索;言語処理学会
第3回年次大会(97.3)

7.大竹(豊橋技科大),山本増山(豊橋技科大):名詞の連接に着目

した日本語新聞記事の関連記事検索手法;言語処理学会 第

3回年次大会(97.3)

8.Paul,山本,古瀬 :Zero pronouns in Dialogue Translation
between Japanese and German/English;言語処理学会 第
3回年次大会(97.3)
9.古瀬,美馬,” 山本,Pau1,飯田 : 多言語話し言葉翻訳に関する変
換主導翻訳システムの評価;言語処理学会 第3回年次大会

(97.3)
10.柏岡,Eubank,Black:確率付決定木を用いた日本語形態素解

析;言語処理学会 第3回年次大会(97.3)

11.橋田  ( 電総研 )  , 杉村  ( 松下電器 )  , 相岡 ,内山  (筑渡

大) ,Neumann(筑渡大) :大域文書修飾 : 標準タグによる
言語デ一夕の大規模な構造化と再利用;言語処理学会 第3
回年次大会(97.3)

12.安藤,Lepage,飯田:4項アナロジ一関係の構文解析への応用;
言語処理学会 第3回年次大会(97.3)

13.Huo:Towards Robust Speech Recognition:A Bayesian
Perspective; 日中音声言語処理シンポジウム(97.3)
14山山奇,森元,飯田 :Research Activities for Spontaneous Speech
Translation;日中音声言語処理シンポジウム(97.3)

15.Ding:Decomposition of Speech Signals into Voice Source
and VocalTract Features and Its Applications;目中音声
言語処理シンポジウム(97.3)

16 .渡辺 , 片 桐  : HMM Speech Recognizer Based on
Discriminative Metric Design;ICASSP ' 97(97.4)
17.深田,匂坂,Paliwa1:ModelParameter Estimation for Mixture

Density PolynomialSegment Models;ICASSP ' 97(97.4)
18.石井,外村 :Speaker Normalization and Adaptation Based on
Linear Transformation;ICASSP ' 97(97.4)

19.政瀧,匂坂,久木(京都大),河原(京都大) :Task Adaptation Using
MAP Estimation in N-gram Language Modeling;ICASSP ''
97(97.4)

20.Huo,Jiang(東京大),Lee(Be11Labs.):A Bayesian Predictive
Classification Approach to Robust Speech Recognition;
1lCASSP ' 97(97.4)
21.B i e m ( A T R人間 ) ,片桐 :Cepstrum -Based Filter -Bank
Design Using Discriminative Feature Extraction Training
at Various Levels;ICASSP ' 97(97.4)

22.Woudenberg(ATR国際),B i em (ATR人間) ,McDe rmo t t
(ATR人間) ,片桐:Efficient Normalization Based upon
GPD;ICASSP ' 97(97.4)
23.清水 ,Singer ,匂坂:F a s t  Word -Graph Generation for
Spontaneous ConversationalSpeech Translation;ICASSP ''
97(97.4)

24.Schuster:Acoustic ModelBuilding Based on Non-Uniform
Segments and BidirectionalRecurrent NeuralNetworks;
ICASSP ' 97(97.4)
25.飯田 :Similarity -based Retrievaland Treebanks; Japan-
Germany TechnicalMeeting' 97(97.4)
26.Ding,Campbe11,樋口,準整空i谷(字都宮大) :Fast and Robust Join し
Estimation of VocalTract and Voice Source Parameters;

ICASSP ' 97(97.4)
27.平井,樋口:韻律ラべリング・システム J_ToBIを用いた基本周
波数制御規則の自動抽出;電子情報通信学会 音声研究会

(97.5)

28竹澤,森元 :Dia1ogue Speech Recognition Method Using
Syntactic Rules Based on Subtrees and Pretermina1
B ig r ams ;Sy s t ems  and Computers in  Japan Vo1.28
No.5(97.5)
29 .橋田(電総研),伝(奈良先端大) , 長 尾 ( ソ ニー ) ,柏岡,酒井

(キヤノン ) , 島津 ( N T T ) ,中野 ( N T T )  :DiaLeague 自
然言語処理システムの総合評価;人工知能学会誌Vo1.12

No.3(97.5)
30.美馬: 対話の機械翻訳;AAMT JOURNAL6月号(97.6)
31.亀井(NEC),福島(NEC),山田(NEC),若尾(TA0)安藤 : 言語処理
学会 第3回年次大会 参加報告;AAMT JOURNAL 6月

号(97.6)

32.荒木(京都大),市川(千葉大),他3名,相岡 :談話タグワーキン f
グループ活動報告;人工知能学会言語 , 音声理解と対話処i生

研究会(97.6)

33.深田,Aveline,Schuster,匂坂 : リカレントニュー ラルネッ ト ワ
一 クを用いた音素境界推定と音声認識への応用;電子情報通
信学会 音声研究会(97.6)
34.中村: ガウス混合分布の再構成による不特定話者音響モデル

の改善;電子情報通信学会 音声研究会(97.6)
35.古瀬 :用例と規則の融合翻訳; アジア太平洋機械翻訳協会5

周年記念シンポジウム(97.6)

36.安藤 : アナロジーに基づく構文解析;アジア太平洋機械翻訳
協会5周年記念シンポジウム(97.6)

37.竹澤 :音声コーパスの構築と利用;1997年度人工知能学会

全国大会(第11回)(97.6)
38.大井,照1田,飯田 : 意味的類似性と多義解消を用いた文書探索
手法;言語処理学会 自然言語処理(97.7)

39.脇田,河井,飯田:Correct Part Extraction f rom Speech
Recognition Results Using Semantic Distance Calculation,
and  its Application to Speech Trans l a t i on ;Spoken
Language Translation Workshop in Conjunction with
ACL ' 97/EACL ' 97(97.7)
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40.脇田,河井 (TIS) ,飯田 : 意味的類似性を用いた後処理的な音
声認識正解部分特定法と音声翻訳手法への導入;情報処理学

会音声言語情報処理研究会(97.7)

41.美馬,古瀬,飯田:A  Situation -based Approach to Spoken
Dia1og TranslationBetween Different Socia lRoles;7th
Internationa1 Conference on Theoretica1 and

Methodo1ogicalIssues in Machine Translation(97.7)
42.中嶋,加藤(NTT )  :MultimodalInteraction with WWW

Browsers;HCI ' 97(97.8)
43.Black ,Eubank,柏岡 ,Magarman:Probabil istic Parcing of
Unrestricted English Text, with a Highly -Detailed
Grammar;Fifth Workshop on Very Large Corpora(97.8)
44.美馬 ,古瀬,飯田 :Performance Improvement of Transfer-
Driven Machine Translation Utilezing Exitra-Linguistic
Information;IJCAI' 97(97.8)

45.Jokinen: Idea lCooperat ion in  Dia1ogues; IJCAI -97
Workshop on Co11abration Cooperation and Conflict in
Dialgue Systems(97.8)
46.Blanchon(GETA-CLIPS),Fais:Asking Users about What
They Mean :Two  Experiments and Results;HCI 、97(97.8)
47.竹澤,森元:Conversat ionalSpeech Recognition Using
Subtree-Based CFG Rules and  Class-Based Bigram
Models;ICSP ' 97(97.8)
48.高橋 ,中村 : Speech  Recognition Based on Sentence
Generation;ICSP ' 97(97.8)
49.匂坂,樋口:Speech Techno1ogy Advances for Automatic
Speech-to-speech Translation;ICSP ' 97(97.8)
50.Campbel1:Processing a Speech Corpus for CHATR
Synthesis;ICSP ' 97(97.8)
51.Fa i s : Effects of Interface on Linguistic Behavior in Task-
oriented MultimodalDia1ogues;IJCAI ' 97Workshop on
Inte1ligent MultimodalSystems(97.8)

52.飯田 : ATR  Interpreting Telecommunicat Research

Labs:Spoken Language Processing Department;IJCAI ''
9 7A I  Research Exhibition(97.8)
53.匂坂:音声の韻律制御計算モデル;第1回大学院自然科学研

究科]llIouse Co11oqium、神戸大学大学院(97.9)
54.飯田: 人工知能研究の知的システムにおける人間の自発性社

会的な制約;日本心理学会第61回大会シンポジウム(97.9)

d5.加藤(ATR人間),津崎(ATR人間),匂坂 : 音声の時間知覚におけ
る母音開始点と母音終了点との機能差:話速の評定;日本音

響学会平成9年度秋季研究発表会(97.9)

56.加藤(ATR人間)津崎(ATR人間),匂坂 : 音声の時間知覚におけ
る母音開始点と母音終了点との機能差:時間変動の検出;日

本音響学会平成9年度秋季研究発表会(97.9)

57.中村 : 不特定話者音響モデルにおけるガウス混合分布再構成
法;日本音響学会平成9年度秋季研究発表会(97.9)

58.塚田,山本,匂坂:異種言語知識の併用による局所的信頼性向

上;日本音響学会平成9年度秋季研究発表会(97.9)

59.深田,匂坂 : 音素境界推定ネットワー クを利用した音声の自動
セグ メンテーション;日本音響学会平成9年度秋季研究発表

会(97.9)

60.山本,Singer,中村,Huo: 言語情報を用いた教師なしのQuasi-
Bayesオンライン話者適応;日本音響学会平成9年度秋季研

究発表会(97.9)

61.Paliwa1,柘植,Singer,深田,北(徳島大) : 自然発話音声認識にお
ける音響分析の比較;目本音響学会平成9年度秋季研究発表

会(97.9)

62.石井(三菱電機),花井(豊橋技科大),深田 : 話者正規化を用いた
不特定話者音響モデルの学習;日本音響学会平成9年度秋季

研究発表会(97.9)

63.Ding,藤澤 ,Campbe11,樋口,河原(ATR人間) : STRAIGHTを用
いたCHATRの韻律制御;日本音響学会平成9年度秋季研究

発表会(97.9)

64.Ding,樋口:Complex RBFネットワークを用いた音声変換方

法;日本音響学会平成9年度秋季研究発表会(97.9)

65.Ding,Campbe11,樋口:逆フイルタ波形の勾配を用いた音声波
形の極性の検出;日本音響学会平成9年度秋季研究発表会

(97.9)

66.Campb 1i,Be km Ohio-State Univ):Stress, Prominence,
and SpectralTilt;ESCA Tutoria1/Research Workshop on
Intonation:Theory, Models, Applications(97.9)
67.Campbe11,伊藤, Ding,樋口:Factors Affecting Quality and
Inte11igibility in the CHATR Concatenative Speech
Syntheiser;Eurospeech ' 97(97.9)
68.Campbe11,Hebert,Black:Parsers, Prominence, and Pauses;
Eurospeech ' 97(97.9)
69.Ding ,Campbe11:0ptimising Unit Selection with Voice
Source and Formants in the CHATR Speech Synthesis
System;Eurospeech ' 97(97.9)
70.藤沢,平井,樋口:Use of Pitch Pattern Improvement in the
CHATR Speech Synthesis System;Eurospeech ' 97(97.9)
71.北川,橋本 ,樋口:E f f e c t  of Speaker Famil iar ity and
Background Noise on Acoustic Features Used in Speaker
Ident通cation;Eurospeech ' 97(97.9)
72.中村 :Predict ing Speech Recognition Performance;
Eurospeech' 97(97.9)
73.深田,匂坂 :Automat ic  Generation of a Pronunciation

Dictionary Based on a Pronunciation Networks ;
Eurospeech' 97(97.9)
74.深田,Aveline(ENST),Schuster,匂坂:Segment Boundary
Estimation Using Recurrent Neura1 Networks ;
Eurospeech' 97(97.9)
75.Paliwal ,匂坂:Cyc l i c  Autocorrelation -based Linear
Prediction Analysis of Speech;Eurospeech' 97(97.9)
76.R bramanlan,Paliwa1:Reducing the Complexity of the
LPC Vector Quantizer Using the K -D Tree Search
Algorithm;Eurospeech ' 97(97.9)

77.Huo,Lee(Be11Labs.) :Combined 0 n-1ine ModelAdaptation
and Bayesian Predictive Classification for Robust Speech
Recognition;Eurospeech ' 97(97.9)
78.Schuster:Incorporation of HMM Output Constraints in
Hybr id NN/ ]11[MM Systems dur ing  Tra i nn i ng ;
Eurospeech ' 97(97.9)

79.塚田,山本,匂坂:Integration of Grammar and Statistica1
Language Constraints for Partia1 Word -Sequence
Recognition;Eurospeech ' 97(97.9)
80.脇田,Singer,匂坂:Speech Recognition Using HMM-state
Confusion Characteristics;Eurospeech' 97(97.9)
81.山本,隅田 ,古瀬,飯田 : 決定木を用いた日本語ゼロ代名詞補
完;情報処理学会第55回全国大会(97.9)

82.美馬 ,古瀬,飯田 : 社会的役割の考慮による対話翻訳の精度向
上;情報処理学会第55回全国大会(97.9)
83.柏岡.Eubank,Black : 詳細な文法を用いた統計的構文解析
法;情報処理学会第55回全国大会(97.9)

84.Lepage:String Approximate Pattern-matching;情報処理学会
第55回全国大会(97.9)
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85.加藤,森元:日本語音声対話における発話意図タイプの自動生

成;情報処理学会第55回全国大会(97.9)

86.板橋(筑渡大),山本(筑波大),竹澤,小林(早稲田大) :Deve1opment
of ASJ Continuous Speech Corpus-Japanese Newspaper
Article Sentences(JNAS) - ;COCOSDA ' 97(97.9)

A T R人間情報通信研究所

1.松井:TheoreticalReproduction of PerceptualResponses to
Drifting Images Using a Spatio-TemporalHuman Vision
Modelwith a Multiple ChannelStructure;Electronics and
Communications in Japan Vol.80 No.2(97.02)
2.五味(NTT),川人 :Human Arm Stiffness and Equilibrium-
Point Trajectory during Muiti-Joint Movement;Bio1ogica1
Cybernetics Vo1.76No.3(97.3)
3.Johnston(Univ.of Cardiff),金沢.加藤 ,尾田 :Exp1oring the
Structure of MultidimensionalFace-Space:The effects of
Age and Gender;VisualCognition Vo1.4No.1(97.04)
4.金子,内川(東京工大) :Perceived angular andlinear size:the
role of binocular disparity and visualsurround;Perception
Vo1.26No.1(97.04)

5.加藤,津崎,匂坂(ATR音声) :Acceptabi l ity for tempora1
modification of consecutive segments in isolated;
J.Acoust.Soc.America Vo1.101No.4(97.04)

6.Brad1ow(Indiana Univ.),Pisoni(Indiana Univ.),山田,東倉 :
Training Japaneselisteners to identify English/r,'and/1/:
IV..Some effects of perceptua1learning on speech
production; Journa1of AcousticalSociety of America
VoL101No.4(97.04)

7.Po l l i ck :The  Perception of Motion and Structure in
Structure -From -Motion:Comparisons of Affine and
Euclidean Formulations;Vision Research Vo1.37No.4(97.4)

8.i1意田,須佐見:Linear motion aftereffect induced by pure
relative motion ;Perception Vo1.26No.1(97.04)
9.野村 :Generation of Relations between Individuals Using a
Stochastic Automaton and the Theory of Change of
Attitudes;Complexity and Diversity(Springer-Verlag)(97.4)
10.Atkeson(GIT),Moore(Carnegie Me11on),Schaa1:Loca11y
weightedlearning;ArtificalInteliigence Review(97.4)
11.Dang本多,東倉 :INVESTIGATION 0 F  CHINESE VOWEL
ARTICULATION USING X-RAY MICROBEAM SYSTEM;
CJSLP ' 97(97.4)

12.赤松 : 仮想環境を実現するヒューマンインタフェース ;情報
処理学会誌Vo1.38No.4(97.4)
13.V.-Bateson.Tiede ,Rubin(Haskins Labs),Benoit(ICP) :
VISUAL1lZATION 0 F  SPEECH PRODUCTION:FOR

BETTER AND FOR WORSE;ASVA ' 97(97.4)
14.山田,足立(ATR国際).河原 :Towa rd  the optimization of
secondlanguage speech training;ASVA ' 97(97.4)
15.津 I奇,Patterson(MRC Applied Psychology Univ.) : A IM  and
AIMMAT as Simulator of Auditory Periphera1
Processing:Seeing is Believing;Hearing is
Suspecting;SpectralVisualization is Disguising;ASVA ''
97(97.4)

16.河原 :Visualrepresentations of interactions between
speech perception and production;ASVA ' 97(97.4)
17.足立,佐藤 :Simulations of Sound Production Mechanisms in

Air-Jet Driven Instruments;ASVA ' 97(97.4)

18.野村 : A n  Analysis on Linear Crossover for RealNumber
Chromosomes in  an Inflnite Population S ize ; ICEC ''
97(97.4)

19.Cho:Combining Modular NeuralNetworks Developed by
Evolutionary Algorithm;ICEC ' 97(97.4)
20.邊見,日景(NTT) ,下原 :AdAM:A Harware Evolutionary
System;ICEC ' 97(97.4)
21.Yehia,Tlede :A Parametric Three-DimensionalModelof
the Voca1-Tract Based on MRI Data;ICASSP '97(97.4)
22.Biem,片桐(ATR音声) :Cepstrum-based Filter-Bank Design
Using Discriminative Feature Extraction Training at
Various Levels;ICASSP '97(97.4)
23.河原 :Speech Representation and Transformation using
Adaptive Interpolation of Weighted Spectrum:VOCODER
Revisited;ICASSP '97(97.4)
24.deGaris:CAM-Brain” '  ATR ' s Bi11ion Neuron Artificia1
Project:A Three Year Progress Report. ;Conference on
High Speed Computing(97.4)
25.Woudenberg(ATR国際),Biem,McDermott,片桐(ATR音声) :
Efficient Normalization based upon GPD; ICAS「
97(97.4)

26.Hi11(Univ.St i r l ing) ,Schyns(Univ.of Montrea1),赤松:
Information and viewpoint dependence in face
recognition;Cognition ,Internationa1 Journa1of Cognitive
Science Vol.62No.2(97.5)
27.deCheveigne(CNRS),河原.津 I奇,相川 :Concurrent Vowe1

Identification I. Effects of Relative Amplitude and F0
Dif ference;The Journa1of the Acoust.Soc. of America

Vo1.101No.5(97.5)
28.川人 : I n t c r n a lModc l s  and  Th in i k i ng ;国際高等研究所

Concept Formation,Thinking and Their Deve1opment1997-
004(97.5)

29.deCheveigne:Concurrent VowelIdentification I ]1 :A
neuralmode1of harmonic interference cance11ation;The

Journa1of the Acoust.Soc.of America Vo1.101No.5(97.5)
30.deCheveigne,McAdams(CNRS),Marin(IRCAM) :Concurrent
VowelIdentification I I. Effects of Phase, Harmonicity , and
Task;The Journalof the Acoust.Soc.of America Vo1.101
No.5(97.5) . -
31.東倉 :脳研究ビッグバンを決行せよ;時評, 5月号(97.5)

32.Terri1lon,David,赤 松 : A  Computationa1 Mod e l f o r
Automatic Face Detection in NaturalScene Images using
Co1or and Shape Information;Tech.Report of IEICE(97.5)
33.足立,Ayers(California State Univ.) :金管楽器インパルス応
答の新計算法とその楽音合成への応用;日本音響学会音楽音

響研究会(97.5)

34.野村 : A  Proposa1of Interpretations on NIL1mericalDegress
of Confidence for Fuzzy If -Then Rules and a Mathematica1
Verification of Properties under Various Reasoning
Methods;KES' 97Vo1.2(97.5)
35.山本小林(生理学研究所),竹村(CREST),河野(CREST),川人 :小
月概プルキンエ細胞単純スパイク発火を介する垂直方向追従限

球運動モデリング ;電子情報通信学会技術研究報告(97.5)

36.琴坂,浅間(理化学研究所),嘉悦(理化学研究所),遠藤(理化学研究

所) : 機能適応型マニピュレー タFun-ARMにおける耐故障制
御;日本機械学会論文集Vo1.63No.609-C(97.5)
37.Atkeson(GIT),Moore(Carnegie Me11on Univ.),Schaa1:Loca1ly
we ighted learn ing  for contro1;ArtificalInte11igence
Review Vo1.11(97.6)
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38.正木 : 会議報告:音声に関連した時間構造にっいてのATRワ
ークショップ;日本音響学会誌Vo1.53No.6(97.6)
39.加藤 : 人間の暗黙的学習にっいて ; 日本フ ァ ジ ィ学会誌
Vo1.9No.3(97.6)
40.野村 : 社会システムと進化;第13回ファジィシステムシンポ
ジウム(97.6)

41.大橋,前川(ATR映像),佐山(東京大)上野(岐阜大):プログラム
された自己解体モデルによる進化システム;第13回ファジィ

システムシンポジウム(97.6)

42.Terri11on ,David,赤松 : A  Compu t a t i o n a lMode l f o r
Automatic Face Detection in NaturalScene Images;SI I
97(97.6)
43.下原 : 生命論パラダイムに基づく情報処理;電気四学会関西
支部講演会 「月l通と電気に関わる未来のェンジニアリング」
(97.6)

44.足立,Ayers(California State Univ. Long Beach) :Application
of a novelalgorithm for calculating a brass instrument ' s
impulse response to sound simulation; J.AcoustSoc.Am ,Vo1.101
No.5(97.5)
Zhang ,Schenk ( INR IA ) :  Self -Maintaining Camera
Calibration over Time;CVPR ' 97(97.6)
46.Lyons,浦池(九州大),行場(九州大),赤松 :Gabor  Wavelet
Representation of FacialExpression;電子情報通信学会
ヒューマン情報処理研究会(97.6)

47.磯野,尾田(立命館大学),赤松: 遺伝的アルゴリズムを用いた顔
の感性的イメー ジの生成;電子情報通信学会技術研究報告

(97.6)

48.小川(奈良先端大)安藤 :運動パター ンの視覚による学習と予
測;電気情報通信学会技術研究報告(97.6)

49.Dang,本多(Univ .Wiscons in ) ,東倉 : 3 D Observation of
Tongue Articulatory Movement for Chinese Vowels;
Tech.Rep. IEICE(97.6)
50.大須(京都大),字野,小池(トョタ自),川人 :Possible Examinations
for Trajectory Curvature in Multijoint Arm Movements;
Journa1of ExperimentalPsycho1ogy:Human Perception and
Performance Vo123No.3(97.6)
51.川人:Bi-DirectionalTheory Approach to Consciousness;
Cognition, Computation&Consciousness(97.7)

12.石井,佐藤 :Chaotic Potts spin mode l fo r  combinatoria1
optimization problems;NeuralNetworks Vo1.10 No.5(97.7)
53.Marescha1(McGi11Univ.),藍田,Bex(Rochester Univ.),西田

(NTT),Verstraten(Harvard Univ.) :Linking Lower and
Higher Stages of Motion Processing?;Vision Research
Vo1.37No.13(97.7)
54.Gers,deGar i s :CAM-Brain:A New Mode l f o r  ATR ' s
Ce1lular Automata Based ArtificialBrain Project;Lecture

Notes in Computer Science, Evolvable Systems:From
Biology to E[ardware No.1259(97.7)
55.下原 : 研究室紹介 : エ イ ・ テ ィ ・ アール人間情報通信研究所

第六研究室(進化システム研究室) ;人工知能学会誌Vo1.12

No.4(97.7)

56.本多 ,竹本(京都大),葉山(関西医大) :喉頭下降と頸推彎曲に由

来する発生機能の特徴;第13回日本霊長類学会(97.7)

57.Ray:Selecting Natura11y for Differentiation;Genetic
Programming1997(97.7)
58.Korkin(Genobyte Inc.),deGaris,Gers,邊見:CBM(CAM-Brain
Machine):A Hardware Toolwhich Evolves a NeuralNet
Module in a Fraction of a Second and Runs a Mi11ion
Neuron Art前cia1 Brain in Rea1 T im e ;  Genetic

Programming1997(97.7)

59.山本小林(生理学研究所),竹村(電総研),河野(電総研),川人 : 小脳
プルキンエ細胞発火を介する追従眼球運動モデリング;第

20回日本神経科学大会(97.7)

60.中野,今水(科学技術振興事業団),大須(科学技術振興事業団),字

野(豊橋技科大),五味(NTT),吉岡(科学技術振興事業団),川人 :
多関節到達運動における軌道計画規範の定量的検討;第 20

回日本神経科学大会(97.7)

61.仁科,岡田(科学技術振興事業団),乾(京都大),川人:運動方向情

報の空間的伝播;第20回日本神経科学大会(97.7)

62.河原,勝瀬,束山(奈良先端大) : 音声分析 ・変換 ・合成方法
STRAIGHT-TEMP0 における相補的な時問窓の利用にっい
て;電子情報通信学会音声研究会(97.7)

63.前川(ATR映像),中津(ATR映像),仁科(メディア教育開発センタ
ー ),不破本(国際科学振興財団),大橋 : 精細度のことなる静止
画像の整理・心理評価;1997年映像情報メデイア学会年次大

会(97.7)

64.Terri11on ,David,赤 松 : A  Compu t a t i o n a lMode l f o r
Automatic Face Detection in NaturalScene Images using
Co1or and Shape Information;1997年映像情報メデイア学会
全国大会(97.7)

65.Zhang,磯野,赤松 :Euclidean Structure from Uncalibrated
Images using Fuzzy Domain Knowledge:Application to
FacialImages Synthesis;情報処理学会コンピュ一夕ビジョ
ンとイメージメディア研究会(97.7 )

66.森本,鋼谷(科学技術振興財団): 強化学習による起き上がり運

動パターンの獲得;電子情報通信学会技術研究報告(97.7)

67.木下,Zhang: アフインカメラ補正による三次元位置の線形推
定法;情報処理学会コンピュ一夕 ビ ジ ョ ン ・ イ メ ー ジ メ デ ィ

ア研究会(97.7)

68.野村 : A n  Attempt for Description of Quasi-Autopoietic
Systems Using Metabolism -Repair Sys tems ;ECAL ''
97(97.7)
69.Vaario, 鬼塚 ,下原 : S t r uc tu r a lFo rma t i on  of Neural

Structures;ECAL ' 97(97.7)
70.字和,金子,金次 : 奥行き運動による重心動揺;日本視覚学会
1997年夏期研究会(97.7)

71.i護田 : 両眼間転移による運動残効の解析;日本視覚学会1997
年夏期研究会(97.7)

72.福永,金子:垂直大きさ視差の分布と面の傾き;日本視覚学会

1997年夏期研究会(97.7)

73.金子,福永(奈良先端大) :垂直大きさ視差と水平視差からの奥

行き知覚モデル; 日本視覚学会1997年夏期研究会(97.7)
74.神崎 : 顔と音声の情報統合過程;日本視覚学会1997年夏期研
究会(97.7)

75.日影(NTT),逸見 ,下原 :Ha r dwa r e  Evolution System
Introducting Dominant and Recessive Heredity;Lecture
Notes in Computer Science,Evolvable Systems:From
Bio1ogy to Hardware(97.7)
76.津崎,Patterson(MRC) : Jitter Detection:A Brief Review and
Some New Experiments;11th 1[nternationalSymposium on
Hearing(97.8)

77.山口(福島大),尾田:正面顔画像のカージオイ ド変換が年齢認

知におよぼす影響にっいて  ; 電子情報通信学会論文誌
Vo1.J80-A No.8(97.8)
78.山城(琉球大),遠藤(琉球大),山田(琉球大)” 大内(北海道大),尾

田 : 拡張C4.5システムによる顔画像検索法;電子情報通信学
会論文誌Vo1.J80-D II No.8(97.8)
79.deCheve igne:Harmonic  Fusion and Pitch Shifts of
Mistuned Part ia l s ;The Journa1of the Acoust.Soc. of

America Vo1.102No.2(97.8)
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80.蒲池(九州大),加藤,赤松 : 顔の再認における視点依存の左右非
対象性 一 Virtualviewの観点から 一 ;電子情報通信学会論文

誌Vo1.J80-A No.8(97.8)
81.Ray:Evolving Complexity;Artif icialLife and Robotics
JournalVo1.1N o.1(97.8)
82.吉川,中村(字都宮大) :顔・表情の違いによる発話行動の調
整;電子情報通信学会論文誌Vo1.J80-A No.8(97.8)
83.川人 :月、凶の計算理論 一 運動学習の神経機構 一 ;日本音響学会

誌Vol.53No.8(97.8)
84.Patterson(MRC PU),入野 :Auditory TemporalAsymmetry
and Autocorrelation;11th InternationalSymposium on

Hearing(97.8)
85.赤松:コンピュ一夕による顔の認識一サーべイ ー ;電子情報

通信学会誌(AD )顔特集号Vo1.J80-A N o . 8 & V o 1.J80 -
D 11I ,No.8(97.8)
86.Koenderink(Univ.Utrecht),Kappers(Univ.Utrecht),Pollick,川

人 :Correspondence in p ic tor ia l space ;Percept ion&
Psychophysics Vo159No.6(97.8)
87.ーノ瀬 : 社長に就任して;ATR Journal, No.28(97.8)
88.足立,佐藤 :Simulations of an Organ Flue Pipe using an
Empirica1 Jet Deflection Mode1;ISMA ' 97(97.8)
89.足立:Time-Domain Modeling and Computer Simulation of
an Organ Flue Pipe;ISMA ' 97(97.8)
90.藤田.安藤 :3次元物体表現の学習と動的認識モデル;映像情

報メデイア学会誌Vo1.51No.8(97.8)

91.野村 : A n  Analysis on Crossovers for R e a l N umb e r
Chromosomes in an Infinite Population Size;IJCAI-97(97.8)
92.Zhang,Gang(立命館大) : A  GeneralExpression of the
Fundamenta lMat r i x  for Both Projective and Aff ine

Cameras;IJCAI-97(97.8)
93.河原,増田 ,deCheveigne(CNRS):Restructuring Speech
Representations Using STRAIGHT-TEMP0:Possible Role
of a Repetitive Structure in Sounds;CASA-97(97.8)
94.deGaris,Cho(Yonsei Univ.),Korkin(Genobyte)Agah(Mechanica1

Engineering Lab.) :Designing an Arti f ic ialBrain with
10,000 Evolved Neura lNet Modules;Second IJCA ][ 97

Workshop on Evolvable Systems(97.8)
95.deCheveigne,河原(和歌山大):Modeling the Perception of
Multiple Pitches;CASA-97(97.8)
96.金子,Bourgoin(ENST) :Disparity information in periphera1
visualfield for pattern perception;ECVP ' 97(97.8)
97.增田,津崎 ,相川(NTT) :Aud i tory  system extrapolates
trajectories:during timbre changes;CASA-97(97.8)
98.増田 ,河原,相川(NTT) :Speech segregation based on
continuity of spectralshapes;CASA-97(97.8)
99.薦藍田,Verstraten,西田(NTT) :What is the Transition Point
Between Static and Dynamic Motion Afterf fects?;
ECVP ' 97(97.8)
100.01iva(Glasgow Univ.),赤松 ,Schyns(Glasgow Univ .) :
Chromatic Cues for Face Detection in NaturalScenes,,

ECVP '97(97.8)
101.Lyons,Morikawa(Rutgers Univ.),赤松:Gabor-based Coding
and FacialSimilarity Perception;ECVP ' 97(97.8)
102.道免,小池(トョタ自),川人 :Estimation of the Relationship
between Surface ElectricalMuscle Stimulation and Joint

Torques using an ArtificialNerualNetwork Model ;8th
World Congress of the Internat ionalRehavi l i tat ion
Medicine Association(97.8)

103.Koenderink(Univ. Utrecht),Kappers(Univ. Utrecht),Po11ick,川
人:Correspondence in p ic tor i a l space ;Percept ion&
Psychophysics Vol.59No.6(97.8)
104.銅谷:Ef f icent Nonlinear Con f r o l w i t h  Actor -Tutor
Architecture;NIPS' 96(97.8)

105.Schaa1:Learningfrom Demonstration;NIPS ' 96(97.8)
106.木下 ,Lindenbaum(Technion) :Combining Robot Motion
and Camera Motion -An Application to a Peg-in-a-Hole
Task - ;New  Trends in Image-Based Robot Servoing(97.9)
107.Pruitt, Magunson(Univ. Rochester),山田 :The  Effect of
Mixed” versus “B1ocked” Talker Conditions Crosses

Linguistic and Phonetic Boundaries. ;P roc. 1997Fa11
Meeting of Acoust. Soc. Jpn(97.9)
108.字和 ,金子,金次:奥行き連動の重心動揺に与える影響;映像

情報メデイア学会技術研究報告Vo1.21No.47(97.9)

109.河原 :声を使つて ]徳覚を探る ;日本音響学会誌Vo 1.53

No.9(97.9)

110.井上(豊橋技科大),片山(豊橋技科大),福村(豊橋技科大),字野(豊

橋技科大),川人 粘弾性調節機構を用いた筋骨格形の学習制

御モデル;第12回生体・生理工学シンポジウム(97.9) 1

111.浦池,行場(九州大) : 持続的注視による表情認知の遲延一正 _、f _
顔と倒立顔の比較一 ;映像情報メディア学会ヒューマンイン

フ ォ メ ーション研究会(97.9)

112.久保,山田,河原 :STRAIGHTによる分析合成音声を用いた外

国語音声知覚訓練;日本音響学会聴覚研究会(97.9)

113.Pruitt ,山田 :T h e r  Perception of Hindi Den t a l a n d
Retroflex Stop Consonants by Native Speakers of Japanese
and English:Training, Transfer of Learning, and Long-
Term Retention;日本青響学会聰i覚研究会(97.9)
114.河原,山田,久保:STRAIGHTを用いた富-声パラメタの操作に

よる印象の変化にっいて;日本音響学会聴覚研究会(97.9)
115.神1時,加藤 ,東倉 : マガー ク効果における顔向きの影響;日本

心理学会 第61回大会(97.9)
116.津崎,加藤 : 時間長錯覚に対する競合音の立ち上がり;日本
心理学会 第61回大会(97.9)

117.丁(ATR音声) ,Campbe11(ATR音声),樋口(ATR音声),河原 :
STRAIGHTを用いたCHATRの韻律制御; 日本音響学会平

成9年度秋季研究発表会(97.9)

118.党,本多 : 発話時の観測データに基づいた舌の三次元計算,

デルの検討;日本音響学会平成9年度秋季研究発表会(97.9)

119.Tiede:A Convex Hu11Approach to Mode11ing the Teeth in
MR I-der ived Voca lT r ac t  Vo lumes ;P roc. 1997Fa11
Meeting of Acoust.Soc. Jpn.(97.9)
120.和久本,正木,党,本多 ,藤本(高の原中央病院),中村(高の原中央病

院),島田(高の原中央病院):歯冠部造影法を応用したMRIに

よる構音動態の観察;日本音響学会平成9年度秋季研究発表

会(97.9)
121.Yehia,V -Bateson:The Correlation of Voca1-Tract and

OrofacialMotion;Proc.1997Fa11Meeting of Acoust. Soc.
Jpn.(97.9)

122.正木和久本 : エ レ ク ト ロパ ラ ト グ ラ フ イーの3次元表示(3D-
EPG)の試み;日本音響学会平成9年度秋季研究発表会(97.9)
123.倉立,Garcia,Yehia,V -Bateson:FacialAnimation f r om3D
Kinematics.;Proc. 1997Fa11Meeting of Acoust.Soc.
Jpn.(97.9)
124.本多正木,平井(三洋電機) : 声の高さの調節における喉頭の位
置変化の役割;日本音響学会平成9年度秋季研究発表会

(97.9)
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125.Pruitt,山田,馬塚(Univ.Duke),林(Tokyo Gakugei Univ.) :The
Effect of Engl ish -Language Immersion on Japanese
Children' s Productions of American English/r/ and/1/.;
Proc. 1997Fa11Meeting of Acoust. Soc. Jpn.(97.9)
126.Pruitt, 山田 :T rans f e r  of Learning and Long -Term
Retention of PerceptualTraining on Hindi Denta land
Retroflex Stop Consonants. ;1997FallMeeting of Acoust.
Soc. Jpn.(97.9)
127.山田,Strange,久保 : 日本語話者に対する米語母音聴取訓練;
目本音響学会平成9年度秋季研究発表会(97.9)
128.松本,渡辺,片桐:一般化確率的降下法(GPD) を用いる信号

検出;日本音響学会平成9年度秋季研究発表会(97.9)

129.加藤,津崎,匂坂(ATR音声): 音声の時間知覚における母音開
始点と母音終了点との機能差;日本音響学会平成9年度秋季

研究発表会(97.9)

130.坂野(奈良先端大),陸(奈良先端大),中村(奈良先端大),鹿野(奈良

先端大),河原 :時間領域平滑化群遅延による位相情報圧縮方

式の評価;日本音響学会平成9年度秋季研究発表会(97.9)

131.東山(奈良先端大),陸(奈良先端大),中村(奈良先端大),鹿野(奈良

1先端大),河原:4kHz帯域STRAIG]l[Tの品質評価と情報圧縮

にっいて;日本音響学会平成9年度秋季研究発表会(97.9)
132.入野 ,鵜木: I I Rフイルタによるガンマチャープフイル夕の実

現;日本音響学会平成9年度秋季研究発表会(97.9)

133.足立,Ayers(California State Univ.):金管楽器音響応答の時
間領域新計算法とそれを用いた楽音合成; 日本音響学会平成

9年度秋季研究発表会(97.9)
134 .河原 : ]穂覚の情景分析と高品質音声分析変換合成法

STRAIGHT;日本音響学会平成9年度秋季研究発表会(97.9)

135McDermott,片桐 (AT R音声 ) : S t r i n g -1eve lMCE  for
continuous phoneme recognition;EUROSPEECH ' 97(97.9)
136.Reveret,Garcia,Benoit(ICP),V -Bateson:  An Hybr id
Processing Approach to Lip Tracking Independent of Head
Orientation;EUROSPEECH' 97(97,9)
137.V-Bateson,Yehia:Unified Physio1ogicalMode1of Audible-
Visible Speech Production;EUROSPEECE' 97(97.9)
138.河原 :聴覚の情景分析と計算論;第5回 「脳の世紀」シンポ
ジウム(97.9)

139.木目沢,和田 ,Ray,下原: デジ夕ル生態系における多細胞生物
の進化;情報処理学会第55回全国大会(97.9)
,4().川人:脳の計算理論;電子情報通信学会信越支部講演会
(97.9)

141.木下 ,Lindenbaum(Technion) :Combining Robot Motion
and Camera Motion -An Application to a Peg-in-a-Hole
Task- ;New  Trends in Image-Based Robot Servoing(97.9)

A T R環境適応通信研究所

1.Davis,劉 :Adap t i ve  Generation of Opt ica lContro1
Sequences using Chaos;0FC '97(97.2)
2.Vaccaro,藤田 :Early Stage of InAs Growth on GaAs Non-
(100) -oriented Substrates;InternationalSymposium on
Quantum Structures for Photonic Applications(97.3)
3.大谷,細田(元ATR光電渡),三村(元ATR光電波) , 富 永 ( 元

ATR光電波) ,渡辺:Sta rk l adde r  photoluminescence of

states in GaAs/AIAs type- I superlattices; Japanese
Journa1of Applied Physics(97.3)

4.Vaccaro,藤田,渡辺:Spontaneous Formation of Nanostructures

in In.Ga,.As Epilayers Grown by Molecular Beam Epitaxy
on GaAs Non-(100)-oriented Substrates; Japanese Journa1
of Applied Physics(97.3)
5.井桁 :量子計算機をどう考えるか? ;ソニー コンピュ一 夕

サイェンス研究所内講演会(97.4)
6.新上: 高次元系のダイナミクス:相空間における運動の強

度 ; スーパコンピュー夕ーシンポジウム(97.4)
7.川村,稲垣,今井 : サブキャリア伝送用光変調器 ーチャープ特
性を利用した高効率化;第4回光渡マイクロ波相互作用時限

研究会(97.4)

8.三村(東北大),細田(元ATR光電波),大谷,Grahn(束京工大),横尾
(東北大) :Subband -resonance Osci11ations in Undoped
GaAs/AIAs Type- Il Superlattices under Photoexcitation;
Applied Surface Science(97.4)
9.吉,稲垣,柴田,唐沢 : Spa t i a10p t i c a l S i gna lP roces s i ng
Multibeam Array Antennas for Both Transmission and
Reception;ICAP ' 97(97,4)

10.稲垣,吉,柴田,唐沢:Signa1/Reference Contro11ed Optical
SignalProcessor for a 2-Dimensiona11y Beam -Steering
Array Antenna;ICAP ' 97(97.4)

11.高橋,江上,向原(古河電工),小山(東京工大),伊賀(東京工大) :
Lasing Characteristics of GaAs(311)A Substrate Based
InGaAs/GaAS Vertica1-Cavity Surface-Emitting Lasers;
IEEE Journalof Selected Topics in Quantum Electronics
Vo1.3,No.2,pp.372-377
12.井上,唐沢 :Two-DimensionalRAKE Reception Scheme for
DS/CDMA System in DBF Antenna Configuration;VTC''
97(97.5)

13.劉,Davis:Mode Transition Dynamics and Adaptive Mode
Selection in Multiple Fabry -Perot Lasers ;  Th i rd
EuroConference on Nonlinear Dynamics in Physics and
Related Sciences:Contro1of Chaos(97.5)
14.大坪(静岡大),櫛部(静岡大),劉 :B l ind Deconvolution with
Chaotic NeuralNetwork Contro1;Third EuroConference

on Nonlinear Dynamics in Physics and Related Sciences:
Contro1of Chaos(97.5)

15.Davis:Adaptive Mode Selection using Chaotic Mode
Transit ions; Thi rd  EuroConference on Nonlinear

Dynamics in Physics and Related Sciences:Contro1of
Chaos(97.5)
16.藤田,大西,Vaccaro:Low DimensionalCarrier Confinement

Structures Grown on Patterned GaAs(111)A Substrates by
Molecular Beam Epitaxy;LDSD97(97.5)
17.Vaccaro大西,藤田 :Lateral-junction Light Emitting Devices
Grown by MBE on GaAs(n11)A -oriented Substrates;
LDSD97(97.5)
18.新上:超潤滑 一摩擦の無い状態 一 ;第5回NEC ・ HPC研究

会(97.5)

19.高橋 ,江上,小山(東京工大),伊賀(東京工大) :Vertica1-cavity
surface-emittinglasers grown on GaAs(311)A substrates for
a wide temperature range of polarization contro1;CLE0''
97,(97.5).

20.原田 : ソフトウェア化学反応の一考察;電子情報通信学会
コンカレント工学研究会(97.5)

21.大西,藤田,渡辺:Effects of Ga Adatom Migration on
Formation of Latera1 p -n Tunnel ing Junctions on
GaAs(N11)A Patterned Subst ra tes ;App l i ed  Surface
Science,(97.5)
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22.今井,川村,稲垣,唐沢:Wideband Mi11imeter Wave/0ptica1
Network Applications in  J a p a n ; 1 9 9 7 I EEE  MTT -S
InternationalMicrowave Symposium(97.6)
23.K1ouche-Djedid,関口,廣沢 : A  QMF IIR OrthogonalDigita1
Filter Realization with no Amplitude Distortion;1997
IEEE InternationalSymposium on Circuits and Systems
(97.6)

24.関口,唐沢:Des ign of FIR Filters Used for Beamspace
Adaptive Array  for Broadband S i g n a l s ; 1 997 IEEE
InternationalSymposium on Circuits and Systems(97.6)
25.Davis,池田(立命館大):Ray-lattice mode1of complex beam
formation in self -pumped phase conjugation;1997Topical
Meeting on Photorefractive Materials, Effects and Devices
(PR ' 97)(97.6)

26 .藤田,大西,Vaccaro,渡辺:0pt i ca lCha rac te r i s t i c s  of
Submicron Structures Grown on Patterned GaAs(111)A
Substrates by Molecular Beam Epitaxy; Inst i tute of
Physics Conference Series,(97.6)
27.荻野:マルチェージェントシステムを応用した適応品質制
御;電子情報通信学会 ネ ッ ト ワー ク ソフ ト ゥ ェア研究会

(97.6)

28唐沢,前川(大阪電通大) :Ka-Band Earth-Space Propagation
Research in Japan;Proceedings of the IEEE(97.6)
29土居大鐘(北海道大),唐沢 : ダイバーシチブランチ選択アダプ
ティブアレー と等化器の従属接続干渉キャンセラによる移動

通信システムの下り回線特性;電子情報通信学会 無線通信

システム研究会(97.7)

30.三村(東北大),細田(元ATR光電波) ,大谷,横尾(東北大) :
Influence of 「一X Electron Transfer in Type-I GaAs/AIAs
Superlattices:Negative Resistance and Enhancement of
Intensity and Lifetime in Photoluminescence;第16回電子
材料シンポジウム(97.7)

31.柴田,稲垣,吉店沢:A Multibeam Receiving Array Antenna
by Means of Spatia10pticalSignalProcessing;1997IEEE
AP-S InternationalSymposium,(97.7)
32.三村(東北大),細田(元ATR光電渡),大谷,藤原(九州工大),横尾(東

北大) :Carrier Transport and Photoluminescence Affected
by 「、一X Resonance in GaAs-AIAs Type-I Superlattices;
MSS8(97.7)
33.大谷 , 江上 , 黒柳 , 安藤 ( 大阪市大 ) , 細 田 ( 元 A T R 光電
渡),Grahn(PDI),P1oog(PDI) :Current Self -osci1lations in
Undoped, Photoexcited GaAs/ AIAs Type-I Superlattices;
Nonequilibrium Carrier Dynamics in Semiconductors(97.7)
34黒柳大谷,江上,富永(元ATR光電波),安藤(大阪市大),中山(大阪市
大) :Photoluminescence from the Barrier -X State in a
GaAs/InAIAs Strained Superlattice under Applied-bias
Voltages; Nonequi l ibr ium Carrier Dynamics in
Semiconductors(97.7)

35.高橋,江上,水谷(東京工大),小山(東京工大) ,伊賀(東京工大) :
Polarization Characteristics of Oxide Confinement Vertica1-
Cavity Surface-Emitting Lasers Grown on GaAs(311)A
Substrates;CLE0/Pac通c Rim '97(97.7)

36.吉,稲垣,柴田,唐沢:Beam Formation by Using OpticalSigna1
Processing Techniques;1997IEEE AP-S International
Symposium and URSI North American Radio Science
Meeting(97.7)
37.新上 :超潤滑:摩擦の無い状態;日本機械学会第10回計算力

学講演会(97.7)

38.田崎(基礎科学研究所),原山,首藤(関西学院大) : Interior
Dirichlet Eigenvalue Problem, Exterior Neumann
Scattering Problem.and Boundary Element Method for
Quantum Bi11ards;PhysicalReview E(97.7)
39.田野服部(上智大) :マイクロセルラにおける遅延歪み補償技

術の効果;電子情報通信学会 ァンテナ・伝播研究会(97.8)

40.高橋,江上,水谷(東京工大),松谷(東京工大),小山(東京工大),伊賀

(東京工大) :Dynamica1ly Stable Polarization Characteristics
of Oxide -Confinement Vertica1-Cavity Surface-Emitting
Lasers Grown on GaAs(311)A Substrate;1997Summer
TopicalMeetings(97.8)
41.荻野 :マルチェージェントシステムを使つて通信品質を制御
する ;ATRジャーナル28号(97.8)
42.下川 : 対象としての トラ ヒ ッ クシステム ; シンポジューム
「確率、 カオス、フラク夕ルの応用」 (97.8)
43.原田 : A  Reactive Method for Supporting the Design of
Service;IEEE Pacific Rim Conference on Comm , Compt ,,
and SignalProcessing(97.8)

44.唐沢,関口,井上:The Software Antenna:A New Concept of
Kaleidoscopic Antenna in Multimedia Radio and Mot
Computing E r a ;  IEICE Transactions on
Communications(97.8)

45.山田,新上,下川,北川(ATR国際) :適応ルーチングのためのネ
ッ ト ヮー ク指標;1997年電子情報通信学会 ソサイェティ大

会(97.9)

46.新上,山田,下川 ,北川(ATR国際) : 高次元アルゴリズムによる
適応ルーチングの評価検討;1997年電子情報通信学会 ソ サ

イ ェティ大会(97.9)
47.多賀 :The Resolution Characteristics of the Smart MUSIC
Algor ithm;1997年電子情報通信学会 ソサイ ェテ ィ大会
(97.9)

48.関口,唐沢 :帯域分割・合成型CMAアダプティブアレー ;
1997年電子情報通信学会 ソサイェティ大会(97.9)
4 9 .荻野:動的マルチストリームマルチキャストルーチング ;

1997年電子情報通信学会 ソサイェティ大会(97.9)

50.原田 : ソフトゥェア化学反応と調整の一検討;1997年電子情
報通信学会 ソサイ ェティ大会(97.9)
51.張 :空間的広がりをもっ妨害信号が到来する場合におけるア

ダプティブアレイの固有値解析;1997年電子情報通信学,

ソサイェティ大会(97.9)
52.田野: アレイァンテナに適用した次元拡大高速カルマン

DFE;1997年電子情報通信学会 ソサイ 、コ:.ティ大会(97.9)
53.川合 : CDMAにおけるHadamard-Walsh直交系列の復合に関
する一考察;1997年電子情報通信学会 ソサイェティ大会

(97.9)

54.野崎,川合 :WACNetにおける動的セグメーションに関する

一検討;1997年電子情報通信学会 ソサイェティ大会(97.9)
55.土居,大鐘(北海道大)唐沢 : パス選択型アダプティブアレー と
MLSEを組み合わせた干渉キャンセラを適用した移動通信シ

ステムの下り回線特性;1997年電子情報通信学会 ソサイ ェ
ティ大会(97.9)

56.K1ouche-Djedid,関口,唐沢 :No Amplitude Distortion QMF
「IR DigitalFilter of Even Order;1997年電子情報通信学会
ソサイェティ大会(97.9)
5 7 .下川:対象としてのトラヒックシステム,  ー テレオロジから

の離陸 一 ;日本オぺレーションズリサーチ学会 平成9年度

秋季研究発表会(97.9)
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58.黒柳大谷,江上,富永(元ATR光電波),安藤(大阪市大),中山(大阪
市大) :Influence of 「、一X Resonance on Current-Voltage
Characteristics in GaAs/InAIAs Strained Superlattices;
SSDM ' 97(97.9)
59 .下川,新上:Theory  of Design of Complex Systems:
Semio1ogicalApproaches;4th InternationalConference on
MathematicalMethods in OperationalResearch(97.9)
60.小管,松田:適応型情報通信アプリケーションのためのフレー

ムワーク;情報処理学会第55回全国大会(97.9)

61.新上,野口 : 時間変動する対称行列への近似固有値解法の適
用;情報処理学会第55回全国大会(97.9)

62.野口,新上 : 行列の固有値と固有べクトルの近似解法にっい
て;情報処理学会第55回全国大会(97.9)

63.下川新上 : トラヒックシステムのオントロジにおける確率概
念;Workshop on Applied Propability ' 97(97.9)
64.荻野 : ダイナミックマルチスト リ ームマルチキャストルーチ
ング ;電子情報通信学会 情報ネッ ト ワー ク研究会(97.9)

65.田野,服部(上智大) : P e r f o r m a n c e  of Delay Spread
Compensation Techniques in Micro-ce11ular Systems;

. MoMuC' 97(97.9)
)6 .劉 ,D a v i s : L o w - f requency Fluctuations and Mode
Competition in Laser Diodes with External Feedback;
Optics Japan '97(97.9)
67.稲垣,川村,今井唐沢 :Advanced PersonalCommunication

System using Opt i ca lS i gna lProcess ing  Mult ibeam
Antennas;MWP ' 97(97.9)

68.稲垣,吉,柴田,唐沢 : 0 p t i c a l S i g n a l P roce s s i n g  Array
Antenna Studies in ATR  for Advanced Wireless

Communication Systems;MWP ' 97(97.9)
69.大谷 , 江上 ,Grahn(PDI),P1oog(PDI) :Ca r r i e r  Density
Dependence of Transitions between Chaotic and Periodic
Photocurrent Osci11ations in Undoped GaAs/A IAs
Superlattices;EP2DS-12(97.9)
70 .三村(東北大),細田(元ATR光電渡),大谷,横尾(東北大) :
Photocurrent and Photoluminescence Affected by 「一X
Electron Transfer in Type-I GaAs-AIAs Superlattices;
SSDM ' 97(97.9)
71.大谷,江上 ,藤原(九州工大),Grahn(PDI) :Photocurrent Self -
Osci11ations in Undoped GaAs/AIAs  Superlattices
Modulated by an ExternalAC Voltage;NPE ' 97(97.9)
72.安藤(大阪市大),中山(大阪市大),西村(大阪市大),細田(元ATR光

電波 ) , 大谷 ,江上 ,藤原 (九州工大 )  : W a v e f u n c t i o n
De1ocalization of Strongly-1ocalized Stark-1adder States in a
GaAs/AIAs Superlattice;NPE' 97(97.9)
73.唐沢: ソフトゥェアアンテナ  一知能と変身の術を備えたマ

ルチメディア時代のアンテナ ー ;システム制御情報学会 応

用信号処理研究会(97.9)
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A T R知能映像通信研究所 〒619-02 京都府相楽郡精華町光台
国内 (0774)951401

電話 : -
国際 +81774951401

N0 .

夕 イ  ト ル

N0.

夕 イ  ト ル

M-001

M-002
M-003

3次元仮想物体生成 ・ 編集システムにおける ドメイ  ン遷

移メカニズムの実現

共有仮想空間の知的利用のための定性的システム同定

法と2レベルオントロジーに関する研究

Effectively -Heterogeneous Information Extraction
Toward  An Outsider Agent for Supporting A
Brainstorming Session
Facilitation of Co11aborative Concept Formation by
Visualizing Thought Space Structure
An Interactive Visualization and Simulation Toolfor

Archae1ogicaland GeographicalData

M-008

M-009

M-022

M-024

M-025

VisTA: An  Interactive Visualization Too1 for

Archae1ogicalData
IntervalScripts:a Design Paradigm for Story-Basf
InteractiveSystems 。

Personalizing shared information in  creative
conversations

SCAN&TRACK:An  Active Space Indexing System
for Unencumbered Tracking in VirtualEnvironments
Geometric-Impr ints :An OptimalSign通cant Points
Extraction Method for the Scan￥&Track Virtua1
Environment

M-005

M-007

A T R音声翻訳通信研究所 干619-02 京都府相楽郡精華町光台
国内 (0774)951301

電話: -
国際 +81774951301

N0.

IT-0002

IT-0003

I T-0004
I T-0005
IT-0006

夕 イ  ト ル

N0.

夕 イ  ト ル

Analysis,generation and more by means of genetic
algorithms
音声言語テ'ータへ ースのための日本語形態素情報と表記の
体系

話者適応を用いた不特定話者音声認識

発話状況を考慮した対話翻訳に関する基礎検討

自動翻訳電話研究所の対話テ ー タへ 'ースと音声翻訳システム
ASURAの音声認識用文法・構文解析用文法の間の日本

語形態素情報の相違点

Non -grammat ica lPhenomena  in  Re a l E n g l i s h
Conversation.

音声言語テ ータへ ゛ースにおける目本語形態素解析マニュアル
C言語によるCHART構文解析法(I )  一 フ'ロクラム解

説書

ハイクラムを用いた目本語形態素解析における各種探索法

の比較検討

C言語による双方向C H A R T構文解析法(II)ープログ
ラム解説書

音素配列構造の制約を用いた連続音声認識

Description of fundamentalfrequency in read speech
in the ATR200 sentence database
EMMI -ATR Environment for Mult i  Mode1
Interactions

IT-0019
IT-0020
IT-0021
IT-0022
IT-0023
IT-0024

IT-0025
IT-0026
I T-0028

IT-0029
IT-0030

IT-0031

IT-0032

IT-0033

IT-0034

語用論的分析に基づく自然発話の長文分割

電話会話とマルチメテ゛ィア会話の特徴分析

Study on Rule-Based Speech Synthesis
木構造話者クラスタリンク゛手法を用いた話者適応アルコ゛リス ゛ム1こ

おける諸検討

用例検索の超並列計算機C M - 2を使つた高速化
不特定話者認識モデルの学習するためお音声デー タべ

ースの簡易レべリング

連続音声認識の研究

Recent issues in Meaning Recognition
0 n  the Applicability of Bayesian Belief Networks to
Language Modeling in Speech Recognition
マルチモータ 、ル・シュミレータEMMIを用いた道案内テ'ータへ 、ースのテキスト
Labe11ing of Spontaneous Speech Data Using DAT-
Link for AD and Xwaves+for Segmentation
単語のtrigramを利用した音声認識と自由発話認識への
拡張

自由発話音声認識における音響的および言語的な問題

点の検討

音節ハ ランス無意味単語を用いた合成音声主観評価結果と
動的ケフ'ストラムを用いた接続歪の関係

The role of speaking style,duration,and f0 in signa11ing
affect:anger, and politeress.

IT-0007
IT-0009
I T-0010

I T-0011

I T-0015

IT-0016
I T-0017

IT-0018
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国際 +81774951011

N0.

夕 イ  ト ル

N0.
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I T-0035
IT-0037

IT-0038
I T-0039
IT-0040
I T-0041
IT-0044
IT-0045
IT-0046
I T-0048

I T-0049
IT-0050

Multi-1eveltiming in speech
French Surface Form Generation in Transfer-Driven
Machine Translation

音声におけるアクセント情報の持つ情報量の考察

SSS-ToolKit(ver3.0)ユーサ 、 ス、・マニュアル
Structures in Spontaneous English Conversation
ファシ ゛イ ハ 'ーティションモテ 、ルに対する ハ 、 ックフ'ロハ 'ケ 、ーションアルコ'リス 、ム
の高速化

時間フレームの依存性を考慮したHMM

話者クラスタリンク'を利用した不特定話者音素モテ'ルの作成法

ホ'ース節に基づく音声認識用目本語文法
ASURAにおける英語構文生成処理系解説書 一付 : 英
語構文生成知識記述マニュアル ー

Texts and Structures Pattern-matching and Distances
A Study on Pauses as Phrase Demarcators for
Processing Spontaneous Speech
フレーム同期型SSS-LRによる連続音声認識
機能試験例文とその英訳文

音声言語テ'ータへ゛ースにおける 日本語形態素マニュアルの補造
Chatr Overview and Synthesizing English Intonation
Mode11ing speaker-specific intonation characteristics
音声言語デー タベースの構成

翻訳機能の評価法

An Efficient Phoneme-Context-Dependent LR Table
Applied to the SSS-LR Continuous Speech Recognition
Systems
Effects of Mode on Spontaneous English Speech in
EMMI

マルチモーダル ・ ヒューマン・コンピュー 夕 ・ イ ン タ

ラクション関連文献調査

Labeling of Prosodic Structure in Japanese
アクセントモデルを用いたF 0クラスタリングによる句

境界検出

対話行為ラへ゛ルとその自動付与
Pattern-based approach to interactive disambiguation:first
definition and experimentation

IT-0077
IT-0104

IT-0111
IT-0116

IT-0120

A Unified Approach to Pattern Recognition
多元的類似度計算に基づく文脈依存のボトムアップパ

ーサMA C - B P
Speech Alignment and Prosodic Transcription
A Speaker Sensitive Art i f i c i a lNeura lNetwork
Architechture for Speaker Adaptation
フレーム同期型SSS-LRにおけるアクセント句境界尤度
の利用Use of Accent Phrase Boundary Likelihood in a
Frame Synchronous SSS-LR
Probabilistic Transfer Vector Prediction for Speaker
Adaptation
近似反復Bayes推論に基づく連続密度Hidden Markov
Mode1の逐次適応学習

音声認識誤り発声過程のモデル化に関する研究

未知語処理のための音響モデルの検討

Preliminary Experiment for Sperker -independent
Speech Recognition
混合分布セグメントモデルを用いた母音識別実験

研究用自然発話音声デー タベー ス解説書 (96年版)
一旅行会話夕スクー
音声認識における統計的言語モデルの選択使用の効果

音素クラス夕モデルを用いた未登録語検出法の検討

重回帰写像モデルに基づく話者適応方式の検討

統計的言語モデルの構築とMAP推定を用いたタスク適

応

Implementation and Testing of Quasi-Bayes Speaker
Adaptation Algorithm
単語グラフ密度を用いた連続音声認識系の性能評価法

の検討

話者選択と移動べクトル場平滑化による声質変換のた

めのスぺク トル写像と学習デ一夕選択方法
話者選択と移動べク トル場平滑化を用いた声質変換に

おける写像元話者の選択方法

研究用自然発話音声データベース解説書('97年度公開
版) -一 旅行会話タスク ー一

IT-0124

IT-0132

IT-0134
1lT-0135
IT-0144

IT-0152
IT-0156

IT-0164
IT-0165
IT-0179
IT-0183

IT-0185

I T-0186

IT-0208

IT-0215

IT-0222

IT-0051
、一0052
,1、一0053
I T-0054
I T-0055
I T-0056
IT-0057
IT-0058

I T-0059

IT-0060

IT-0062
IT-0068

IT-0069
IT-0073

N0 .

夕 イ  ト ル

N0.

夕 イ  ト ル

H-001 A Neu r a lNe two r k  Mod e l f o r  A r m  Trajectory
Formation Using Forward and Inverse Dynamics
Models

Supervised Learning for Coordinative Motor
Contro1” , ” ”
A New Information Criterion Combined with Cross-
Validation Method to Estimate Generalization

Capab通ty
2回逆投影法による複数画像からの3次元情報の抽出

From EMG to Sound Patterns of Vowels:Software

Word Recognition Using Auditory ModelFront-end
Incorporating Spectro-TemporalMasking

H-007 Speaker-Independent Speech Recognition Using an
Auditory ModelFront End that incorporates Spectro-
TemporalMasking Effect
Implementat ion of Feature Tracking and
Factorization Algor i thm for Shape and Motion
Recovery from Image Streams
変換聴覚フィート゛ハ゛ックの基礎検討 一非定常ヒ 'ッチ変換によ
る発声ヒ 'ッチの変動にっいて 一
Dynamic Cepstrum Parameter Incorporating Time-
Frequency Masking and Its Application to Speech
Recognition

H-002

H-003

H-008

H-009

]1i-010H-004
H-005
H-006
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H-011 DynamicalContro1of Cluster Boundaries by Changing
the State Space Structure of an Associative Memory
Model

Osci11atory Neura1 Network and Learning of
Continuously Transformed Patterns
Switching the Vector Field According to the Input of
an Osci11atory NeuralNetwork
NumericalBifurcation Analysis of an Osci11atory
Neura lNetwork with Synchronous/Asynchronous
Connections

両眼立体視におけるトランスへ 'アレンシーの計算理論と2重視差
の一撃計算モテル
Time-domain comb filtering for speech separation
Context-Driven Retr ieva land Saliency of Facia1
Features

From EMG to formant patterns of vowe l s : t he
implication of vowelsystems and spaces
Indirect Measurement of Feature Saliency in Face
Processing
The production of 1ow tones in English intonation
Reconstructing the Voca lT rac t  Dur ing Vowe1
Production using Magnetic ResonanceImages
変換聴覚フイードハ ックにおける機能局在の研究
標準正則化理論の多価関数への拡張 ( 1 )  一超並列緩
和計算によるなめらかな多重表面の復元 一

最適化原理に基づく運動パター ンの生成と認識に関す

る研究

DTWに基づく音声認識アルコ、リスムと統計的参照ハ 'ターン設

計法

Morpho1ogicaland acousticalanalysis of the nasaland
the paranasalcavities
A Theory for Cursive Handwriting Based on the
Minimization Principle
A ComputationalModelfor Cusive Handwriting Based
on the Minimization Principle
ArtificialLife Primer
Projective Invariant of Lines on Adjacent Planar

Regions in a Single View
音声情報処理へのニューラルネットワークの応用

Junctions Analysis on the Projected Image of 3D
Objects ̃Detecting Y -and arrow -Junctions from
LocalImage Derivatives̃
Multi-Valued Standard Regularization Theory(1):Globa1
Reconstruction of Multiple Transparent Surfaces via
Massivery Para11elRelaxation Algorithms
標準正則化における滑らかさの尺度の一般化と面復元

への応用
標準正則化理論の多価関数への拡張(2) 一多価正則化ネッ
トワークとその学習アルコ、リス 、ム ー

Transformed Auditory Feedback:Effects of
FundamentalFrequency Perturbation
Methods for modeling of soft-tissue speech articulators
An analysis of the dimensionality of jaw motion in
speech
Principles of Systemic Contro1:The implications of
dua l con t ro l i n  naturalsystems for the design of
artificialsystems

H-044
H-045
PhysicalModels for Edge Finding Snakes
Mult i -Valued Standard Regularization
Theory(2):Regularization Networks and Learning
Algor i thms for Approximating Multi -Valued
Functions

Geometric Invariant of Noncoplanar Lines in a Single
View

ニューロン系のェネルキ゛一最小化による最適解探索に関する研究

Estimation of Dynamic Joint Torques and Trajectory
Formation from Surface EMG signals Using a Neura1
Network Mode1

進化システムを用いた造伝子のコーテ'インク'領域予測システムの開

発

Evolutionaly System for the Computer Screening of
the Coding Regions of Human Genome
シミュレーテット、 ・ア二ーリンク法を用いた配送計画支援システム

中枢神経系における運動の適応 ・学習メカニス 、ムモテルに関

する研究

大規模非線形計画間題に対する逐次線形化法

非漢字圈日本語学習者に対する漢字指導法の検討 一筆

順指導と構造指導 一

CAM-Brainシミュレータの高速化 一 フ'ロクラムの改良とCM-5へ
の移植 一

A Min imum Error Approach to Spotting-Based
Speech Recognition
3次元物体投影像における一撃的交差形状解析法

The Perception of Concurrent Vowels:Periodic and
Aperiodic Vowels
発振ニユーラルネットの遊走変化に関する実験的解析

一般回帰による正則化理論の多価関数への拡張と線過
程を用いなぃ不連続関数再構成アルコ'リスム

The Effects of Complex Extraneous Sounds on a
VowelContinuum

最小キーワート列分類誤りのための新しぃスホ'ッタ設計法

UnidirectionalVersus Bi -direct iona lTheory for
Trajectory Planning and Contro1
Examinations of Possible Explanations for Trajecto . ・
Curvature in Multi-Joint Arm Movements
Object Recognition by Combining Paraperspective
Images
VisualField Effects in MentalRotations

物体の奥行運動を検出する視覚情報処理機能

多価正則化ネットワーク -- 一多重表面 復元と2重運動 検
出への応用 一 一 一

大規模2次計画間題に対する内点法とその数値計算にっ
いて 一逐次線形化法の部分間題への適用を目指して 一

Projective Invariants of Intersections of ]11[yperplanes
in the n-dimensionalProjective Space
Time-domain simulation of sound production in the
brass instrument

A new discriminalgeneralised cross correlator
Using an Inverse Dynamics Representation to
Reconstruct TemporalFiring Patterns of Purkinje-
cells in Monkey VentralParaflocculus
多価正則化ネットワーク 一多対h写像を学習する多層ネットワーク
の理論 一

The Asynchronous MFT Equation Converges Faster
Than the Hopfield Network

H-012

H-013

H-014

H-046
H-047
H-048

H-015

H-016
H-019

H-020

E-022

H-023
H-025
H-026
H-027

]1i-028

H-029

E-030

H-031

H-032
H-033
H-034

H-035
H-036

H-049

H-050

H-051
H-052

H-054
H-055
H-058

H-059

H-060
H-062

H-063
H-065

H-066

]1i-067
H-068

H-069

H-072

H-073
H-074
H-075

H-077

H-078
H-081
H-084
H-086

H-037

H-038

H-039

]l1-040

H-041
H-042

H-043 H-087

H-089
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N0.

タ イ  ト ル

N0.

タ イ  ト ル

H-090

1H-094

H-095

E-096
H-098
H-101

並列計算機CM-5を用いた逐次線形化法に対する数値実
験

局所微分フイルタを用いた多重スケール多重方向場の表現と検

出

Exemplar -based and Norm-based Models of Face
Recognition
Exp1oring the Structure of MultidimensionalFace
Space.

Nonparametric Regression for Learning
Auditory SignalProcessing for the Segregation of
Speech from Interfering Sounds:A Computationa1
Investigation of SpatialLocation and Periodicity Cues
The sy11ables,InternalStructure and Role in Prosodic
Organization
2次計画問題に対する主双対内点法とその数値実験

Eliminating spurious memories using a network of
chaotic elements

筋電位に基づく調音運動開始時点の測定 一発話潜時と
の比較 一

A new method for measuring vocaltract transmission
characteristics

Telephone Band Conversion of Studio Quality Audio
Data

Temporalconstra ints on the perception of the
McGurk effect

FunctionalData Analyses of Lip Motion
Femininity and masculinity of the face
物体の運動と形状の3次元復元と操作のための体系的計

算理論

X-ray film database for speech research
Viewpoint Dependence in Face Recognition
一般化線形モテ゛ルによる発火頻度解析
Proceeding of the ATR workshop on “ ” A Biologica1
Framework for Speech Perception and Production” ”
Why t h e 1 / 3 P ow e r  Law of Drawing and Planar
Motion Perception?
MVHBF:A network that approximates mult i -
valued,vector-output mappings
Automatic Face Recognition:Combining Configuration
and Texture

Effects of Lighting on the Perception of Facia1
Surfaces

An  Evolutionary Approach to Program
Transformation and Synthesis

Applying Energy Minimization Splines To X-Ray
VocalTract Images
Sound Localization in the HorizontalPlane:A Binaural

Approach
視覚運動学習を可能にする中枢神経機構 --一人間の到達
運動から推定する座標系とその表現一一一

オフ'ティ力ルフローからの多重運動立体視の計算機実験

Synergy of Modular NeuralNetworks by Fuzzy Logic
A PROPOSAL T 0  CREATE A NETWORK -WIDE
BIODIVERSITY RESERVE FOR DIGITAL
ORGANISMS
ブロック構造を持つ2次計画問題に対する非動機並列

型共役勾配法

ヒトおよびチンパンジーの舌筋の比較研究

H-138

H-139
H-140
H-141
H-142
H-143
H-144
H-145
H-146

H-147

H-150
H-151
H-154
H-155

H-157

H-158

H-159
H-160

2 次運動が示す運動視差および動的遮蔽の手がかり か

らの奥行知覚

Learning to1ocalize sounds using vision
顔の感性情報処理の研究方法にっいて

線形計画問題に対する射影変換法とアフイン変換法

MATLAB入門
Mathematica入門

Chaotic Potts Spin mode1 for combinatoria1
optimization problems
Tierra Network Version

Projective Invariants of Noncoplanar Lines Derived
from a Single View
Projection Invariants of(n-2)-DimensionalSubspaces in
n-DimensionalProjective Space
Implicit Learning of Complex VisualRegularity of
Faces

Bifurcations in traveling salesman problem
Experiments in VowelSegregation
Tw o  Plane Structures and Motions f rom Point

Correspondences in Two Images
Algobraic Analysis of GeometricalFactors in Object
Recognition
Variability in Familiar and NovelTalkers:Effects on
Mora Perception and Talker Identification
強化学習によるゲーム戦略の獲得

Simulating probability matching in groups of foraging
an ima l s :A  comparison of representat iona land
nonrepresentaionalmodels

The Effects of Talker Variability on the Perception of
American English/r/and/1/by Japanese Listeners,II:Subject
differences,acoustic and temporalcorrelates of taiker
effects,and some technicalconsideration
単純順位文法に対する並列構文解析アルゴリズムのC

M - 5への実装とその性能評価
Does CardioidalStrain Change in RealFront View
Face Images Eave  an Effect on Changing the
Perceived Age?
統計的時系列モテルを用いた変換聴覚フイート゛ハ゛ック法の検討
Bifurcations in mean field theory annealing
画枠と奥行き知覚に関する実験的検討

Refining Hygenic Macros for Modules and Separate
Compilation
The Dynamics of AudiovisualBehavior in Speech
Chaotic Potts spin
A computationalApproach to Evolutionary Bio1ogy
Trumpet sound simulation using a two-dimensiona11ip
vibration model
Time-domain Simulations of Sound Production in an
Organ Flue Pipe
Acoustic characteristics of the human paranasa1
sinuses derived from sound pressure measurement
and morpho1ogica1observation
Measuring and creating different facialimages for age
and gender
The C/ D  Mo d e l a s  a Dynamic ,Non -Segmenta1
Approach
Validity of gender judgement of faces;Comparison
between faces of different age groups

H-103

H-105
H-106

ll07

H-108

H-109
H-112
E-113
H-114
H-115
H-116
H-117
H-118
]三[-121

H-122

◆-123

H-124

H-125

E-126

E-127

H-128

H-129

H-130
H-132
H-133

H- l61

H-164

H-165

H-166
H-167
H-170
H-171
H-174
H-175
H-176
H-177

H-178

H-179

H-183

H-184

H-186
E-135

H-136
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N0.

タ イ  ト ル

適応ルーチングシミュレーションシステム SARA -1
2次元プロットッール(FD付)

OpticalSignalProcessing Multibeam Array Antennas
for both Transmission and Reception

N0 .

夕 イ  ト ル

時空間信号処理に基づく高感度・高耐干渉受信システ

ム 一 シングルビーム形成型アダプティブアレー と最

ゆう系列推定の結合方式 一

AC-0003
AC-0004
AC-0001l1

AC-0011

A T R通信システム研究所 =i=619-02 京都府相楽郡精華町光台 電話:

国内 (0774)951501

国際 +81774951501

国内 (0774)951162

国際 +81774951162
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H-189

H-190

H-193

H-194

H-195
H-196

li-197

H-198

H-199

H-201

H-202

H-203

夕 イ  ト ル

Acoustic characteristics of the piriform fossa in
models and humans
2質量モデルを用いた金管楽器の発音シミュレーショ
ン

Doubly constrained network for combinatoria1
optimization
Dynamic Programing for the Prototype -Based
Minimum Error Class通er

Speech FundamentalFrequency Estimation
A Study of Cepstrum Optimization by Discriminative
Feature Extraction -DFE Implementation details-
Associative memory based on parametrica11y coupled
chaotic elements

Artificial Life Based on Programmed Self -
Decomposition Mode1
生体の運動制御における軌道計画のメカニズムおよび

視覚運動連関に関する研究

PATTERNRECOGNmON USING DISCRIM]1NATIVE
FEATURE EXTRACTION

運動軌道テ゛ータから計算される評価関数による軌道計画

規範の検討

Perceiver Eye Motion During AudiovisualSpeech
Perception

N0.

H-204

H-207
H-209
H-213

H-214

H-216

E-217
H-219

タ イ  ト ル

Diagnostic Recognition:Task Constraints,0b ject
Information, And Their Interactions

3次元表面曲率の月国内表現に関する心理物理的研究

Receptive Field Weighted Regression
自律的画像観測機構を実現する視覚系の数理的モデル

化の研究

Diffpackを用いた2次元非圧縮性流体のシミュレーショ
ン一管楽器発音のモデル化にむけて一

An Application of Discriminative Feature Extraction
to Filter-Bank-Based Speech Recognition.
Ten Experiments on VowelSegregation
An ExperimentalStudy of the Open End Correction
Coefficient for Side Branches within an Acoustic
Tube.

3D Eye Deve1opment of a Three-DimensionalEye
Measurement System based on Computer Imaging
Kohonenマップのシミュレーション

Discriminative Training for Speech Recognition. 1'

Constrained Neura1 Approaches to Quadratic
Assignment Problems

A Study on the Speech Acoustic-to -Articulatory
Mapping using Morpho1ogicalConstraints

H-220

H-221
H-222
H-223

H-224

N0.

C-005
#C-006
C-007
C-008

C-009
C-010
C-011

C-012
C-014
#C-015
C-016

タ イ  ト ル

光切断法による3次元立体形状自動入力” ,

INTENSHIP REPORT(Automatic acquisition and
reconstruction of 3-dimensiona1object)
言語・画像情報統合理解の研究

手の動き認識とこれを利用したマンマシンインターフェ ースの研究に
ついて

立体画像信号の伝送に関する一検討
構文解析ツールPARSER
対話と係り受け情報を利用した文献検索システムの研

究

臨場感通信会議システムに関する一考察

概念図作成支援システムの試作

文書画像テ゛ータへ'ース編集フ'ロク゛ラム
出版業におけるレイァウトに関する専門知識の調査

N0.

C-017
C-018
C-021
C-022
C-023

夕 イ  ト ル

通信ソフトゥェアの仕様記述にっいて
暗号研究の現状

直線型3次元Hough変換による平面の抽出
セキュリティ研究の現状

Relative Order Determination in Ambiguous Moire
Pictures Surface Carvetures Compution in Moire
Pictures

奥行き歪に関する一検討
顔の向き検出法に関する研究

光切断法による3次元形状の自動入力

Symbolics用目本語入力フロントェント゛.キ ーホ ゛ ー ト゛.エミュレ ー タ ー
「JOKER」
モアレ縞生成及び3次元形状合成システム取扱説明書

#C-024
C-025
C-026
C-027

#C-028



N0 .

タ イ  ト ル

N0 .

夕 イ  ト ル

#C-02111
C-030
C-031

C-033

#C-034
#C-036
C-037
#C-038
#C-039

#C-040
#C-041
C-042
C-043
':1-045
;11lC-046
C-048

C-050
C-051
C-052
C-053
C-054
#C-055
C-056
C-058
C-059
C-063
#C-064
C-065
C-066
C-067
C-068
,C-069
C-070

C-071
C-072
C-073
C-074
C-075
C-076
C-077
C-078
C-079
C-080
C-081
C-082

C-083
C-084
C-085
#C-086
C-087
C-088

光切断法による3次元形状の自動入力に関するソフトゥェア取

扱説明書

FacialImage Processing and Face Modeling
指文字を例にした手振り認識の結果 ー テ゛ータクローフ゛によ

る指文字の認識結果 一

スケールスへ '一ス解析と輪郭線の規則性による輪郭像のセク'メンテーシ
ョン手法

S 1[ P S利用の手引
文書レイァウトに関する研究 一研究環境 一

地図案内システムIMAGE

図形画記述/検索SPADE SYSTEMルール説明書
図形画記述の検索SPADE SYSTEM インターフェース
ツール

通信技術文書体系化システム

通信ソフトゥェア設計支援システム

3次元形状の再構成手法にっいて
演緯的学習にっいて
U l t  r i xコマンド利用者マニュアル
知的文献検索実験システムの仕様

要求理解フ'ロク゛ラムの類似サーヒ ゛ス検索部の一部にっいての
ATRによる実現

JOKERシステムSymbolics側ソフトゥェア解説書
Symbolics用 日本語ターミナルエミュレータ
Symbolics用dviファイルフ'レヒ ゛ユアーシステム
ネットヮーク仕様記述言語処理系仕様書

知的電話機設計ドキュメント

ユーサ'モテ゛ルを用いた知的文献検索システムの仕様
フ°ロタ゛クションシステムとATMSによる画像認識システムASDS

PV-WAVE拡張フ'ロシシ 、 ャーマニュアル
Hand Motion Interpretation Using NeuralNetworks
ステレオ画像を用いた指先位置の実時間測定

ネットワーク仕様記述処理システムにっいて

通信ソフトゥェアの非手続き的記述法手法と解析手法の研究

通信ソフトゥェア自動作成実験

CGによる枝ぶり生成法

格子点探索法における最近傍底点の周期性

Software Design and its Automation FinalReport
視点及び視線検出のための特徴点実時間抽出処理と高

精度化の検討

3次元画像モテ'ルテ、ータへ ゛ースのアクセス・指示法の研究
2次元対象物の3次元化手法としてBSE法の提案

STR(State Transition Rule)記述仕様書
State Transition Rule(STR)Description
視点追跡形立体表示装置の構成と操作法

運動視における表示遅れの影響

RealTime Hand Motion Detection and Recognition
視線検出装置とマウスを併用する指示入力法の評価

通信サーヒ゛スにおける要求の理解

自然言語空間記述による視野探索

仮想協調作業空間における物体の管理

自然言語と手指示を統合した3次元仮想空間中での対象

物操作と配置

Interactions between objects in a virtualspace
利用者インタフェースのための手振り認識と理解にっいて
設計知識の構造化と活用

設計フ°ロセスの蓄積と再利用

Acquiring3D Models from Sequences of Contours
通信サーヒ°ス仕様から通信ソフトゥェアを生成する手法

C-089 Evaluation of the i1[omotopy Sweep Technique
Representation and animation of three-dimensional
images for human face generation and mouth
animation

表情表現を考慮した顔特徴点抽出に関する検討 一表情

変化による顔皮膚表面の時間的変位の計測箇所と表情

再現品質の関係の基礎検討 一

オフ 、シ 、ェクト指向テ 、 ータへ ゛ースのアクセス制御機構とセキュリティ設計支
援手法

ハ 'ーソナル・コンストラクト ・心理学実験にもとづく自動車記述のた
めの概念検出可能性に関する研究

What You Say I s  What You See - Interactive
Generation ,Manipulation and Modification of 3-D
Shapes Based on VerbalDescriptions-
Calibration of a Stereoscopic Display System without
specialequipment needs,and delay reduction in the
eye tracking system.
眼のCGアニメーションと視線の知覚に関する検討

3次元顔画像生成に関する研究

PerceptualKinematics:Vision-based Contro1of Robot
Manipulators
設計知識の構造化と活用 一設計知識の再利用 一

ドメインモテ゛ルを利用した通信サーヒ゛ス仕様生成手法

空間多重フイルタリンク'に基づく3次元曲面の特徴計測とその

一般化

Towards the Realization of Rea1-Time Co11ision
Detection

通信サーヒ'ス仕様におけるサーヒ'ス競合の自動検出法

Screening services simulation
3D仮想物体を用いた形状に関する概念獲得方法

通信サーヒ゛ス設計および検証における形式的支援に関する

研究

Snakesによる複雑な輪郭の追跡

STR手法と通信サービス競合 (非決定性) 検出に関す

る考察

ネットワークセキュリティ参昭モデル

格子点探索法による素因数分解高速化手法

安定姿勢における形状対象性を用いた能動的3次元形

状推定

通信サービス要求記述への自然言語の適用

自然言語による通信サービス要求記述からS T Rへの
変換

通信サービス仕様STRからプログラム仕様SDLへの変
換

ドメインモデルによる要求理解にっいて
連想記憶を用いた異質性を含む情報の抽出手法の検討

STR(State Transition Rule)記述仕様書
A Sophisticated Manipulation Aid in a Virtua1
Environment

User Interest Acquisition
3次元測定データの重要度に応じた表情再現方法の一

考察

Knowledge Representation and acqvistion f o r 3-D
Shape Onto1ogies
広域状態、遷移に着目 した通信サービス仕様の検証

階層適空間表現を用いた3次元物体感の実時間イン夕

ラクションに関する研究

高信頼性ソフトゥェア設計手法の研究

#C-090

C-091

C-092

C-093

C-094

C-097
#C-098
C-099

C-100
C-101
C-102
C-103
C-104
C-105
C-106
#C-107

C-108
C-110

C-111
C-112
C-113

C-114
C-115

C-116

C-117
C-119
C-120
C-121

C-122
#C-123

C-124

C-125
C-126

#C-127
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N0.
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C-128

C-129

C-130
C-131
C-132
C-133

#C-134
C-135
C-137
C-138
C-140

C-141

C-142

C-143
C-144
C-145

通信サー ビス仕様に関する要求と理解とソフ ト ゥ ェ ア

への変換に関する研究
対象システムに非依存なソフトゥェア生成と異種プロ

トコルへの整合

交換機能概念モデルとその応用

通信システム仕様の要求理解における高速計算方式

分散ネッ トワー クにおける通信ソフトゥェア仕様の生

成法

通信サー ビスのモデル化と自然言語による仕様記述の

理解法

実行順序解析方式 ” ,

樹木画像を入力とする3次元樹木形状のフラクタルモ

デルの自動推定方法

仕様記述段階でのサービス競合検出手法に関する考察

臨場感通信会議システムにおける実時間表情検出

v R研究における力覚呈示装置の分類とT 0 C U S を
利用した試作装置に提案

Emotion Enhanced Face Meetings which Uses the
Concept of VirtualSpace Teleconferencing
Interactive3D Visualization of mentalimages theough
a twotevelrepresentation of componeutialqeavetry
把持動作における夕一ゲット予測
手振り言語による仮想物体形状生成イン夕フェース

画像ボケによる奧行き知覚誤差の定量化

C-146

C-147

C-148
C-149
C-150

C-151
C-152
#C-153

C-154
C-155
C-156
C-157
C-158
C-159

フ ラ ク  タルを用いた仮想空間中の樹木形状の高速表示

技術の研究

臨場感通信会議における人物動作のリアルな実時間再

現方式

熱画像と可視光画像のステレオ統合による時系列距離

画像獲得法の検討

遣伝的アルゴリズムを用いたマルチカメラ画像からの

人物の姿勢推定法の検討

3次元物体形状の面対称に基づく能動的復元および色

彩情報の再現

S T Rによる仕様記述法と仕様確認支援手法の評価
異常な状態への遷移の検出精度向上手法の検討
オブジェクオ指向デー タベースシステムにおける完全

性のための機構と設計支援手法

危険な情報フロ一削除手法

サービス競合検出の効率化手法

領域知識に基づく通信ソフトゥェア要求獲得支援手法

図形によるサービス仕様記述支援法

Recognition of Continuos Gestures Using Nonlinear
Dynamics
An indirect approach to hand gesture recognition for
applications combining hand gestures and natura1
1anguage

A T R自動翻訳電話研究所 〒619-02 京都府相楽郡精華町光台
国内 (0774)951162

電話: -
国際 +81774951162

N0 .

夕 イ  ト ル

N0 .

タ イ  ト ル

I-001
I-002
I-003
I-005
I-006

I-007
I-008
I-009
I-010
I-011

I-012

I-013
I-014

I-015

I-016
I-017

I-018

Automatic Telephone Interpretation:A Basic Study
通訳を介した電話会話の特徴分析

多層音韻ラベルをもっ日本語音声デー タベース

連続音声認識

Phoneme Recognition Using Time-Delay Neura1
Networks

通訳を介した電話会話収集データ

日本語品詞の分類

簡易検索言語を持つ音声データベース管理システム

Research Activities of Speech Processing Department
対話型操作環境をワー クベンチごとに設定できるメニ

ユーシステムの作成

音声信号処理の基礎操作を提供する機能モジュール群

の作成

Voice Conversion by Analysis-Synthesis Method
Generalizing Unification in Semantic Networks toward
NaturalLanguage Understanding
A Description of English Dialogues by Structura1
Correspondence Spec通cation Language:SCSL
Comparison of Telephone and Keyboard Conversation
Summar ies  of Workshop on Na tu ra lLanguage
Dia1ogue Interpretation
巨idden Markov Mode1を用いた日本語有声破裂音の識

別

I-019
I-022
音声デー タベース構築のための視察によ る音韻ラべリ
ング

Research Activities of the Natura1 Language
Understanding Department and the Knowledge ar1,1、
Data Base Departmant
Quality Contro1of Speech by Modifying Formant
Frequencies and Bandwidths
種々の発声様式における韻律パラメ 一夕の性質にっい
て

A Method of Analyzing Japanese Speech Act Types(I)
テキスト ・ デ ー タベースからの慣用表現の自動抽出

研究用目本語音声デー タベース利用解説書

言語データベース用格、 係り受け意味体系

Analysis and Prediction of Vowe1-Devocalization in
Isolated Japanese Words
音声 ・言語インタフェースの予備検討

素性構造とその単一化アルゴリズムに関する検討

A Phoneme Lattice Parsing for Continuous Speech
Recognition
Modularity and Scaling in Large Phonmeic Neura1
Networks

Representation and computation of units of traslation
for Machine Interpretation of spoken texts
An Integurated Linguistic Database Management
System

I-023

I-024

I-026
I-027
I-028
I-029
I-030

I-031
I-032
I-033
I-034

I-035

I-036
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I-038

I-039
I-041
I-042
I-043
I-044

I-045
I-046
I-047
I-048
I-049
I-050

I-051

I-052

I-053

I-054

I-055

I-056
I-057

I-058

I-061

I-062
I-063
I-064
I-065

I-066
I-067
I-068
I-069
I-070

動詞敬語の相互承接にっいて 一句構造文法理論を用い
た構文論的説明 一

解析用辞書開発作業に関する一考察
The Formalization of a Knowledge Base for English
目標指向型対話における次発話の予測

言語デー タベース作成のための日英対訳対応付け

Record of Six Work Sessions on Concepts,Methods,and
Tools from Existing Running Rea1-Size MT Systems
Operations on Typed Feature Structures:Motivations
and Definitions
キーボー ド会話収録システムにっいて
Hidden Markov Mode1を用いた英単語認識
英語音声デー タベースの作成

句構造文法にもとづく日本語文の解析

Duration con t ro lmethods  for HMM phoneme
recognition
0 n  Sentence LevelFactors Governing Segmenta1
Duration in Japanese
A Study of English Word Category Prediction Based
on NeuralNetworks

0 n  the unit selection measure for speech synthesis by
rule using multiple synthesis units.
Pragmatic Extensions to Unification -Based
Formalisms.

Typed Features Structures:the Language and its
Implementation
合成用日本語音声デー タベースの概要

Word Spotting Method Based on HMM Phoneme
Recognition
Fast Back-propagation Learning Methods for Neura1
Networks in Speech
Speech Research at ATR Interpreting Telephony
Research Laboratories

対話文翻訳における英文生成システムの検討

ニュー ラルネ ッ ト ワー クの音声情報処理への応用
解析過程の制御を考慮した句構造文法解析機構の検討

Research Activities of the Speech Processing
Department
Modified MItalk

対話翻訳のための階層型プラン認識モデル

目標指向型対話におけるドメイン知識の調査

Tools for FundamentalFrequency Mode11ing
Research Activities of the Na tu r a lLanguage
Understanding Departmentand the Knowledge and
Data Base Department for1988”
RETIF:A Rewri t ing System for Typed Feature
Structures

ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム ・ リ ーデイング知識を用いた音韻セ

グ メ ンテーション・エキスパートシステム

The ATMS ManualVersion1.1ATMS説明書1.1

Politeness Strategies in American English Telephone
Dia1ogues
形態素情報利用解説書 (兼作業マニュアル)

連続音声データベースにおける言語・韻律情報

否定文の理解に関する研究” ,

音素的特徴の動的性質を用いた調音結合の正規化

H MM音韻認識と拡張L R構文解析法を用いた連続音
声認識

I-083

I-085

I-086
I-089

I-090

I-094
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I-101
I-104
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I-108
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目1 1

I-112

I-114
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対話参加者の心的状態に関する制約に基づく発話解釈
モデル

T D N N音韻スポッティングと拡張L  R パーザを用い
た文節音声認識

研究用A T R日本語音声デー タベースの作成
時間遅れ神経回路網 ( T  D N N )  を用いた音韻/音節ス
ホ 'ッティク゛

Para11elism ,Hierarchy ,Scaling in Time-Delay Neura1
Networks for Spotting Phonemes and CV-Sy11ables
対話における名詞句の同一性の理解とその応用

セハ°レートへ゛クトル量子化に基づく話者適応化
ファシ ゛イへ゛クトル量子化に基づく話者適応化
へ゛クトル量子化話者適応のHMM音韻認識への適用
へ゛クトル量子化話者適応の時間遅れ神経回路網(TDNN)に
よる音韻認識への適用
話者重畳型HMMを用いた調音様式の話者適応化

へ゛クトル量子化話者適応化の研究
話者適応化における写像方法の比較

結合価情報を用いた誤認識単語の推定手法

単語間の連続確率を用いた付属語列の生成実験

高精度HMMを用いた英単語認識

係り受け関係を用いた文節候補選択処理

SL-TRANSにおける、 文節候補選択処理、 問合わせ処
理

文節候補選択処理のための係り受けテ ータ”

会話文音声生成のための音声合成、 およびニューラルネットワーク

の連続音声への適用

Multiple Inheritance in RETIF

Research Activities of the Speech Processing
Department
0 N  INTERPRETATIONS 0 F  A FEED-FORWARD
NEURAL NETWORK

Research Activities of the Na tu r a lL anguage
Understanding Department and the Knowledge and
Data Base Department for Feb.1989-0ct.1989”
ニューラルネットにおける ハ゛ックフ'ロハ 'ケ ーション学習の効率化方法
Connectionist Large Vocabulary Word Recognition
日英機械翻訳システムにおける生成文の評価 一 「ダ」 型表
現を中心にして 一

Constructive NeuralNetwork for Speech Recognition
HMM音韻連結学習とNETgramを用いた英単語音声の
認識

Efficient Disjunctive Unification in a Bottom-Up Shift-
Reduce Parser

文節に基づく単一化文法の一案 特に任意要素類の扱い
を巡つて

Cross-Language Voice Conversion
Known Current Problems in Automatic Interpretation:
Cha11enges for Language Understanding
Strategic Lazy IncrementalCopy Graph Unification
Method

シフト不変型決定論的ホ゛ルツマンマシンによる音声認識

SL-TRANSの現状と課題
波形重ね合わせ法による合成音の品質にっいて
音韻環境に応じた音声合成素片の接続方法の検討

The Map Signalremote speech editor
Experiments in pitch extraction
Auditory nerve fiber spike generation mode1
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I-185
I-186
I-190

I-194

I-195
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複合音声単位を用いた規則合成実験システム

テキスト・テ゛一タへ ゛ースを用いた分脈自由文法の適用確率推定
種々の音韻連接単位を用いる規則合成方式の診断的な

評価

大規模音声テ゛ータへ ースに基づく音声合成
TDNN音韻スホ 'ッティンク゛と予測ハ 'ーサ'を用いた大語彙単語

音声認識

TDNNの構造の音韻認識率、 ソフトインハ゛リアント性への影響
Hidden Markov Mode1による音韻認実験の結果
HMM音韻認識における音韻連鐵統計情報の利用

自動翻訳電話研究用言語テ'ータへ゛一スの構成
日英対訳対応テ'ータ”

日英対訳対応テ゛ータの仕様

日本語解析文法の意味表現にっいて
SL-TRANSにおける日本語文法の概要
対話テ ータへ ゛ースからの頻度情報の抽出
Generalized LR Parsing in Eidden Markov Mode1
素性構造の単一化に基づくハ ーサの並列化方式

Time-Frequency SpectralEstimation of Speech-The
Role of Variance In Estimator Performance

ABMT FOR TEXT AND DIALOGUE a perliminary
assessment of its potentials
研究用目本語音声テ ータへ ース利用解説書(連続音声テ゛ータ
編)

Automatic Language Recognition Using Acoustic
Features

統計による音声認識候補の絞り込みに関する考察

音声認識における文法活用の有効性

音声認識用言語モテ゛ル構築に関する考察

ワーク ・へ ゛ンチツールキット・ウイシ'ェ ツト
ATRにおける NeuralNetwork を用いた音声情報処理

Study on Combining HMMs and NeuralNetwork
Models -TDNN-HMM for Phoneme Recognition-
声質変換技術と高品質ヒッチ変換法

ニューラルネットによる英単語品詞列予測モテ゛ル
ニューラルネットによる音素フイルタを用いた母音認識

Some ComputationalApplications of LexicalFunctions
並列自然言語処理における単一化手法の高速化
中間概念を定義した知識へ ゛ース作成手順
A T R自動翻訳電話研究所シンホ'シ゛ウムの開催
発話変動にロハ°ストなTDNNの検討

Overview of ATR Basic Research into Telephone
Interpretation
「は」 と 「が」 の処理
ATR対話テ゛ータへ、ースの内容
A Fuzzy Tra in ing Approach for Phoneme
Classification NeuralNetworks
単語間の共起関係を定義した知識へ゛ースの構成とその制
御方法

言語情報を利用した母音継続時間長の制御

A BilingualDia1ogue Database for Automatic Spoken
Language Interpretation between Japanese and
English
MONA-LISA:Multimoda10nto1ogicalArchitecture for
Linguistic Interactions and Scalable Adaptations
話者重畳型HMMによる文節認識

階層的クラスタリンク手法の訳語選択への応用

依存関係合成による機械翻訳システムPARTs
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I-215
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I-217
I-218
I-221
I-223
I-228
I-229
I-230

I-231

タイフ付き素性構造主導型生成

Optimization of Unification-based Generation
単一化文法解析生成システムのための英文法
Connectionist Large-Vocabulary Continuous Speech
Recognition
ニューラルネットワークによる音声認識の研究̃発表論文集̃
対判定型ニューラルネットヮークの原理と時間遅れ神経回路網との

統合によるロハストな音素認識

単語の意味カテコ゛リーを用いた係り受け整合度の平滑化

Comparing Fricatives: A Specia1 Analysis of
/hi/and/C5/in Japanese and German
日本語形態素分析の細則

言語テ ータへ ースから抽出した知識テ ータの分布
歪み尺度測地線を用いた音声スへ 'クトルの補間
伝送誤りに強いVQ符号帳構成法に関する検討

Tools for Monitoring Para11elLisp Programs
Unification-Based Parsing on Increasing Levels of
Para11elism 1

Research Activities of the Speech Processing
Department

Research Activities of the Na tu r a l L anguage
Understanding Departmentand the Knowledge and
Database Department for Nov.1989̃Mar.1991
Text-Independent Speaker Recognition Using Neura1
Networks

Determining Surface Form for Indirect Speech Acts
in English
Speech Recognition Expe r t  S y s t e m . A  s tudy  on

Knowledge and NeuralNetworks Integration
A Study on Expert System and Neura lNets  for
Speech Recognition
A Basic 1lntroduction to Planning and Meta-Decision-
Making with Uncertain Nonde terministic Actions
Using Second-0rder Probabilities
Communicative Functions of Spoken Japanese and Its
Meaning Interpretation on MT System
Research Activities of the Speech Processif
Department, January through Decem ber,1991
A Study of Speaker Adaptation and Speaker
Individuality
Third Person Referring Expressions in English
話者選択手法を用いた音声認識の基礎検討

混合連続分布HMMを用いた移動へ°クトル場平滑化話者適
応方式

Discourse Management Mechanism on Spoken
Dia1ogue Processing(in an MT System)
English-Japanese Transfer by ASURA Framework
A Study on Language Modeling for Speech
Recognition

Tree -based Unit Selection for English Speech
Synthesis
SL-TRANSの日本語標準表記に関する検討
Research Activities for the Na tu r a lLanguage
Understanding Department and the Data Processing
Department for Apr.1991̃Mar.1992”
混合連続分布HMM移動へ゛クトル場平滑化話者適応方式の
文節認識性能の評価
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I-301
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I-308
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Automated Labe11ing of Prosodic Aspects of English:
FinalReport
単一化に基づく構文解析:入門編 An Introduction to

Unification-Based Parsing Techniques
Easier C programming Input/output facilities
Easier C programming Some usefu1objects
Easier C programming Dynamic programming
日英対話テ゛ータへ ースへの発話行為タイフ'の付与方法に関す
る基礎的検討

言語テ゛ー夕へ ゛ース用格・係り受け関係属性付与基準 一深層

格編 一

マイク入力音声で混合連続分布E[MMの電話音声認識への
適用

変換知識作成のためのコーハ'ス検索テ'ータ
Research Activities of the Na tu r a lLanguage
Understanding Pepartmentand the Data Processing
Department for Apr.1992̃Jan.1993”
Research Activities of the Speech Processing
Department,January through December,1992”
雑音環境下文節認識実験によるWLR ・ WGD ・ SGDSの
距離尺度の比較”,

ATR対話テ°ータへ ゛ース用英語形態素解析作業基準書
言語テ ータへ ース用格係り受け関係属性付与基準 一表層格
編 一

文脈自由文法を用いた連続音声認識

日本語形態素解析法の評価

ニューラルネットワークを用いた話者適応化および不特定話者連続

音声認識の研究 一発表論文リストー

I-328

I-332
I-336
I-338
I-340
I-342

The ATR-CMU Conference Registration Task Speech
Database User ' s Guide

音声言語翻訳実験システムASURAの対象コーハ'ス
雑音環境下連続音声認識および話者適応に関する研究

自動翻訳電話国際共同実験の実施報告

ATR対話テ゛ータへ ース用会話収集と文字化
The Need for Second-order Probability Distributions
Under Repeated Trials with Nonlinear Utilities or
Catastrophic Outcomes
The Meanings of Ability Utterances with Applications
to Dia1og Understanding
音声認識のための音声分析とラへ゛ル変換
S/Splus for Speech Processing Research at ATR/ITL
Japanese generation within ASURA Homework
A English Analysis Grammar in a Unification-based
frame work
音声テ゛ータ・ラへ゛リンク゛・マニュアル”,
LRハ 'ーサ'の応用法” ,

Results of the ABDUCK Disambiguation System
ABDUCK

Multi-Agent Communication and Commitment and
The BEHOLDER family of algorithms for scheduling
multiple para11eluncertain processes underlimited-
resorce conditions”

Research Activities of the Speech Processing
Department,January through March, 1993”
Research Activities of the Natura1 Language
Understanding Department and the Data Processing
Department for February1993̃March1993”
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A Weighted CepatralDistauce Measure for Speech
Recegnition
Inter -aura lSpeech  Spectrum Representation by
Spatio-TemporalMasking Pattern
スぺク ト ログラム リー デ イ ン グ

Evaluation of a Spectrum Target Prediction Modelin
Speech Perception
リスプマシン用イメージスキャナ接続プログラム K A
O R U
U n i xのセキュリティに関する考察
高速視覚刺激提示装置A T R夕キストスコープ
漢字デー タベースC H I C
A T Rタキストスコーフ'制御ソフトゥェア - ATRTSPとクラフイックコン
ハ°イラ ー
Properties of visualmemory for b1ock patterns
Displacement l imits for reversed random -dot
cinematograms
網膜モデルT AM  I Tの計算機シミュレーション
STAX SRAProの周波数特性 一人工耳及びタ、ミーへツト゛に

よる測定 一

A-017
A-020
A-021

A-022
A -023
A-024

A-025
A-026
A-027

A-028
A-029
A-030

A-031
A-033
A-034
A-035

コネクショニス トモデルと認知心理学

テクスチャー識別の心理学的研究の展望

A study of binocular vision using visualevoked
potentials
音の鋭さと振幅包絡

時空間フイル夕を用いた運動視知覚モデルの検討

0 n  the Approximate Realization of Confinuous
Mappings by NeuralNetworks
アイコンに関する研究および標準化の動向

研究用日本語音声データベース利用解説書

Direction Discrimination and Pattern Sagregation with
Isoluminant Chromatic Random-Dot Cinematograms
誘発電位記録解析システム

V M  S 版 S  A Sの使い方

リスフ'マシンの音声処理ユーティリティー -SPIRE,synthesizer,PEF

入門 一

認知地図形成過程のモデル化に関する 一考察

on the Capabilities of NeuralNetworks
聴覚実験用へ ツドフォンアンプシステム
アイコンの認知容易性に関する諸要因の検討
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ゲシュタル ト心理学の流れを汲む最近の視知覚研究

パター ンの良さ判断に対するシンメトロピー尺度の有

効性

ATR NeuralNetwork Research on Speech Processing
マルチD S Pで構成する多チャンネル要咼手フイルタバ
ンクの試作

乳児の泣き声における音響特徴の分析とカテゴリ 一判
断の単位

A11iant,Convex,Ncubcのアーキテクチャとハ 'フォーマンス

A ComputationalCochlear Nonlinear Preprocessing
Modelwith Adaptive Q Circuits
視覚 ・認知機構研究における並列処理計算機N C U B
Eの利用にっいて
視覚・認知機構研究における並列処理計算機NCUBEの

利用にっいて (フ'ロクラム仕様付)
目本人とァメリカ人における英語/r,1,w/音知覚の手掛かり
音の高さの知覚

Sharpness and amplitude enve1opes of broadband
noise

Effects of Preceding Scale on Me1odic Pitch Interva1
Modeling of contextualeffect based on spectralpeak
interaction”

PerceptualUnits of the Infaut Cry
Motion and depth perception with dichoptic-sequentia1
presentation of random-dot patterns
Trajectory Formation of Arm Movement by Cascade
NeuralNetwork ModelBased on Minimum Torque-
change Criterion

Objective Functions for Improved  Pattern
Classification with Back-propagation Networks
A Hybrid Speech Recognition System Using HMM an
LVQ-trained Codebook
A T R視聴覚機構研究所画像入出力システムの概要

HMM Speech Recognition using DFT and Auditory
Spectrograms
Identification of Kanji and Kana characters within

Japanese words
日本語の視覚的処理単位 一単語認識過程における諸現

象 一

音とは何か 一NaturalCoverpntation,W.Richard E d第4

章より 一

神経回路モデルによる画像の情報処理にっいて
文書画像検索システムC]l1[ASERS
ニュー ラルネッ ト ワー クを用いた手書き文字認識
C Gを用いた心理実験に基づく空間認知モテル
C Gを用いた心理実験に基づく方向評定モテ゛ル

HMM Speech Recognition using DFT and Auditory
Spectrogram
可変残響室の残響時間測定

スケルトンを用いた階層的形状記述およびニューラル

ネットによる階層的形状識別

ノイマンを越えて一視聴覚認知機構研究における並列
計算構成にっいて一
日本人発話の英語及び外国人発話の日本語のプロソデ

イに関する研究

音声・発話障害の定量評価に関する研究

UNIX版SASの使い方

聴覚実験用へツドフォンの歪率の測定
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3 次元知覚における手がかり 間の相互作用

Psychoacoustic evidence for the contextualeffect
model

Optimization and Learning in NeuralNetworks for
Formation and Contro1of Coordinated Movement

A New HMM/LVQ Hybrid Algorithm for Speech
Recognition
The proofreading of Japanese sentences:visua1,and
semantic processing
Effects of the Preceding Scale on Me1odic Interva1
Judgment in Terms of Equality and Size
Mc Gurk Effect under Conditions with or without
Noise

Extraction of the Nonlinear G1obalCoordinate System
of a Mainfold by a Five Layered Hour-Glass Network
音声録音系の諸特性

A g1ottalwaveform model for high quality speech
synthesis
Unix上の音声研究用ツール ーSpeech Tools Commanas
Manua1-
Acoustic and  Physiu1ogica1 Characteristics of
TraditionalSinging in Japan
The effect of experiment variables on the perception
of American English/r,1/for Japaneselisteners
視覚認知用語集

陰影による形状知覚と単限立体視モテル

多重解像度による点ハ'ターンの構造化モテル

ComputationalTheory and NeuralNetwork Models of
Interaction Between VisualCorticalAreas

運動視と両限立体視の相互関係 一運動視,立体視の成立

と両限入力画像の時間関係 一

神経回路モテルを用いた重なった ハ 'ターンの分離
Static Analysis of Posture and Movement, Using a 1 7-
muscle Modelof the Monkey ' s Arm
帯域制限ランタムトットに誘導される正方向の運動残効

MathematicalConnections between the probability,
Fuzzy set,Possibility and Dempster-Shafer theories
Simplifying Discontinuity Detection with an Eye 0,,
Recognition
Neura1-Network Controlfor a C1osed -Loop System
using Feedback-Error-Learning
Recurrent LVQ for Phoneme Recognition
視聴覚特殊実験室の音響特性

Investigation of ]-1[eadphones Suitable for
PsychophysicalExperiments
Auditory Spectrograms in HMM Phoneme
Recognition
Effect of Word Familiarity on Non-native Phoneme
Perception:Identification of English/r/,/1/,and/w/by
Native Speakers of Japanese.
音程を変えて発話したl購き声の音響分析

0 n  the Role of F 0  in VowelIdentification

A Computat iona lMode lo f  Four Regions of the
Cerebe11um Based on Feedback-error-1earning
識別学習論による音声認識

文字構造抽出の研究 一手書き文字品質の人間の主観評

価に準じた品質決定要因による客観的定量評価 一
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A-076
A-077

A-078

A-079

A -080
A-081
A-082

A-120
A-121
A-122

A-123
A-124
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N0.

夕 イ  ト ル

N0.

夕 イ  ト ル

A-125

A-128

Equilibrium Point Controlof a Monkey Arm Simulator
by a Fast Learning ArtificialNeuralNetwork
Feedforward NeuralNetwork Modeling of Target-
directed Arm Movement Which Reproduces Speech-
Accuracy Trade-off
Enhanced Discontinivity Detection from Postualted
Discontinities

GPD Train ing of Dynamic Programming -Based
Speech Recognizers
Auditory front-end in DTW word recognition under
noisy,reverberant and multispeaker conditions
Stabil ity Constraints for the Equi l ibr ium -Point
Hypothesis
Applicability of Orented Filters to Edge Detection
Motion Analysis
Recognition of Manipulated Objects by Motor
Learning with Modular Architecture Networks
UNIX上の音声研究用ツール ー Speech Tools-
Speech Tools ManualPages
Relative Pitch Judgements for Formant Structured
Broadband Noise

The Effects of Tempo and Pitch on the Judgement of
Infant Cries

SpatioemporalProperties of Motion Perception for
Random-Check Contrast Modulations
Second-0rder System;Its Role and Mechanism
Accurate Reconstruction of 3D Scenes from Multiple
Imprecise and Uncertain Data

VisualTrajectory and Stiffness E11ipse During Multi-
Joint Arm Movement Predicted by NeuralInverse
Models
A Para11e1-HierarchicalNeuralNetwork Model for
Motor Contro1of A Muscu1o-SkeletalSystem
Rhythm Type and Articulatory Dynamics in English,
French, and Japanese

A-148
A-149

A-150

A-153

A-154
A-155

画像の不連続を利用した陰影からの形状推定,

Error Tolerant Method for Invariance Bsed Feature

Correspondence
Unsupervised Learning of Receptive Field Families on
Regular Frids
Point Configuration Invariants under Simulaneous
Projective and Permutation Transformations

Direct Estimation of Multiple Disparities for
Transparent Multiple Surfaces in Binocular Stereo
ウェーフ゛レット表現を用いた演算子形式による多重方向検出

̃重ね合わせの原理に基づく多重方向同時検出演算子

Discriminative Feature Extraction

Recognition by Combinations of Paraperspective
Images
特徴点対応に基づいた運動立体視におけるトランスへ 'アレンシー
Dynamic Cepstrum Parameter Incorporating Time-
Frequency Masking and I t s  Application to Speech
Recognition
温度差つき遺伝的アルコリスムの収束

アニーリンク゛スケシ ゛ユールの定数倍加速

F0調節の生理機構に関する磁気共鳴画像(MRI)の分析
自由手書き文字認識の研究

喉頭筋の非侵襲計測と韻律制御の生理機構

母音における音声と ロ唇形状の視聴覚に関する研究
(その1.母音口形連続体における視知覚)

A Softwarelibraly of C++class objects for bio1ogica1
structure modeling
外舌筋収縮力空間における調音軌道の作成

Production and Perception of the ConsonantalVoicing
Distinction in Speech without VOT:An Acoustic Study
Using Electric Larynx Speech
ロ唇の調音動作を実現する生理学的モデル

A-129

A-130

A-131

A-133

A-134

A-135
,-136
A -137
A-138

A-139

A-140

A-141
A-142

A-144

A-156
A-157

A-160
A-162

A -164
A-165
A-166
A-167
A-168
A-169

A-170

A-171
A-172

A-145

A-147
A-173

N0.

タ イ  ト ル

N0.

タ イ  ト ル

# 0-001
0-002

0-003
0-004
# 0-005

# 0-006
0-007
# 0-008
0-009
0-010

昭和61年度試作MMICの能動素子特性評価

光衛星間通信に適用可能な光テ ハイス,通信方式に関する
調査報告書

偏光変調/直接検波方式に関する実験的検討

衛星間通信に際しての地球大気分子による吸収の計算

LUFET MMIC;多層化MMICの試作検討一第1次試作

GaAs FETのAC小信号モテ゛ルハ°ラメータのハ'イァス依存性評価
Si選択ドーフ GaAs/AIGaAs量子井戸構造の発光応答
有限要素法を用いた導波路の電磁界解析フ'ロクラムマニュアル

TOWARDS EXPERIMENTS I N  FUNCTIONAL
OPTICAL CHAOS
有機高分子の非線形光学効果に関する調査

0-011

0-012
0-013
0-014
0-015

0-016
0-017

0-018
# 0-019
# 0-020

選択ト゛ーフ'量子井戸のサフ゛ハント゛構造とサフ゛ハント゛間吸収の

解析

Tera Hertz Coherent Radar

Electronic structures of GaAs-AIAs Superlattices
トランスホ 'リァセチレン・ソリトン付近の振動モードの研究

非線形動力学の立場から見た神経回路網とその情報処

理機能

「非線形動力学のApplicabilityワークショッフ'」 報告
多重伝搬路内におけるアンテナ特性の解析と多重波干渉除

去技術への応用

リミットサイクルを埋め込んだ、非対称な結合行列を持つ、神

経回路網の記憶想起特性

マイクロ波回路小型化の研究

マイクロ波回路非線形テ'ハ゛イス回路の研究



N0.

タ イ  ト ル

N0 .

夕 イ  ト ル

0-021
0-022
# 0-023

0-024
0-025
0-026
0-027
# 0-028
0-029
# 0-030

GaAs/ AIGaAsおよびInGaAs/AIGaAs量子井戸構造に
おけるサフ゛ハ゛ント゛間遷移
SIMSによる化合物半導体中の不純物分析

ATRにおける高周波回路の研究 一 超小型 ・ 高機能

MMIC

光衛星間通信実験用光変復調器の構成と特性

成層圏無線中継航空機を用いた字宙光通信実験

GaAs(111)MBE成長とSiト゛ーヒ 'ンク、
高濃度Siト'ーフ GaAsのラマン錯乱と量子井戸サフ'ハント'間吸
収の外部光制御

有限要素法を用いた2次元静電場解析フ'ロクラムマニュアル

GaAs表面・界面の制御

有限要素法による損失のある2次元導渡路の特性解析フ'

ロクラムおよびその解析法を用いたMM I C用低損失線路
の検討

空間回路網法を用いた周渡数特性解析フ'ロク゛ラム

マイクロ波帯移動通信のためのアンテナ・給電系ハート'ウェアの検討

多重波伝搬特性と等化方式の研究

スロット結合マイクロストリッフ'アンテナ

テラへルツ ・イメーシ ゛ンク°・レータ'
Superresolution of Multipath Delay Profiles Measured
by PN Correlation Method and Its Application to
Indoor Propagation Analysis
BER Performance of Anti -Multipath Modulation
Scheme PSK-VP and its Optimum Phase-Waveform
I n-Room Transmission BER Performance of Anti-
Multipath Modulation PSK-VP
偏光変調/コヒーレント検波方式に関する実験的検討
光空間制御アレーアンテナの励振分布と放射特性

A T R光電波通信研究所の5年間の歩み
MMICの超小型化・高機能化技術の研究

1991年度MMIC研究成果報告

Mode11ing of Slot Coupled, Circular Microstrip Patch
Antenna Elements

移動体衛星通信用DBFアンテナ信号処理部の構成とその特

性

MMIC回路構成法の研究

球面走査アンテナ近傍界測定におけるアライメント誤差の影響

4mφ大型球面走査アンテナ近傍界測定システムの開発とその評
価

ElectricalContacts on(111)A GaAs
ワニエ・シュタルク局在現象を利用した自己電気光学効果素子

High Speed Fiber Optic Link Deve1opment for
PersonalCommunication Systems
MMIC非線形テ゛ハ゛イス回路の研究
GaAs(111)A面上の横方向p-n接合と段差基盤上のMBE
成長シミュレーション

移動体衛星通信用アクティフ゛アレーアンテナの研究

Quasi-0ptic Electrooptic Modulator on LiNb03
MMICテ゛ハ ゛イスフ'ロセス技術
ヒ'ームスへ 'ースCMAアタ゛フ'ティフ゛アレー
室内における多重渡伝搬特性の研究

ニューラルネットワークを用いた適応等化器の研究

マイクロ波ミリ波帯小型フイルタの研究

スロット結合型円形マイクロストリッフ'アンテナの端子間相互結合特性

GaAsハ 'ターン基盤上でのGaAsの分子線エヒ 'タクシーにおける
Ga表面拡散長の異方性

# 0-069

# 0-070

# 0-071

0-073
# 0-074
# 0-075
# 0-076
0-077
# 0-078
# 0-079

# 0-080

0-081

0-082

# 0-083
# 0-084

# 0-085

# 0-086
# 0-087

# 0-088

# 0-089

# 0-090
# 0-091

GaAs選択エツチンク用HF+H202+H20混合液の基本特
性

GaAs(001)ハ 'ターン基板上でのGaAs/ AIGaAs多層膜の分子
線エヒ '夕クシー中のファセット成長

GaAs(111)Aハ'ターン基板上でのGaAs/ AIGaAs多層膜の分
子線エヒ 'タクシー中のファセット成長

ヒ ゛ーム伝搬法によるステッフ'型光導渡路の解析

非線形タイナミックスを利用した新機能素子の研究

Design of Millimetre Wave PersonalRadio Systems
Using Fibre Optic Links
HBTの光マイクロ波集積回路への適用
フェース、ト゛アレーアンテナの適応制御に関する研究

GaAs(111)A面上におけるDBR用多層膜のMBE成長
スぺクトル領域法を用いたスロ ツト結合円形マイクロ

ストリップアンテナの解析

MBE成長による(111)A面GaAs段差基板上への横方向p-
n接合の形成とその応用

セルラ基地局の送受信アンテナ指向性制御による廣

数利用効率の改善

D B FアンテナにおけるA/D変換器の有効分解能に

関する検討

ビーム伝搬法による分布屈折率型光導波路の解析

M B E 成 長 に よ る ( 1 1 1 ) A 面 G a A s 基 板 上へ の
GaAs/AIGaAsaの成長とその応用

Piezoelectric effect in InGaAs/GaAs quantum wells
grown 0n(n11)A-oriented GaAs substrates(n-1,2,3,4)
P A L - S L Mの基本特性とその応用可能性
MBE法によるト ' ーハ 'ントSiのみを用いたGaAs(111)A面上
GaAs,AIGaAs/GaAsLED構造の成長

Softwave for design of semiconductor multilayer
structures

Study of some adaptive eigenspace algorithms for
antenna arrays
The Growth of ]1iigh Quality InGaAs quantum we11s
on GaAs(111)Asubstrates
ワニエ ・シュタルク局在効果を利用した半導体光素子 ,WSL -
SEEDの動作特性【IIl】非線形電気回路、S-SEEDのホ・'
ンシャル関数法による動作性解析:準安定状態を経由し /_
3状態間遷移および光トランジス夕ーの実現

ワニエ ・ シュ夕ンク局在効果を利用した半導体光素子 ,WSL -
SEEDの動作解析 【 II 】 WSL -SEEDにおける光吸収
飽和特性、 及びそれを利用した光微分器の実現

ワニエ ・シュタルク局在効果を利用した半導体光素子,WSL -
SEEDの動作解析 【 nI 】
半導体超格子中の「 一 Xtransferのキャリア輸送に対す

る影響

ミ リ波帶MM  I Cバランス型アップコンバー タ

A high resolution algorithm for detection-estimation of
narrow-bandsignals using sensor arrys without
eigendecompositions of data correlations
GaAs(111)A面上デル夕 ドープGaAs層における不純物の
拡散

ミ リ波帯高アイソレーションMM  I C F E T ス イ ッ チ
の検討

広帯域信号に対応したビームスペース形C M Aアダプ
ティブァレー

M B E法による S  i ( 1 1 1 ) 基 板 上 G  a A s へテロ
エピ夕キシャル成長

# 0-031
0-033
0-034
0-035
0-036
0-037

0-038

0-039

0-040
0-041
0-042
0-043
0-044
0-045

0-046

0-047
0-048
0-049

0-050
0-052
# 0-054

0-056
# 0-058

0-060
# 0-061
# 0-062
0-063
0-064
0-065
# 0-066
0-067
# 0-068

# 0-092

# 0-093

# 0-094

# 0-095
# 0-096

# 0-097

# 0-098

# 0-099

# 0-100
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N0.

タ イ  ト ル

N0.

夕 イ  ト ル

# 0-101

# 0-102
# 0-103
# 0-104
# 0-105
# 0-106
# 0-107
# 0-108
# 0-109

# 0-110

# 0-111
# 0-112

つ一113

# 0-114

# 0-115
# 0-116
# 0-117
# 0-118

# 0-119

多自由度複雑掲ダイナミ  ックの研究 一 その理解と応

用 一

カオスと量子現象 一 メソ゛ンコピック系とレーザ一系一
超潤滑 一摩擦ゼロとなる状態 一

Method(SMP)の多重波遅延時間に分解能特性に関する
研究

光/ミリ波無線リンクシステムの設計と構築

レーザマイクロビジョンの高速高分解能信号処理方法

波長1.06µ m帯ネオジウム添加光ファイバ一增幅器
GaAs/ AIAs type超格子における光励起電流発振
非静止衛星通信ネットワー クにおける光衛星間通信パ

ラ メ 一夕に評価
I n系超格子におけるワニエシュ夕ンク局在効果とそ
の応用

非線形有機光学材料の設計論

アダプティブアレーアンテナと最ゆう系結合推定の結

合 一所望波と遅延波の分離最合成アルゴリズム ー

方向性結合器を用いたマイクロ波トランスバーサルフ

イル夕研究

D B Fマルチビームアンテナデイジタル信号処理部の
開発

B S CMAアダプティブアレーアンテナディジタル信
号処理部の開発

D B Fセルフビームステアリングアレーアンテナ信号
処理部の開発

D B Fマルチビームアンテナデイジ夕ル信号処理部の
開発

B S C M A アダプテ ィブアレーアンテナデ ィジ夕ル信
号処理部の開発

D B Fセルフビームステア リングアレーアンテナ信号
処理部の開発

# 0-120
# 0-121

# 0-122

# 0-123
# 0-124
# 0-125

# 0-126

# 0-127

# 0-128
# 0-129
# 0-130

# 0-131

# 0-132
# 0-133

# 0-134

# 0-135

# 0-135
# 0-136
# 0-137
# 0-139

OpticalProcessing Multibeam Array Antenna
車載ディジ夕ルビームフォ ー ミ ングアンテナによ る衛

星電波の追尾受信実験

I M S  L よ り給電されるスロ ッ ト結合マイクロス ト リ
ップアンテナ

小型・低損失マイクロ渡フイルタの研究

ミリ渡帯多層化MM I Cの研究
通信網の発達に伴うトラヒック理論の機能的困難と克

服への展望
GaAs(111)A基板における成長前表面処理とその表面状
態の研究

高指数A面段差基板を用いた横型トンネル結合デバイ

スの研究

レーザマイクロビジョンの信号処理
リァルタイムレーザマイクロビジョン

Opticalswitching applications of delayed feedback
nonlinear systems

Adaptive Selection of Osci11ation Mode in a Cptica1
Ring to Avoid Collision
ミ リ波ブリッジ型MM  I Cスイッチ
A V  Sを用いたニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クの可視化シミ
ユレーション

単一ドーパン トSiのみを用いたGaAs(111)A段差基板上
横方向サフミクロンキャリ封じ込め構造の M B  E成長
サイクリック拡散符号を用いた広帯域スぺクトラム拡

散通信方式

ミ リ波マイクロストリップアンテナの開発

D B Fセルフビームステアリングアレーアンテナ

自己発振型光マイクロ波ミキサ

GaAs(311)A面 ・面発光レーザ
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A T R ジ ャーナル29号掲載記事の訂正

A T  R ジ ャーナル 2 8号掲載内容に一部誤りがありましたので、以下のとおり訂正させ

ていただくと供にお詫び申し上げます。

訂正箇所

目次

誤 正

タ イ ト ル  氏 名 タ イ ト ル  氏 名

社長に就任して  一之瀬 裕

荻野 長生

社長に就任して 一 ノ 瀬  裕

マルチェージェントシステム 荻野 長生
を使つて通信品質を制御する

受賞

頁 誤 正

23 電子情報通信学会 平成8年度論文賞

(1977年5月17日)

電子情報通信学会 平成8年度論文賞

(1997年5月17日)

誤 正

学研都市あれこれ

頁 誤 正

5 年のプロジェ ク ト ですが 、

最初と最後

25 5 年のプロジェ ク  トですが、

最初CJ最後

所員往来

誤 正

頁 採用年月日 氏 名 出向元 採用年月日 氏 名 出向元

26頁 H9.6.23 ーノ 瀬  裕 N T T H9.6.20 ーノ 瀬  裕 N T T

頁 退職年月日 氏 名 退]般年月日 氏 名

26頁 H9.6.30 芦田  浩 H9.6.30 廠田  浩

編集後記

A T R ジ ャーナル編集委員会では 、  A T R が 行 つ て い

る研究内容等を よ り多 く の方にご理解を頂 く ため 、今回

のA T Rジャーナル29号から目次、 研究動向紹介における

タ イ ト ル と 概 要 に っい て 英文併記 と す る こ と と 致 し ま し

た。 今後も皆様に親しまれる A T R ジ ャーナル とす るため

改善して ま ぃ り ますので皆様のご支援 よ ろ し く お願い申

し上げます。

( ATR音声翻訳通信研究所 企画課長 菖蒲奥 純治)

ATR Journa1第29号 1997年11月1日発行

e発行 ・編集 株式会社 国際電気通信基礎技術研究所
干619-02
京都府相楽郡精華町光台2丁目2番地

(0774)951111(大代表)

@製 作 TelWe1京都営業所
e定 価 400円(税込 ・送料別)

本紙記事の無断転載を禁じます。

〇1996 (株)国際電気通信基礎技術研究所



ATRグループのご紹介 A T Rグループは電気通信分野における基礎的 ・ 独

創的研究の一大拠点として内外に開かれた研究所を設

立する構想のもとに産・学・官の幅広いご支援をぃた

だき1986年3月に設立しました。

A T Rグループは研究活動を行つている4つの研究

会社 ( 4 R & D会社 ) 、  既に研究を終了し成果の普及

活動などを行つている4つの成果管理会社、 およびこ

れらを支援する国際電気通信基礎技術研究所の9つの

株式会社の総称です。

4R&Dに研究費は基盤技術研究促進センターから

の出資70%、 民間約140社からの出資30%で構成され

ています。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対

し、建物スペース ・研究施設の貸与・研究者の確保 ・

派遺、研究資金の出資の支援、各種事務の援助など、

総合的な支援を行うとともに、成果4成果管理会社に

対する研究成果の管理 , 販売などの各種支援を行つて

います。

ATRのWWWホームページのご案内

アドレス http://www.atr.co.jp
役に立つ様々な情報を公開してぃます。今後も随時拡充予定です。

皆様のアクセスをお待ちしてぉります。

ATRジャーナル担当宛

ご連絡内容(いずれかに印をお願いします。)

口ATR Journa1新規購読申込

口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポート 番号:TR - -
口ご意見、ご要望等

TEL: ( 0774 )951177
FAX: ( 0774 )951178

口送付先変更連絡

口研究用ソフトゥェア購入申込

【ソフトゥェア名整理番号:

変 更 後 変 更 前 変更事由

送

付

フ リ ガ ナ

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他送 り 先

会 社 名

先 部 署 名

T E L

ご意見ご要望

●ATRジャーナルのご購入希望、 送付先変更等をお寄せ下さる場合には、 上記にご記入の上、 FAX等でご送付下さい,

●送付先変更以外にっいては、 変更後の擱に必要事項をご記入顧います。




